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プロローグ







　……今にも降り出しそうな、黒い空だった。

　肩からベルトで提さげたライフルは、いつも俺に重たくのしかかってくる。

　自みずからの虚うつろな魂たましいを引き摺ずっているかのように、足取りは疲れ切ったままだった。

　どこまで行っても、白い砂と、レンガばかりの乾いた町並みしか見えない。

　どこまで行っても、死と破は壊かいの風景が途と絶だえる事はない。

　まるで世界は、どこまでも戦場が続いているかのようだった。




　爆ばく撃げきに晒さらされた砂さ漠ばくの町には、異国の兵隊と、殉じゆん教きようした民兵達の死体の山が累るい積せきしていた。

　多くの死体が大地を赤く染め上げ、バラバラに砕くだけ散ってしまっている。

　１時間程ほど前には、まだここで日常生活を営む人々がいたはずだ。

　町は、今となっては血と硝しよう煙えんの香りが漂ただよう、廃はい墟きよと化している。

　……惨むごたらしい死を数多く目まの当たりにしても、もはや何も感じなかった。

　いつからか心は、全ての事柄に対して揺ゆり動かされなくなっていた。

　胸の中には、怒りも、悲しみも、喜びもない。愛する者もいない。名前すらもない。

　ただ物心付いた時から与えられていたのは、戦場と敵。それだけである。

　自らの生涯には、夢も希望もなく。目前には、恐怖も絶望もない。

　クスリで麻ま痺ひした意識が、近くに敵の姿を求めて彷徨さまよい続けているだけだ。

　────雷が、頭上に白く閃ひらめいた。

　空からは、やがて酷ひどく冷たい雨が降り注ぎ始める。

　血や爆弾以外のものが降ってくるのは珍しかった。

　全身が雨う滴てきに濡ぬれる事など構わず、歩みを止める事はしなかった。

　思えば生まれ付いた時から、人生とは〝漠然とした前進〟でしかなかったように思う。

　止まってはいられない。

　止まる事は許されない。

　ただ、どこへ向かっているのかわからない。

　意味があるのかすらわからない。そんな毎日が続いていくだけだ。

「……全部……殺せたのか……？」

　虚ろな眼まな差ざしで、周囲の瓦が礫れきを見渡して呟つぶやいた。

　殺して。殺して。殺し続けて。

　気が付けばいつも通り、視界の中に動く人影はなくなっていた。

　……敵の気配が消えたため、俺はその場で少し休みたい気持ちになってしまう。

　近くに雨宿りが出来そうな廃はい屋おくを見つけ、そこを目指して泥水を踏み歩いた。

　銃じゆう口こうを構え、廃屋の扉を慎重に開ける。

　中に入ると、屋内はほとんど雨あま晒ざらしに近い状況だった。爆ばく撃げきを受けて、屋根が穴だらけになってしまったせいだろう。雨を遮さえぎってくれる事を期待していたというのに、これでは本末転倒であった。しかしよく見れば……壁かべ際ぎわに置かれたテーブルの周辺が、まだ濡ぬれていない事に気付いた。部分的とは言え、屋内には濡れなくて済む場所が残っていたようだ。

　そのテーブルに歩み寄り、手近に転がっていた椅い子すを拾い上げて腰こし掛かけた。

　冷たくなったライフルを抱きながら、俺は黙って椅子に座り込む。

　室内を見渡すと、部屋の隅に、俯うつぶせで倒れている男の死体が転がっていた。

　同時に、死体の傍そばには１羽の大きな鳥がいる事にも気が付く。

「……またお前なのか」

　乾いた喉のどから、掠かすれた声が漏もれた。

　黒くろ鉄がねのナイフのように鋭いクチバシを持ち、全身は漆しつ黒こくの羽根に覆おおわれた鳥だった。

　腐ふ肉にくを喰くらいに来たのだろう。

　屋根の残ざん骸がいの下に転がっていた死体を啄ついばんでいる。死体など山ほどあるというのに、その死体を選んで食べているのは、雨に濡れなくて良い場所に転がっているからなのだろう。

　今まで────どんな戦場に出向いても見かけてきた鳥だった。

　腐肉や残飯に群がり、地を這はうように生きている浅ましい鳥だ。それぞれの個体には名前などないだろう。しかしその鳥の事を総じて何と呼ぶのか、それくらいの事なら知っていた。

　────カラス。

　俺の故郷であるのだろう東洋では、そう呼ばれていると聞いた。

「……お前と俺は、何が違っているんだろう」

　思わず、死肉を貪むさぼっている鳥の背中に問いかけた。

　返事など期待していたわけではない。

　ただ、自らを皮肉るためには、そうするしかなかっただけの事なのだ。

　休もうとしていたのも束の間────俺は早々に椅子から飛び上がってしまう。

　……いつの間にか、室内の中央に老人が立っていたから。

　気配すら感じさせずに現れたその老人に気付くと、俺は間かん髪はつ入れずに臨戦態勢を取る。

　見たところ、老人は武器を持っている様子もなく、民兵の出いで立ちでもない。

　黒いロングコートに、黒いシルクハット。その姿は、葬そう列れつに並ぶ喪も服ふくの老ろう紳しん士しにしか見えなかった。だがその両手には……中世の騎士が使うガントレットのような防具を身に付けている。場違いな上に、奇き妙みような格かつ好こうをした怪あやしい男だ。

　老紳士は自分のシルクハットを小さく持ち上げ、気楽に挨あい拶さつしてきた。

「初めまして、私はアンデレと申します」

　正体不明の老人は、人の良さそうな顔に微笑ほほえみを浮かべている。

　しかし、戦場で見かける他人の友好的な態度になど誤ご魔ま化かされない。

　こちらはサイトゲージを覗のぞき込み、老人の額ひたいに狙ねらいを付けたまま、出方を窺うかがうまでだ。

　電火の白色に照らし出されながら、老人は語りかけてきた。

「君が────〝殺人の天才パーフエクト・マーダー〟ですね」

「……」

「お噂うわさはかねがね聞いていますよ」

　俺は何も答えなかった。

　相手から情報を聞き出すために、こちらからも親切に情報を提示する必要はない。そう教育されてきたのだから、当然である。

　肯定も否定もしない俺の態度に構わず、アンデレと名乗った老ろう紳しん士しは語り続ける。

「高度に発展した近代戦において、たった１人の歩兵が戦局を左右する事など考えられない。それが常識であるこの世界において、君は例外のようです。君は私達と同じだ」

「……戦うつもりなら、くだらない前置きをやめないか。お互いに不毛なだけだ」

「戦うなんてとんでもない。私は君を殺しに来たわけではありません。私は君を勧誘スカウトに来たのですよ」

「……スカウト……？」

　アンデレの言葉を、疑問口調で反はん芻すうしてしまう。

　アンデレは腕を組んで嘆息して見せた。

「それにしても……さて、困りましたね。名前がない君を、私は何と呼べば良いのか」

　アンデレはそれを指摘してくる。

　……俺には名前がなかった。

　物心付いた頃から両親はなく、ゲリラによって戦士として教育されてきたのだ。

　出生さえ定かではない俺に名前などあるはずもなく。今までずっと、周囲からは番号や「お前」呼ばわりで声をかけられ続けてきた。

　武器を扱あつかう方法と、人殺しの技術以外には、何も与えられない生活だった。

　生まれて初めて、俺に名前が必要になった瞬しゆん間かんは今なのかもしれない。

「────〝カラス〟だ」

　何な故ぜだろう。そう名乗る事には迷いがなかった。

　部屋の隅すみで、未だに死体を啄ついばんでいる鳥を見ながら、俺は虚むなしく呟つぶやいた。

「今日からそれを……俺の名前にしよう」

　空を飛ぶ自由もなく。ただ地を這はいずるように生きている。

　残ざん虐ぎやくで、浅ましく、惨みじめな戦場渡り。その名前は、自分にこそ相応ふさわしいように思えていた。






Phase1：零の来訪







　正月休みが終わり、俺達の学校が３学期に入ったのは、１週間程ほど前だ。

　休み明けには、いきなり冬のスポーツテストが待ち構えていた。

　寒風吹き荒すさぶ１月の運動場に、俺達はジャージ姿で放ほうり出されていた。

　砂が巻き上げられて埃ほこりっぽいグラウンドを２周流してから、準備運動をする。

　その後、クラスはいくつかのグループに分かれ、運動場の四方へ散り散りになって行った。

　俺のグループは現在、グラウンドの片かた隅すみに集められている。

　次の種目は〝50メートル走〟だった。

「次、宮みや下したくんと国こく分ぶくん。それと、明あく津つくん」

「う～っす」

　記録係の女子に名前を呼ばれた明津は、かったるそうに返事をした。

　明津は見た目が不良っぽい奴やつだった。茶色に染めたワイルドショートの髪に、鋭く尖とがった目付き。初対面の時は怖こわかったが、最近では根が真ま面じ目めであるらしい事がわかってきている。

　白い石灰のラインの前に立ち、明津は軽くストレッチをしていた。

　気け怠だるそうに身体からだを解ほぐしている明津に、俺は話しかけた。

「流石さすがだな、明津」

「あん？」

　明津は怪け訝げんに俺の顔を振り返った。

「ここまでやった種目、全部10点満点なんだろ？　この調子でいけばオール満点だし。さっき先生が、高校記録出るかもしれないって言ってたぞ」

　スポーツテストは全部で９種目の競技によって行われ、それぞれの種目の記録に応じて、10点までの点数が与えられる。驚くべき事に、明津は７種目終わった今現在で、全て10点満点の成績なのである。

　だが明津は照れくさそうに、そっぽを向いて言うだけだった。

「……べ、別に大した事ねえよ。学校の体育なんて、傭よう兵へい稼か業ぎようと比べりゃオママゴトみたいなもんだしよ。高校記録だか何だか知らねえが、お、俺は満点とかそんなの興味ねえし」

　気取りながら明津は、いかにも記録には興味がなさそうに肩を竦すくめて見せていた。

　そうして俺と明津が話していると、記録係の女子が「そろそろ良い？」と尋たずねてくる。

　俺は「頑がん張ばれよ」とだけ告つげて、明津の傍そばから退散する事にした。

　クラスメイトと横一列に並んだ明津は、スタートラインに両手を突ついて、しゃがんだ姿勢になる。顔だけをゴールに向け、目には闘志を燃やしているのが、見てわかった。

　……やる気ないって言ってたくせに、やる気出し過ぎのクラウチング・スタートじゃないか。

《位置について！》

　記録係の女子が、手旗を足あし下もとに伸ばす。

　明あく津つの悪い目付きが、よりいっそう悪い角度に吊つり上がる。

《よーい……スタート！》

　女子が手旗を振り上げたところで、明津は全力全開のスタートを決める。

　並んだ走者の２歩先に飛び出た。

　それは見事なフォームのクラウチング・スタートであった。

「うおお！　明津の奴やつ、早え！」

　見ていた他の男子達が、明津の50メートル走に驚いていた。

「明津ちゃん！　こっちだ！」

「？」

　しかし走る明津の斜め前方に、他の生徒達と一いつ緒しよに明津を見守る男がいた。

「────幸ゆき村むら弘ひろ樹き、16歳！　独身！　やります！」

　いきなりソイツは、妙みようちきりんな名乗りを上げた。

　そして自分の顔を摘つまみ上げ、渾こん身しんのおもしろ顔芸で、走る明津を一心に見守っていた。

「んむっふぁぁ！」

　弘樹の顔芸を見た明津は、唾つばを吹き出し、意味不明な悲鳴を漏もらす。

　途端に力が抜けたらしく、足をもつれさせた明津はその場で盛大にこけ、グラウンドの上をローリングし始めた。他の走者のゴールに遅れて、明津は文字通り転がりながらゴールする。

「……あ、明津くん？　大丈夫……？」

　地面に伏ふしたまま身動きしない明津に、ストップウォッチを押していた女子が、恐る恐る問いかけた。しばらくの間を置いて、明津はゆっくりとその場で立ち上がる。

　ワナワナと、怒りに肩を震ふるわせながら。

　女子は狼ろう狽ばいした様よう子すで、怒り心しん頭とうの明津を懸けん命めいにフォローした。

「だ、大丈夫だよ！　記録は２回まで測れるんだよ？　次こそ笑わずに走ればさ！」

　だが、明津は聞く耳を持たずに毒づいた。

「……幸村ぁ……今日という今日は殺す！」

　明津は笑い転げている弘樹と他の男子達を振り返り、一直線に駆かけ出した。

　結局いつも通り、追いかける明津から弘樹が逃げる構図となる。

　その光景を見慣れているクラスの一同は、両者を止めることもせずに、囃はやし立てたりさえしていた。２人の掛かけ合いを眺ながめつつ、俺は小さく微笑ほほえんでしまう。

「……いつも通りだなあ。まあ何だかんだ、アイツ等ら仲良いみたいで良いけど」

　明津にヘッドロックをかけられ、もがく弘樹を見やりながら、俺は呟つぶやいた。

「次、冴さえ上がみくんの番だよ」

　手旗を持った女子が、俺の名を呼んだ。

　自分の走る順番が回ってきたのだ。

「ああ、悪い。今行くよ」

　俺はあまり気乗りせず、渋しぶ々しぶとスタートラインへと向かう事にした。

　……中学の時も、俺の体育の成績は中の中くらいだった。

　球技全般も苦にが手てなため、体育の時間の俺は、基本的に良いところなしだ。スポーツが得意な弘樹からは、しばしば「ひ弱少年」と馬ば鹿かにされる。妹からは「もやし！」と蔑さげすまれる事さえある。全くもって酷ひどい連中である。

　50メートルとは言え、実際にスタート位置に立ってみると、ゴールは遠くに見えた。

《位置について！》

　俺の両りよう隣どなりの走者は２人共、やる気満々のクラウチング・スタートの体勢だった。

　しかし俺だけは、立ったままのスタンディング・スタートである。

《よーい…………スタート！》

　手旗が振り上げられると、両隣の走者達が勢い良く俺の横から飛び出ていくのが見えた。

　俺はスタートダッシュの時点で出遅れる。

　最後尾を走る俺に、クラスの仲間達が声をかけてくれているのがわかる。

　短距離走を走る時は、昔から何度も、このシチュエーションを経験した。

　しかし────今日は〝何か〟がおかしかった。

　１番最後にゴールした俺は、ストップウォッチを押していた女子から記録を聞く。

　そうして記録係の女子が、俺の記録簿にタイムを書き込んでくれるのをしばし待つ。

　すると順番待ちをしていた俺の傍そばに、クラスの男子が駆け寄って来た。

　それは握力測定の時、俺の記録係をやってくれていたクラスメイトである。

「いたいた、冴さえ上がみ。はい、これ」

　男子生徒は俺に、持って来た握力計を手渡してくる。

　その握力計を見下ろしながら、俺は尋たずねる。

「……直ったのか？」

「ああ。もう１回、握力を測り直してくれないかな。さっき測れなかっただろ？　冴上が使った握力計は、どうやらバネが緩ゆるくなっててさ。これ、新しいやつを先生から借りてきたんだよ」

「……」

　俺は言われた通りに握力計を握り、測定器の針が示すその数値を、男子生徒に掲かかげて見せた。

　握力計の数値は37キロだった。

　50メートル走の記録が終わった記録簿を、今度はそのまま、握力測定の記録係に手渡した。

　握力計を持って来た男子生徒は、その数値に納得しながら記録を書き込んでいく。

「うん。やっぱり普通ならこんなもんだよね」

「まあな」

「さっきはビックリしたよ。冴さえ上がみが力を入れたら、握力計の針がいきなり振り切れちゃうんだもん。高校生で１００キロ越える握力とか、どんだけ強いんだよって感じだよな、ははは」

「……」

　冗談っぽく笑って、記録係の男子生徒は俺に記録簿を手渡して去って行く。

　その背中を見送った後、俺は校庭の隅すみに転がっていた、小さな石を拾い上げてみた。

　消しゴム程ほどの小さな石。

　その石を強く握ってみると────石は〝砕くだけて〟しまった。

「……おかしい……のかな……？」

　いくら小さいとは言え、石を素す手でで砕けるはずなどないのだ。

　しかし現実に、手の平からは砕けた石の破片が溢こぼれ落ちていく。

　地面に落ちていく石を見下ろしながら、俺は立ち尽つくすしかなかった。

　……最初に異変に気が付いたのは、少し前に行った、北海道旅行から帰ってすぐだった。

　東京駅で新幹線を降りた俺は、一いつ緒しよに旅行していた妹の手荷物を持ってやろうとしたのだ。

　その手荷物を持ち上げた俺は────まるで重量というものを感じなかった。

　軽い荷物だったわけではない。旅行前に持った時は、持ち運んでいれば徐々に息切れしてくるくらいの重さがあったはずなのだ。

　異変はそれだけに留とどまらない。

　集中すれば、遠くにあるモノが異様によく見えたり。微かすかな物音や、人の息づかいまでもがよく聞こえてしまったり。全く原因は不明のままなのだが……俺の腕力や視力、それに聴力、そうした様々な身体能力が異様に、ここ最近、高まっているように思えた。

　気のせいだと思い込む事で、今日まで自分を誤ご魔ま化かしてきた。

　しかし……今日のスポーツテストで、改めて思い知らされたように思う。

　１番最初にやった握力測定。

　俺の使った測定器は壊こわれていたわけではない。

　本気で測定器を握ったために、俺が〝壊してしまった〟のだ。

　────手て加か減げんしなければならなかった。

　握力測定の後、俺は全ての種目において手を抜いていた。そうしなければ、人間離れした記録を叩たたき出し、大変な騒ぎを起こしかねないと考えたからだ。手を抜く事で、俺は何とか「ひ弱少年」である冴上誠せい一いちらしい記録に留めておく事が出来たのである。

　本来なら明あく津つや弘ひろ樹きの方が、俺よりも体育の成績が良いのだ。しかし今日の俺は、もしかしたらその２人よりも良い記録を叩き出せるかもしれない。特別に練習をしてきたわけでもないというのに……こんなのはやはり異常だ。

「……やっぱり機を見て、雪せつ名なに相談した方が良いのかな」

　ぼやきながら、俺は自分の手の平を見下ろしていた。
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　午前中のスポーツテストが終わり、昼休みの予鈴が鳴った。

　俺は教室に戻り、ジャージから制服に着替える。

　自分の机の横に提さげた通学鞄かばんから、弁当の包みを取り出した。

　弁当箱の蓋ふたを開けると、中身は彩いろどり豊かな可愛かわいらしい食材が敷しき詰つめられていた。

「……今日もまた随ずい分ぶんと凝こってるな、愛あい架かの奴やつ」

　今週は妹の愛架が炊すい事じ当番であるため、弁当は愛架が作ってくれたものだった。

　妹が作ってくれた弁当の出来映ばえに感心して、俺は呟つぶやいてしまう。

　例えば、丸く握られたオニギリには、海の苔りが顔文字の形に切り抜いて貼はり付けられている。これを作るだけでも、随分な手間だったはずだ。あまりにも器用な芸当すぎて、俺は手に取ってマジマジと眺ながめてしまう。

　それ以外にも驚くべき点は、冷凍食品を一切使っていない事だ。良い具合に揚あげられた鶏とりの唐揚げに、美しく盛り付けられたポテトサラダ。全て手製である。

「アイツ。色々と乱暴なくせに、料理には異様なこだわりがあるんだよな」

　妹が作ってくれたオニギリを、黙々と頬ほお張ばる。

　見た目だけでなく、程ほど良い塩しお加か減げんが絶ぜつ妙みようである。

　妹ながら、いつか誰かの嫁よめにくれてやるのが惜しいと思わせてくれる。

　俺がいつも通りに自席で昼食を食べていると、これまたいつも通りに弘ひろ樹きが話しかけてきた。

「おんやー。その女の子っぽい彩りの弁当。もしかして愛架ちゃんの手作りかね？」

　弘樹は見たところ、購買コーナーで昼食のパンを買って戻って来たようだった。

　俺の前が弘樹の席なのだが、弘樹はそこに腰こし掛かけながら言った。

「良いなあ。親もいないのに、冴さえ上がみ家はいつも真ま面じ目めに弁当作ってて偉えらいわな」

「弘樹だって、自炊して弁当作ってくれば良いだけの話じゃないか」

「ノンノン」

　弘樹はチッチと指を振って、パンを頬張りながら答えた。

「誠一君のように、きゃわゆい妹ちゃんが俺にはいないのだよ。つまり俺がどれだけ努力して弁当を作ったとしてもだ。決して〝女の子の手作り弁当〟になる事はないのだ。ああ、メイド・バイ・俺の弁当。つまりこれはメイド・バイ・男の弁当！　そうなる事がわかっているのに、敢あえて俺が早起きまでして弁当をこさえる理由があると思うのか！　答えはノーだろう！」

「いやー、ははは。相変わらずお前は何言ってんのかわからん」

　力説する弘樹を軽くあしらいながら、俺はオニギリをモグモグと頬張り続けた。

　妹の手製弁当を食べ終え、弁当箱を再び通学鞄かばんの中にしまい込もうとした。

　その時、鞄の中に入っていた１冊の本が目に付いた。

「ああ……そういえば」

　ふと思い出した俺は、鞄に入っていた本を取り出して席を立った。

　向かった先には、クラスの女子達が、机を固めてランチタイムの雑談を楽しんでいる姿があった。そんな女子のグループの中に、１人の少女を見付ける。

　背せ筋すじまで伸ばした白い髪。緑色の瞳ひとみ。赤色のファッション眼鏡めがねをかけた少女である。

　彼女の名前は羽う鷺さぎ雪せつ名な。

　冬休みに入る前、俺にこの本を貸してくれた本人である。

　雑談が盛り上がっているようで、そこに割って入っていくのには、少しだけ気が引けた。

　しかし、俺は長らく借りていた本を返したくて、思い切って声をかける事にする。

「雪名」

「きゃうっ！」

「え？」

　俺が雪名の名を呼ぶと、雪名は仰のけ反ぞり、その場で小さく悲鳴を上げた。

　雪名は俺の顔を見た途端に耳まで赤くなり、頭からは湯気を立て始める。

　声をかけただけで……何な故ぜか雪名は酷ひどく動どう揺ようしてしまった様よう子すだった。

　そんな雪名の態度に気が付いた女子グループは、雑談を中断し、俺へ注目してきた。

　悪気はなかったのだが、結果として楽しそうな雰囲気を邪じゃ魔ましてしまった失態に気付き、俺は内心で焦あせってしまう。

「ど……どうかしたのか、雪名？」

「ななな、何でもないんだよ！　何か……な、何か用かな!?」

　呂ろ律れつが回らない舌を懸けん命めいに動かし、雪名は俺の顔を見ずに尋たずね返してくる。

　雪名の態度を不ふ思し議ぎに思いながらも、俺は借りていた本を雪名へ差し出す。

「冬休み前からずっと借りてた本なんだけど、読み終わったから返そうと思ってさ」

「そそ、そうだったね！　ありがとう！」

　俺から本を受け取った雪名は、何故か深々と俺に頭を下げてお礼を言ってきた。

　意味不明な雪名の態度に、困った俺は頬ほおを掻かきながら補足する。

「いや、その……本を借りてたのは俺の方だから、お礼を言うのは俺の方なんだけど」

「そっそそ、そうだったね！　ごめんなさい！」

「まあ……うん。こっちこそ、何かごめんな」

　今度は頭を下げて謝あやまってくる雪名に、俺は苦笑を浮かべた。

　女子達に注目されていた事もあり、俺はその場をすぐに退散しようと思っていた。

　しかし、借りていた本の感想も言わずに去るのは不義理な気がして、軽く中身の話題に触れてから、逃げるように自席へと戻ってきた。

　俺は席に座りながら、腕を組んで弘ひろ樹きに言った。

「……３学期が始まってから、雪せつ名なの様よう子すが変じゃないか？」

「変、と言いますと？」

　弘樹はパックジュースのストローを啜すすりながら、俺に問いかけてくる。

　俺は思い付くままに言った。

「クリスマスに、雛ひな木ぎの祖ば母あちゃんの旅館に泊めて貰もらっただろ？　あの北ほつ海かい道どう旅行の後くらいから、何て言えば良いのか……雪名が妙みように俺に対して、余よ所そ余よ所そしくなった気がするんだよ」

「ふんふん……」

「話しかけると、さっきみたいにパニクるし。すれ違う時も、何だか俺を遠ざけようとしてるみたいだし」

「なるほどねえ」

「一体何なんだろうな……」

　弘樹は俺の話を聞きながら、雪名の方を見やった。

　雪名は未だ頬ほおを赤くし、俺の方を時とき折おりチラチラと流し見ては、恥ずかしそうに俯うつむいている。

　……どうやらおかしくなったのは、俺の身体からだだけではないようだった。

　雪名の様子を見ていた弘樹は、空になったパックを握り潰つぶした。

「……ほほう。もしかしてこれは。ひょっとするとひょっとして……？」

　弘樹の微笑ほほえみには、良からぬ企くわだての影がちらついていた。
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　授業が終わり、帰る頃には、下校路は暗くなり始めていた。

　最も寄より駅までの道中、明あく津つがウンザリした声を上げる。

「はあ？　肝きも試しだあ？」

「そう！　肝試しだよ！　明日の学校終わったら、次の日休みだし丁ちよう度ど良いじゃん！　みんなで行こうぜ、真冬の肝試し！」

　鼻息荒く力説する弘樹に対して、明津は頬を引き攣つらせながら釘くぎを刺す。

「何言ってやがんだ、クソ幸ゆき村むら。んな事して、何の意味があるってんだよ。夏でもねえ真冬に涼すずみに行くような事してどうするってんだ」

「俺達の勇気が試される！」

「……前々からアホな奴やつだとは思ってたが、やっぱりアホだわ」

　呆あきれている明津の後に続き、雪名と一いつ緒しよに並んで歩いていた雛木加か苗なえが言った。

「うむむ～。肝試しに行くって言っても、どこに行くのかもう決めてるの、弘樹くん？」

「未定だ！　これから家帰って、ネットで良さげな場所を探さがすんだ！」

「うむむむ～……！」

　漠ばく然ぜんとした弘ひろ樹きの提案に対して、雛ひな木ぎも苦にが々にがしい顔をする。

　見るからにノリ気ではない一同の顔を見渡し、弘樹は落らく胆たんしたように言った。

「何だよ何だよ！　みんなこう、不ふ思し議ぎ体験したくないのかよ！　したいだろ！　未知との遭そう遇ぐうだよ！　幽ゆう体たい離り脱だつだよ！　走そう馬ま燈とうなんだよ！」

「うむむ～。それは死んじゃってるよ、弘樹くん！」

「……今度は、一体何を企たくらんでるんだよ」

　とりあえず俺は、みんなが思っているであろう事を弘樹に問いかけてみた。

　すると弘樹は、いかにもガラスのハートを傷付けられたような泣き真ま似ねをして見せる。

「あんまりだ、誠せい一いち君！　企むだなんて人聞きの悪い言い方は止しておくれよ！　このつぶらな僕の目が、邪よこしまな事を考えているように見えるって言うのかい！」

　弘樹はいきなり、それまで黙り続けていた雪せつ名なを振り返って問いかける。

　雪名は悪気なく、頷うなずいて肯定した。

「見えるよ」

「んあああ！　ドイヒー！」

　弘樹は頭を掻かきながら、やがて降参したように語り始めた。

「……まあ平たく言うと、暇ひまなんだよ。商店街のゲーセンとかも、まだ正月休み続行中で営業してないところとか沢山あるしさー。１月は大して面おも白しろい行事もないし。高校１年生でいられるのも、あと３ヶ月くらいなんだぜ。高１の思い出作りに、何か面白い事やりたいわけよ！」

　何な故ぜだか、弘樹の言う事にも一理あるのではないかという雰ふん囲い気きが漂ただよう。

　弘樹は続けざまに語った。

「だいたいさ、君等らは週末の予定とかあるってのかい！　どっか行く計画とか、そういうのないんだろう！　ええ？　特に貧乏学生の誠一君！」

「えー、俺に話し振るのかよ」

「じゃあ雛木君！」

「うむむ～……悔くやしいけど、予定は未定だよ！」

「皆さんそうおっしゃってますけど、君はどうなのよ、明あく津つちゃん！」

「てめえの言いてえ事もわかるがよ。だからって何で、よりにもよって肝きも試しなんかやらなきゃなんねえんだよ。もっと違う暇潰つぶしなんて、いくらでもあるんじゃねえのか」

「おやおやおや～？」

　そう言う明津に、弘樹は意い地じ悪わるそうに微笑ほほえんで見せた。

「さっきから肝試しを嫌いやがってるの、明津ちゃんだけだよねえ。もしかして～、明津ちゃんったら〝恐がり〟だったりするのかな～？」

「……ん……だとぉ！」

　弘ひろ樹きの安っぽい挑ちよう発はつに、だが明あく津つは歯は噛がみして苛いら立だち始める。

　挑発に乗ってきた単純な明津を見て、弘樹は「しめしめ」と細く笑んでいた。

「まさか、女子である羽う鷺さぎちゃんや雛ひな木ぎがビビッている様よう子すもないのに、明津ちゃん程ほどの勇者が〝幽ゆう霊れい怖こわい〟だなんて。あっは！　そんな事ありえるわけナッシングだよねえ！」

「ったりめえだろが！」

　明津は額ひたいに青あお筋すじを浮かべながら言った。

「元々〝災厄の数アルヘトス〟が現れる前の異端の数ヘテロ・ナンバーと言やあ、悪あく魔まとか悪あく霊りようとか言われる、そういった類たぐいの連中が主流だったんだ。俺が学んだ符ふ術じゆつだって、斬ざん鬼き退たい魔まの術なんだぞ」

「……何言ってんの、明津ちゃん。それ何語？」

「だぁもお、とにかくだな！　俺は幽霊にビビる側がわじゃなくて、幽霊をぶっ殺す側の人間なんだよ！　つまり商売上、幽霊なんぞにビビるわけがねえんだよ！　わぁったか！」

「へえ～。明津ちゃんってえ、幽霊怖くないんだ～。でもそれって本当なのかな～？　僕ちゃん信じられないでちゅ～」

　弘樹のさらなる挑発を聞いて、明津は小こ刻きざみに肩を震ふるわせ始めた。

「…………上等じゃねえか」

　明津は俺達を見渡し、高らかに宣言した。

「おい、おめえら！　明日の夜、肝きも試しに行くぞ！」

「ちょ、本気で言ってるのか、明津」

　明らかに弘樹に焚たきつけられている明津に、俺は思わず突つっ込んでしまう。

　だが明津は不ふ敵てきに笑み、問題ない事をアピールする親指を立てて見せた。

「俺を誰だと思ってやがる！　たとえホンモンの幽霊が出てきたところで、俺が返り討うちにしてやらあ！　幸村に舐なめられたままでいられるか！　てめえらもビビる事なんざねえ、ドンと俺の背中に任まかせて付いて来りゃ大丈夫だ！」

「……気のせいか。前にもこういうシチュエーションがあった気がする」

「うむむ～。ちょうど私もそう思ってたところだよ～……」

　俺と雛木は、顔を見合わせて苦笑する。

　高笑いを始めた明津を見て喜んでいるのは、弘樹だけだった。

　明津の宣言の後に、弘樹は「じゃあ決定な！」と、強引に約束を取り付けてくる。

　何を企たくらんでいるのかは知らないが、思おも惑わく通りの様子で、弘樹は上じよう機き嫌げんだった。

　弘樹は俺達の顔ぶれを見渡して、腕を組んで考え込んだ。

「男子は俺と誠せい一いち、あと明津ちゃんかー。女子が羽鷺ちゃんと雛木。うーん。５人だと、男女比が釣つり合わないなあ。あともう１人くらい、女子がいると良いんだけど……」

　そう言って、弘樹はチラチラと俺の顔色を窺うかがってくる。

　弘ひろ樹きが何を期待しているのかすぐにわかったため、俺はきっぱりと宣言しておく。

「駄目だ。愛あい架かをこんなわけのわからん暇ひま潰つぶしイベントに呼んだりはしないぞ」

「えー、誠せい一いち君、そりゃ殺せつ生しようだよー」

　がっくりと肩を下げて落ち込んだ様よう子すの弘樹だったが、しかしすぐに何かを思い付いたようで、１つ手を打って見せた。

「……そうだ。試しに〝あの娘こ〟を呼んでみるか」

「あの娘って、誰の事だよ」

「フッフッフ。誠一君。それは明日、現地に集合してからのお楽しみさ」

　そう言って弘樹は、自分の携帯電話のアドレス帳を検索し始める。

　やがて俺達の輪から少し離れ、どこかへと電話をかけ始めるのだった。
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　空が夜よ闇やみに覆おおわれても、家々の明かりは、点々と地上に光を灯していた。

　電車の窓の向こうに流れていく光を見つめ、雪せつ名なと雛ひな木ぎの２人は黙り込んでいた。

　乗り込んだのが首都方面に向かう電車ではない事もあり、座席はいつも座れる程てい度どには空すいていた。今日に限っては、帰りの通勤ラッシュ時間前という条件も重なってか、車両内には人の姿がほとんどなかった。

　席は十分に空いている。

　しかし長時間乗るわけではないため、２人とも何となく、吊つり革かわに掴つかまって立ってしまう。

　雪名はふと、扉の窓に映うつった自分の姿を見つめた。

　そこには、制服姿の自分が映うつし出されていた。

　毛糸のマフラーに手袋。通学鞄かばんを持っている。

　────まるでどこにでもいる普通の少女の出いで立ちだった。

　今の雪名は、半年前の自分からは想像も付かない身なりをしている。

　雪名はその自覚を不ふ思し議ぎに感じながら、小さく苦笑してしまうしかない。

「────最近」

　雪名の隣となりで、同じように吊革に掴まって立っていた雛木が話しかけてきた。

「ずっと元気ないみたいに見えてるよ。何かあったの、雪名ちゃん？」

　雪名は雛木に顔を向けず、窓に映った彼女の姿に視線をやった。

　雛木はいつも通りに微笑ほほえみ、優しい口調で問いかけてくれていた。しかし、その表情の隅すみには、雪名を心配している気持ちが見え隠かくれしている。

　窓に映った雛木に向かって、雪名はポツリと言った。

「私。北ほつ海かい道どう旅行で、ある人に言われて……それからずっと、変になっちゃったみたい」

「……」

　雛ひな木ぎは、話し始めた雪せつ名なの言葉を遮さえぎらないように黙り込む。

　雪名は頬ほおを桜さくら色に染めながら、胸元をキュッと、苦しそうに握り締しめて言った。

「誠せい一いち君が近くにいるだけで、すごくドキドキしちゃって。息が出来ないくらいに苦しくなって……まともに目も見ていられない。見られると恥ずかしくて、一いつ緒しよにいられないんだよ。それなのに……気持ちはもっと、誠一君と一緒にいたい。誠一君と話したいって思ってる」

　どうしたら良いのかわからない。

　そんな心境を噛かみ殺しながら、雪名は恥ずかしそうに瞳を潤うるませてしまう。

「誠一君の事を考えると、切ない気持ちがいっぱいすぎて……すごく苦しいんだよ」

「……そっか」

　雪名の本心を聞いた雛木は、何な故ぜか、少し疲れたように微笑ほほえんだ。

　２人が黙り込むと、カタンカタンと、電車が線路を踏み締める音だけが聞こえる。

「そういう気持ちの時ってさ」

　唐とう突とつに、雛木は雪名に語りかけた。

「色々と思い悩むばっかりで、苦しいね」

　車内の天井からぶら下がった広告の紙を見上げながら、雛木は続けた。

「ハッキリさせようと思えば、すぐに出来るのに。でも期待通りの結果じゃなかったらどうしようって、そう思うと怖こわくて何も出来ない。時間さえかければ、相手に振り向いて貰もらえるかもしれないって考え出すと、今の関係をずっと続けたくなっちゃってさ。答えなんて出ない方が、楽なんじゃないかって思い始めちゃうの。そうすれば誰も傷付かないし。誰も悲しくならない」

　目を細める雛木の横顔は、雪名から見て、とても大人おとなびたもののように見えた。

　雛木の言葉は、不ふ思し議ぎとどこか、実感が込められているようでもあった。

「何が〝良いのか〟なんてわからないけど、自分が〝どうしたいのか〟なら、きっと答えが出るよ。雪名ちゃんが本当に望んでいる事をすれば良いと思う」

「……自分がどうしたいのか……か」

「って、何だか私はお節せつ介かいだったかもですな」

　舌を出して照れ笑う雛木を見ず、雪名は俯うつむいて目を細めた。

「……カナエちゃんは、やっぱりすごいな」

「え？」

「他人に対して何も与えられない、何も持たない〝零ゼロ〟ではない。だから悩んでる誰かの力にだってなる事が出来る。私には……カナエちゃんの真ま似ねは出来ないもん」

「……」

「私はね……実験施設にいた頃から、自分の事だけで精せい一いつ杯ぱいで、身近で悩んでいる人達の力になれた事なんて１度もなかった。それなのに私は与えられる事ばかりを求めて、誰かから愛されようと、いつも必死に他人の顔色を窺うかがい続けてばかりいた」

「……雪せつ名なちゃん」

「けど今の私はね。変わりたいと思ってるんだよ。誰にも何も与えられない、もうそんな独ひとりぼっちの零ぜろのままではいたくない。どうしようもない零ゼロのままで、誠せい一いち君から大切に思われたいなんて、思わない。私────頑がん張ばるから」

　雪名の決意を聞いていた雛ひな木ぎは、その言葉で頬ほおを僅わずかに綻ほころばせていた。

　電車にブレーキがかかる。

　雪名と雛木は吊つり革かわにしがみ付いて、その場で倒れないように踏み止とどまった。

　駅のホームに到着すると、車内アナウンスは駅名を告つげる。

　ゆっくりと開いていく扉の前で、雛木はいつも通り、のんびりした微笑ほほえみを浮かべていた。

「うむむ～。駅、着いちゃった。私はここだから」

　そう言って雛木は、電車を降りて行く。

　雛木は駅のホームに立つと、車内で未いまだ言葉を失っている雪名を振り返り、小さく手の平を振って言った。

「また明日ね、雪名ちゃん」

　閉まっていく扉の向こうで、雛木はずっと手の平を振り続けている。

　そうして電車は動き出し、雛木の姿は窓の遠く向こうに消えて行った。




　　　　■■■




「ずるいじゃん！」

　明日の夜の予定を妹に話した途と端たん、俺はいきなり怒られた。

　……夕飯中だった。

　食卓でテレビを見ながら、「明日は夕飯がいらなくなるかもしれない」という話をしたのだ。

　その理由が、明日は友人と肝きも試しに行くためであり、友人達と夕飯になるかもしれなからだという事情を説明したのである。

　すると妹の愛あい架かは、愛用の茶ちや碗わんと箸はしを手にしたまま、その場で立ち上がったのだ。

　ポニーテールの髪を下ろした愛架は、長い黒髪を振り乱して俺に抗議した。

「あたしには門限とか設定して夜遊び禁止してるくせに、誠せい一いちばっかり夜遊びするなんて不公平じゃん！　ずるいずるい！」

　不ふ機き嫌げんそうに唇くちびるを尖とがらせ始める愛架に、俺は嘆たん息そく混じりで答えた。

「俺ばっかりって事はないだろ。お前だって時々、友達と夜遅くまでカラオケしてきたりとか、遊んで来たりする事あるだろう。俺はそれに文句言った事ないぞ？」

「ブー！　でもとにかくずるいもん！　誠一だけ行くなんてずるいもん！　あたしも行きたい行きたい、い～き～た～い～～！」

　本音はそれか。

　愛あい架かは何かが閃ひらめいた様よう子すで、１つ手を打って見せた。

「男子が、誠せい一いちと、明あく津つさんと、弘ひろ樹きさん。それで女子が、羽う鷺さぎさんと雛ひな木ぎさんでしょ。と言う事は、肝きも試しなのに男女比が合っていない！　奇数だからペアでイチャイチャしたりとか出来ないって事だよね！　これはもう、あたしの出番なんじゃないの！」

「……まさか自分の妹が、弘樹と同レベルの発想に辿たどり着くとは思わなかったよ。確かに人数は奇数だけど、まさかペアで順番に入るとかしないだろ。そんな下心見え見えなイベントのわけが…………」

　言いながら、俺は語尾を濁にごしてしまう。

　……弘樹ならあり得るのではないだろうか。

　いやむしろ、それが狙ねらいだった可能性が高い気さえしてきた。

　確かに弘樹は言っていたではないか。「男女比が釣つり合わない」のだと。あれはつまり、愛架の言っているような事を意図しての発言だったのではないだろうか。

　見れば愛架は床に転がり、手足をばたつかせて駄だ々だをこね始めている。

「あたしも行きたい行きたい！　連れてってよ～！」

「残念ながら、あと１人、お前以外の女子がやって来るらしいぞ。俺も誰なのか知らないけど」

「それでも行きたい！　行きたいったら行きたい！　い～き～た～い～よ～！」

「おいおい。寝転がってあんまり暴れると、パンツ見えるぞ……」

「！」

　言われた愛架はその場で飛び起き、慌あわててスカートを両手で押さえる。

　愛架は珍しく頬ほおを赤くしながら、上目遣づかいで俺に言った。

「…………エッチ」

「妹のパンチラ見えても、別になぁ」

「～～！」

　俺の発言に、愛架は何な故ぜだかカチンときたようだ。

　さらに唇くちびるを尖とがらせて不ふ機き嫌げんさを加速させていく。

「ふんだ！　どうせあたしは羽鷺さんみたいに可愛かわいくないし、雛木さんみたいにグラマーでもないですよ！　幼児体型のあたしのパンツ見えたところで興奮出来ないんでしょ！　ほら！」

　自や棄けになっている愛架は、真っ赤になりながら、わざわざ自分のスカートを捲めくって中身を見せ付けてくる。
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　流石さすがに兄の俺でも、それをマジマジと見るのは恥ずかしかった。

　俺は愛架から視線を逸そらしながら、狼ろう狽ばいが表情に出ないように言った。

「……い、妹のパンチラで兄貴が興奮したら、お前だってイヤだろ」

「それは……でもちょっとくらいだったら別に……」

「え、今何て言ったんだ？」

「何でもないです！　どうせ胸もないです！」

「何を怒ってるんだよ？」

「あたしだって知らないわよ！」

　いつにも増してプリプリ怒っている愛あい架かをどう宥なだめて良いものか。俺は困ってしまう。

　愛架はもはや、肝きも試しに行きたいと駄だ々だをこねる事もすっかり忘れている様よう子すだった。

　夕飯が終わるまでの間、俺はずっと愛架から悪あく態たいを吐つかれる事になった。

　堪たまらず早々に夕飯を切り上げた俺は、洗い物をして、素早く部屋へ退散する事にした。

「ふぅ……」

　自室の扉を閉めると、そこに寄りかかって溜ため息いきを漏もらす。

　少し動どう揺ようしていた心臓を落ち着けながら、俺は冷静になるように務つとめる。

「最近、愛架もどんどん女の子っぽくなってて。目のやり場とか……色々と困るなぁ」

　俺は頭を掻かきながら、ノロノロとベッドに倒れ込んだ。

「……親父が生きてたら、俺と一いつ緒しよの苦労してたのかな」

　苦笑しながらも枕に顔を埋うめ、しばらく頭を冷やした。

　ふと枕の横に置いた携帯電話を見やると、メールの着信を示すＬＥＤが点灯していた。

　メールを確認すると、どうやら明日の肝きも試しの会場となる場所が決まったようだ。

「新しん宿じゆくクレーターにある、薬品会社の廃はいビル？」

　メールの本文には、どこかのウェブサイトのＵＲＬが貼はり付けられていた。

　そのリンク先へアクセスすると、オドロオドロしいデザインの、心しん霊れいスポット紹介サイトに繋つながった。内容よりも先に、俺は別の事が気がかりになった。

　────新宿クレーター。

　５年前の東とう京きよう内ない戦せんが残した、地上に残る巨大な傷きず跡あとである。

　かつて新宿区は、東京23区の中でも栄えた特別区だった。

　だが現在はその面おも影かげなどなく、直径４キロメートルに渡る巨大なクレーター状に陥かん没ぼつしているだけの場所となってしまった。新宿クレーターとはつまり、地面に引き摺ずり込まれるように沈下したビルが立ち並ぶ、広大な廃墟地帯の事である。

　ジャーナリスト達はその光景を、〝文明の墓場〟と呼ぶ事さえあるようだ。

「……雪せつ名なにとっては、あまり行きたくない場所なんじゃないのか」

　思わず呟つぶやき、心配してしまった。

　東京内戦が起きた原因の一いつ端たんは────雪名の両親にあるのだ。

　それに罪悪感を覚えている雪名が、果たして、そこで眠る死者達を茶ちや化かすような肝試しに、喜々として参加するだろうか。

　心配に思い、携帯電話の電話帳から、思わず雪名の連絡先を探さがし始める。

　通話ボタンを押せば、簡単に雪名の声を聞くことも出来ただろう。

　しかし考え直して……俺は静かに携帯電話を閉じた。

「……アイツはもう、自分１人でだって決められる。嫌いやなら嫌だって言えるさ」

　雪名を信じ、俺は寝る前に宿題を終わらせる事にした。




　　　　■■■




　翌日。

　１日の授業が終わると、俺達は早速、肝試しの主催者である弘ひろ樹きに集められた。

　そこで今夜の持ち物と集合場所、集合時間を聞かされる事になる。

　夜の９時集合らしいので、夕飯は各自で食べてからという事になった。生あい憎にく、俺は昨晩の食卓で、愛あい架かに「夕飯はいらない」と言ったばかりであるため、帰ったところで食事はないだろう。頼んだところで今朝も機き嫌げんが悪かった愛架の事だ。きっと夕飯を作ってはくれない。

　……仕方ないだろう。久しぶりにコンビニ飯となりそうだ。

　それに、どうやら終電で帰る事になりそうである。




　　　　■■■




　約束の時間に、約束の最も寄より駅に着いた。

　俺と弘ひろ樹き。

　明あく津つと雛ひな木ぎ。

　そして最後に雪せつ名なが現れ、５人のメンバー全員が無事に揃そろった。

「……それで？」

　俺は半眼で、傍かたわらの弘樹に問いかける。

「最後の１人っていうのは、いつ現れるんだ？」

「心配すんなって。もうすぐ来るはずだからさ」

「一体誰を呼んだんだよ」

「な～に。誠せい一いち君も知っている子だから安心しろって！」

　弘樹は腕時計と駅改札口の向こうを交互に見ながら、しきりに誰かの姿を探さがしていた。

　俺達が待っているのは、「女である」という情報以外は、全てが謎なぞに包まれた人物である。

　こんな季節外はずれの肝きも試しに参加しようなどという妙みような思考回路の持ち主には、残念ながら心当たりがなかった。それは俺だけでなく、弘樹以外の全員が同じようで、「一体誰が来るんだろう」と、楽しみなようで不安なような、奇妙な心持ちの表情だった。

「お、来た来た！」

　弘樹は駅改札口の向こうを指差し、俺達に待ち人がやって来た事を知らせてきた。

　────愕がく然ぜんとした。

　改札口の向こうから歩み寄り、こちらに向かって手を振っている少女がいた。

　俺達の高校の近くにある、女子校の制服を着ていた。赤色の髪。三つ編みにした髪の束たばを、前に１本ぶら下げていた。彼女は何な故ぜかご機き嫌げんな様よう子すで、ニコニコと微笑んでいる。

　頬ほおを引き攣つらせながら、俺は隣となりで鼻の下を伸ばしている弘樹に尋たずねた。

「おい……まさか弘樹が言ってた最後の１人って、アンデレの事だったのか……」

「アンデレじゃなくて、私は安あん藤どう照てる子こ！　何度言えばわかんのよ馬ば鹿か！」

　改札口を抜けてきた少女、自称「安藤照子」さんは、俺を指差しながら抗議してきた。

　俺と同じように頬を引き攣らせていた明津が、続けて弘樹に尋ねた。

「……クソ幸ゆき村むら。んでこの腐くされアマがここにいるんだ……どうやって連絡付けた……！」

「そりゃあ、北ほつ海かい道どう旅行の帰りの新幹線で、携帯の番号聞き出したに決まってるじゃない」

「決まってねえよ！　何だそりゃ！　この腐れアマをナンパしてたのか！」

「可愛かわいい子には、とりあえず駄だ目め元もとで連絡先を聞いておくのがイタリアの流儀なのさ」

「てめえはいつからイタリア人になったんだよ、ああっ！」

　明津に胸むな倉ぐらを掴つかまれても、弘樹は爽さわやかな笑顔のままだった。

　顔を引き攣つらせている俺と明あく津つに、どうやら照てる子こさんは苛いら立だち始めた様よう子すだった。

「何よ、アンタ達！　私がせっかく来てやったのに、その態度はないんじゃないの！」

「うっせー！　てめえも馬ば鹿か正直にナンパに引っかかって、連絡先を教えてんじゃねえ！」

「し、失礼ね！　引っかかってなんかないわよ！　しつこいからつい教えちゃっただけよ！」

「教えねえんだよ普通は！」

　明津は何やら言いたい事が数多くあるようで、両手で頭を抱かかえながら説教を始めた。

「だいたいだ！　何だって〝教団〟の執しつ行こう官かんの１人ともあろう奴やつが、こんな島国のやっすい心しん霊れいスポットにお邪じや魔ましようとしてやがんだよ！」

「だ、だって……来たら高級スイーツ奢おごって貰もらえるって話だったから……！」

　おやつに釣つられて来たのかよ。

「暇ひまなんか、てめえは！」

「うっ……うるさいわね！　こっちにだって今は色々と事情があるのよ！　暇で悪いわけ！」

　しかも暇だったって認めちゃうのか……。

　相変わらず、うっかり口を滑すべらせる事が得意な照子さんに、俺も突つっ込んでしまう。

　明津と照子さんが言い争っているのを、弘樹と雛ひな木ぎが「まあまあ」と宥なだめ始める。

　そんな光景の片かた隅すみで、ずっと俺の方をチラチラ見ていた雪せつ名なが、こっそり話しかけてきた。

「せ……誠せい一いち君……！」

「ん？」

　雪名は何な故ぜか真っ赤になりながら、掠かすれた声で懸けん命めいに俺へ語りかけてくる様子だった。

　モジモジと俯うつむきながら、雪名は囁ささやくような小声で続ける。

「あのね……あのね……その……」

「何か言いたい事があるのか？」

「う、うん……」

　もしかしてと、俺は思い至った。

　雪名は……やはり新しん宿じゆくクレーターで肝きも試しをするのが嫌いやなのかもしれない。

　それがなかなか言い出せず、こうして困り果ててしまっているのではないだろうか。

　俺は雪名が心配で、彼女の細い声がよく聞こえるようにと思い、歩み寄った。

　すると雪名は、自分のスカートの裾すそを固く握り、俺の顔を直視せずに俯いてしまう。

「うんとね……教えて欲しいんだけどね……」

「ああ」

「……キモダメシって、どんなご飯なのかな？」

「………………え？」

「え……あれ？　メシっていうくらいだから、私てっきりご飯の事なのかと……」

「……」

　俺は脱力して肩を落としてしまう。




　　　　■■■




　────ラディカル製薬。

　１９４６年。第二次世界大戦終了後に創立された、歴史ある製薬会社である。

　東とう京きよう内ない戦せん前は本社が関東にあったのだが、現在は所在地を名な古ご屋やに移していた。

　内戦で本社ビルや支社の建物が壊かい滅めつ的な打だ撃げきを受けたが、別にそれで倒産したというわけではなく、社内リソースの整理によって、厳しい不況を乗り越えた国内企業の１つである。

　今でも頭痛薬などのテレビＣＭはよく見かけるし、薬局に行けばラディカル製薬の市販薬を目にする機会は多い。ようするに、有名な大企業だ。

「────んで、内戦の時に新しん宿じゆくクレーターの中に呑のみ込まれたラディカル製薬の新宿支社ビルが、今日の肝きも試しの舞台ってわけだ」

「よくもまあ、そんなに細かく調べてきたな……」

「そりゃあ勿もち論ろん、怖こわい話ってのはシチュエーションが大事だからな！」

　弘ひろ樹きの話を聞いていたアンデ……じゃなかった。

　照てる子こさんが、肩を竦すくめて皮肉る。

「ただの製薬会社の廃はいビルでしょ？　この辺に生はえてる有う象ぞう無む象ぞうの廃ビルと大差ないじゃない。そんな歴史話のどこが怖こわい話だってのよ」

　そう言った照子さんは白い息を洩もらしながら、周囲の景色を見渡した。

　────辺り一面、廃はいビルだらけだった。

　繁はん華か街がいの明かりを抜けてから、俺達がずっと歩いているのは、人ひと気けの無い１本の道路だ。

　そこは新宿クレーターの傍そばを横切るように舗装された道路である。

　……東京内戦後の関東には、あちこちに手つかずの廃墟地帯が点在している。特にこの新宿クレーターはその代表格だが、再開発の目め処どが立たない場所は放置されている状態なのである。

　しかし物流の観点から考えると、〝廃墟が通行不能〟なのは厄やつ介かいな事であった。

　関東のあちこちに、通れない場所が存在してしまうためだ。

　そこで、いわゆる〝道路族〟と呼ばれる国会議員達は、廃墟内に道路を敷しく政策を推進し、荷物を運ぶトラックなどが、23区間をあちこちショートカット出来るようにしたのである。

　俺達が歩いている道路は、そんなショートカット道路の１つだ。

　当然の事ながら、周囲には廃墟しかない。

　光源となるのが、点々と道路脇わきに生えた街灯くらいの、暗くて重々しい雰ふん囲い気きの場所だ。

「…………曰いわくがあるのさ」

　先頭を歩いていた弘樹が、振り向きもせずにボソリと語り出した。

「さっきも言ったように、ラディカル製薬が誕生したのは、終戦後間もなくの頃だった。俺ってば歴史に詳くわしいわけじゃないんだけども、その頃ってＧＨＱジーエイチキユー統とう治ちの下、日本の軍人がこぞって公職を追放されていた時期だったらしい。その方針に反発していた軍人達は、密ひそかに返り咲きのチャンスを狙ねらっていたんだ。ようするにＧＨＱへの反抗勢力が、秘密結社を結成しつつあったんだと。ラディカル製薬ってのは、そういう連中の企くわだてによって誕生した企業だって噂うわさだ」

　おそらくインターネットで調べてきた話なのだろうが、弘ひろ樹きはやたら饒じよう舌ぜつに、ラディカル社創設に関する噂話を語る。

　どうやら弘樹の話は、それで終わりではない様よう子すだった。

「────〝人体実験〟やってたそうだ」

「……へ？」

　雛ひな木ぎが、青ざめた顔で声を漏もらす。

　実は怖こわい話の類たぐいが苦にが手てだったのだろうか。いかにもわざとらしく語調を低くして語る弘樹に対して、雛木は少しだけ蒼そう白はくになってきていた。

　雛木の顔色の変化に気付き、弘樹は怪あやしく微笑ほほえんだ。

「秘密結社が企たくらんでたのはクーデターみたいなもんだったそうだ。そのためには兵隊が必要だったんだが、露骨に兵士を集めればＧＨＱに気付かれるし。敗戦の直後だぜ？　よく訓練された兵士を集めても戦争は負けちまったのよ。だから結社が考えたのは〝普通ではない兵士〟を人工的に造り出す事だった。その兵隊を使って、もう１度戦争を始めようとしてたのさ……」

「普通じゃねえ兵士だぁ？」

　気け怠だるそうに明あく津つがぼやくが、弘樹は構わず続けた。

「薬品による生物実験を行ったんだ。ラディカル製薬は表向き、ただの製薬会社だけど、インターネットじゃあ、人間を攫さらって来ては秘密の地下施設で人体実験を繰り返してたって噂されてんのさ。創立に関わった軍人が全員処刑された後は、今度はＧＨＱがスポンサーに取って代わって人体実験が繰り返された。そして現代ではスポンサーが日本政府になってて、なおも実験は続いてるとか。検証サイトの失しつ踪そう者しやのニュース記事とか見ると、マジ怖かったんだぜ」

　俺は弘樹が語る噂話を耳にしながら、思った疑問を口にする。

「……つまりこういうオチになるのか？　ラディカル製薬の新しん宿じゆく支社ビル地下には、人体実験を行う施設があったと」

「その通りだ、誠せい一いち君！」

　弘樹は持っていた懐中電灯で、自分の顔を顎あご下したから照らし出した。

　闇やみに浮かぶ弘樹の顔に驚き、雪せつ名なと雛木は僅わずかに身を寄せていた。

「これから俺達が入る廃はいビルは、残酷な人体実験が行われていた呪のろわれた場所。新宿クレーター誕生当初、まだ地下の施設に取り残されていた異い形ぎようの人間達が、恨うらみを残したまま果てていった場所なのさ！　廃ビル内じゃ色んな霊れいの姿が目もく撃げきされてて、中でも目撃情報が多いのは、開腹されたまま歩き回ってる男の霊れいとか。顔がグチャグチャの車椅い子すの女とか。やばい悪あく霊りようがてんこ盛りのこわ～い場所なんだって！」

「アホらしいわね。だから何なのって感じ」

「腐くされアマに同意だぜ」

　照てる子こさんと明あく津つは、ナンセンスだと言わんばかりに肩を竦すくめて見せていた。

　……そりゃあ２人共、元々そういった悪霊の類たぐいを相手に戦う仕事をしているのだから、別にどうという話ではないのだろう。

　一方、一般人の俺としては、弘ひろ樹きの話に若じやつ干かんのリアリティがあったせいか、僅わずかに「気き味みが悪いなあ」と思う程てい度どの感想だった。雛ひな木ぎに関しても、怖こわがっていたのは弘樹の語り口に対してだけだったようで、今はあまり動じた様よう子すは見られない。

　そして……雪せつ名なだが。

　実はさっき、道中で俺は雪名に肝きも試しの趣しゆ旨しを説明してきた。

　その時に雪名から聞いたのだが、雪名は生まれつき幽ゆう霊と呼ばれる〝数の異端ヘテロ・ナンバー〟を視し認にん出来ていたらしい。雪名にとって霊とは、日常的に見かける風景のようなものであるのだそうだ。そのため意外にも、この中で１番、雪名が平然とした態度を取っているのである。

　逆に俺は雪名から「〝霊感〟が強い君にだって視みえているはずだよ」と言われたが、幸いにもまだ、そういった気味の悪い霊とやらを目もく撃げきした事はない。

　要するに今日集まった肝試しのメンバーは、だ。

　霊とかそういったものを、大おお袈げ裟さに怖こわがったりしない連中ばかりなのだ。

　こんな人選で良かったのかと、俺は今いま更さらながら苦笑してしまう。
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　その廃はいビルは、道路脇わきから少し離れた、闇やみの深い場所に生はえていた。

　……生えているという表現を使うのは、この場が新しん宿じゆくクレーターという特とく殊しゆな条件が重なった場所だからである。

　かつて新宿区の地下には巨ジ大オ地フ下ロ空ン間トが存在しており、東とう京きよう内ない戦せん時にそこが爆ばく破はされたため、この周辺一帯は蟻あり地じ獄ごくのように崩ほう落らくしてしまったのである。かつて地上に存在した数多くの人や建物が地下に呑のみ込まれた場所であるため、当然ながら、周囲の建物は下半分が地面に埋うもれているものばかりだ。時には地面から、自動車の一部や信号機が突つき出ている姿さえ見受けられる、それは不ぶ気き味みな廃墟きよ地帯である。

　目前のラディカル製薬の廃ビルも、下層が地中に埋もれており、地表に姿を出しているのは、最上階から８階層分だけといった有あり様さまである。

「ここか……」

　俺は廃はいビルを見上げながら呟つぶやいた。

　弘ひろ樹きが調べてきた胡う散さん臭くさい噂うわさ話を聞いていた時はそれ程ほどでもなかったが……実際に噂の廃ビルを目まの当たりにしてみると、圧倒される。

　地面から突き出た廃ビルは、僅わずかに傾斜して聳そびえているように見えた。

　ひび割れた建物の肌。歪ゆがんで割れた窓。暗くら闇やみの中に聳えるその姿は、まるで悪あく魔まの塔とうだ。

　周囲に冬の冷たく乾いた風が吹き付けると、空くう洞どうになっている建物の中から、呻うなり声のような風音が聞こえてくる。本当に、何か良くない存在が住み着いていそうな雰ふん囲い気きである。

「……うむむ～。ちょっと入るの怖こわいかも」

　少しだけ意気を挫くじかれた様よう子すの雛ひな木ぎが、小さく弱音を漏もらした。

　一方、照てる子こさんは腕を組みながら平然と言った。

「……別に何かいる気配ないし、ざっと見たところ、普通の廃墟きよね」

「そうみたいだね」

「だな」

　照子さんの言葉の後に、ビルの外観を観察していた雪せつ名なと明あく津つも同意している様子だ。

　この３人がそう言っているからには、もはや間違いないのだろう。ただ……肝きも試しを始める前から「何もいない」というお墨すみ付きを得られるのは、やり甲が斐いがないというか、何というか。

　明津は嘆たん息そく混じりに頭を掻かいて言った。

「まあ、俺にはよく視みえねえし、入って近付いてみねえとわかんねえ事もあるけど。正直、噂通りに幽ゆう霊れいがいるんだかいねえんだかはどうでも良くて、出てくりゃ張り倒せば良いだけなんだが……。とりあえず、さっさと中に行ってみるのがてっとり早えんじゃねえか？」

「おっとっと。入るのはちょっと待っただぜ、明津ちゃんよ！」

　そう言うと弘樹は、「待っていました」とばかりに自分のズボンのポケットをまさぐる。

　弘樹はポケットから、何本かの萎しおれた短たん冊ざくを取り出した。

　その先端が見えないように握り込み、俺達に向かって突つき出してくる。

「じゃじゃーん！　ここでまさかのクジ引きだ！　せっかくの肝きも試しなんだから、男女でペアになって廃墟探たん索さくしようという、粋いきな企画を考えてきたわけだ！　どうよこれ！」

　得意げに胸を張って言う弘樹を、だが俺達は、引き攣つった表情で見返した。

「まさかのも何も……」

「てめえがこのくだらねえイベント言い出した時点から、そういう魂こん胆たんだろうと思ってたぜ」

「アホね、こいつ」

「幸ゆき村むら君……」

「うむむ～残念。バレバレだったね！」

「…………で、ですよねー」

　全員から呆あきれられる弘樹だったが、しかしすぐに居直って力説した。

「でもほら、アレだろ！　全員わかってて来たって事は、別に男女ペアで順番に入る事になるとか、そういうイベントもＯＫなつもりで来てるわけだよな！」

　弘ひろ樹きに言われ、俺達は互いに顔を見合わせる。

　複雑そうな顔色を窺うかがい合い、俺は、おそらく総意なのだろうという意見を読み取った。

　全員の気持ちを代表するつもりで、俺が弘樹に答えた。

「別に良いけど。弘樹が準備してきたクジを使うのは嫌いやだ、ってとこかな」

「えぇ！　何な故ぜ！」

「そのクジ。絶対にペア分けを仕組んでるだろ、お前」

「ギク。し、しかしだね、誠せい一いち君。それもこれも全ては、君のためにと思って色々と準備をしてきたわけであってだね！」

「……何で俺のためなんだ？」

「そ、それは……」

　語尾を濁にごしながら、弘樹は意味ありげに俺と雪せつ名なを交互に見比べている様よう子すだった。

　追い詰つめられた様子の弘樹の反応を見て、明あく津つが面めん倒どうそうに溜ため息いきを吐ついた。

「どうやら決まりだな……。ペア分けはジャンケンの勝った順にでもするか」

　ルールは簡単だ。

　６人が３ペアに分かれ、５分置きで順番に廃はいビルの中へ入って行く。

　幽ゆう霊れいが目もく撃げきされるという５階フロアを経由し、最上階で待機。

　全員が合流してから廃ビルを退場するのだ。

　その後は繁はん華か街がいのファミレスに行って反省会。そして解散という流れらしい。

　というわけで、俺達は弘樹が用意してきた不ふ審しんなクジを使用する事なく、明津提案のジャンケン方式によってペア分けを決定した。

　１番手のペアが、明津と雛ひな木ぎ。

　２番手のペアが、俺と照てる子こさん。

　３番手のペアが、弘樹と雪名。

　そんな具合だ。

　弘樹は何な故ぜか、照子さんとペアになった俺に向かって「すまぬ……すまぬ……！」と、しきりに謝あやまっていた。弘樹は一体、俺を誰と一いつ緒しよのペアにするつもりだったのだろうか……。

　一方、弘樹とペアになった雪名は、雛木や明津、照子さんに心配されている様子だった。

「あのアホに変な事されそうになったら、すぐに悲鳴でも何でもあげなさいよね」

「お師し匠しよう。殺せと言われりゃ、死体が出ねえように始末する技術もありますぜ」

「うむむ～……雪名ちゃん大丈夫？　何なら、私が変わってあげようか？」

「う……うん！　みんな親切にありがとう。別に大丈夫だよ」

「ちょっとちょっとー！　俺ってばどんだけ信用ないのよ！」

　不満の声を上げる弘ひろ樹きには構わず、肝きも試しはボチボチとスタートする。

　最初に、明あく津つと雛ひな木ぎのペアが廃はいビルの入り口に向かって行った。

　────入り口とは言っても、建物のエントランスは地中深くに沈んでいる。

　だから建物に入るためには、入れそうな高さにある窓まど枠わくからしかない。

　窓枠をくぐり、先行して行く明津に続いて雛木の姿が消えて行った。

　俺は自分の腕時計を見下ろし、五分経過するのを待った。

「……そろそろか」

　呟つぶやいて、俺は照てる子こさんの方を振り返る。

　彼女は────第４の執しつ行こう官かん、アンデレ。

　通称、安あん藤どう照子さん。

　数の異端ヘテロ・ナンバーと呼ばれる存在を暗殺している謎なぞの組織、〝教団〟に所属している少女だ。

　教団が誇る13人の執行官は、地上最強の戦闘集団であると言われており、彼女はその13人しかいない執行官の１人なのである。裏社会で傭よう兵へい稼か業ぎようをやっている明津の話では、各国の指導者クラスや政財界においても、その名を知らぬ者がいない程ほどの有名人であるらしい。

　そのはずなのだが……彼女は新米であるらしく、どうやら他の執行官に比べて、まだまだ抜けている部分が多いようだ。それに何だか、立場もヘンテコなように思えた。

　例えば執行官と言えば、世界中を飛び回っている多忙な存在のはずだ。

　それなのに彼女は、こうして俺達の肝きも試しに参加している程の暇ひまっぷりである。この界かい隈わいで、女子高生までやっているのだから、俺が知る他の執行官とは、乖かい離りしすぎた存在感である。

　とまあ、知ったような事を思っていても、実際には彼女についてほとんどの事を知らない。

　それでも、これから一いつ緒しよに廃ビルへ入って行かなければならない仲なのだ。

　友好の意味を込めて、俺はアンデ……じゃなかった、照子さんに握手の手を差し出した。

「よろしく頼むぜ」

「……フン」

　しかし照子さんは、俺の差し出した手を嫌いやそうに見下ろすだけで、握手には応じない。

「お、おい。無視かよ」

「そういうの……苦にが手てなの」

　照子さんは俺を一いち瞥べつしただけで、俺を置いて勝手にビルの中へ入って行こうとする。

　出で端はなから協調性がない照子さんに嘆たん息そくしながら、俺は渋しぶ々しぶとその後に付いて行こうとした。

「誠せい一いち君」

　雪せつ名なに呼び止められ、俺は振り返る。

　何な故ぜか雪名は、少し不ふ機き嫌げんそうに唇くちびるを尖とがらせていた。

「……あ、あのね」

　雪名は俯うつむいて、恐る恐る問いかけてくる。

「アンデレさんと一いつ緒しよのペアになれて……嬉しい？」

「……はあ？」

「な、何でもないんだよ！　やっぱり今のは忘れて欲しいんだよ！」

　懸けん命めいに何かを誤ご魔ま化かそうとしている雪せつ名な。その様よう子すを訝いぶかしく思いながらも、俺は遠ざかろうとしている照てる子こさんの背中に向かって駆ける事にした。
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　くぐった窓の向こうは、閑かん散さんとした小部屋になっていた。

　戦前はおそらく、会議室に使われていた部屋なのではないだろうか。

　折れたホワイトボードや、歪ゆがんだテーブルが、乱雑に転がっている。

　小部屋の向こうには開け放された扉があり、その向こうが廊下になっていた。

「……随ずい分ぶんと冷え込むな」

　吹き抜けになっている廊下に出ると、俺は異様な肌寒さを感じた。

　俺は懐中電灯の明かりを、廊下の奥へとかざす。

　吹き込んでくる風の呻うなり声以外、何もない閑散とした通路だった。

　すると、腕を組んで立っていた照子さんが、白い吐と息いきを吐はいてから言った。

「何だか知らないけど、アンタとはよく廃はい墟きよに来てる気がするわ」

　言われて俺は、心当たりがあった。

「そう言われてみれば、北ほつ海かい道どう旅行の時には、一緒に廃病院にも入ったっけ」

　俺は愛あい想そ笑いして見せるが、照子さんはニコリとも笑わずに歩いて行ってしまう。

「お、おいおい。置いてくなよ」

　俺は照子さんの隣となりに追い付くと、それからしばらく無言で、廃墟内を歩き続ける事になった。廊下には、俺達２人分の足音が遠くまで反響していった。

　……心なしか、空気が重く感じられた。

　弘ひろ樹きは、男女ペアで心しん霊れいスポットに入って行けば、それなりにベタベタくっついたり、良いところ見せられたりするかもとか、そういった都合の良い展開を期待していたのではないかと思う。俺だって……健康な男子なのだから、ちょ、ちょっとくらいは期待していなかったわけではない。

　だが流石さすがに照子さんが相手ともなると、そういった展開など起こり得るはずもなく。常に不ふ機き嫌げんそうで仏ぶつ頂ちよう面づらな照子さんの顔色を窺うかがい、俺は家来のように付き従って行くだけだ。

「せっかく肝きも試しに来たんでしょ？　少しは驚いたりとかして、堪たん能のうしないわけ？」

　照子さんにいきなり話しかけられ、少し驚いた俺は、その場で背せ筋すじを正してしまう。

「そ、そういうアンデ……じゃなかった、照子さんはどうなんだよ」

「知ってるでしょ？　私は執しつ行こう官かんよ。こういう場所に来るのは珍しい事じゃないし、たとえグロテスクな怪かい物ぶつとかが出て来たところで、慣れっこなのよ」

「うーん。俺だってこういう廃はい墟きよは慣れてるしなあ」

「……どういう事よ」

　廊下を突つき当たりまで進むと、上下の両方向に続いていく階段が現れた。

　俺は上階へ向かう方を懐中電灯で照らし、階段を上り始めた。

　それに続いて来た照てる子こさんに、何となく答える。

「東とう京きよう内ない戦せんの時。小さかった俺と妹は、こういう廃ビルに隠かくれて生活してたからさ」

「……」

　照子さんは自分の発言が失言だったと思ったのだろうか。慌あわてて何かを言いかけ、しかしすぐに黙り込んでしまう。

　俺としてはただの世せ間けん話ばなしのつもりであって、雰ふん囲い気きを悪くするために話したわけではないのだが……とりあえず俺は、始めてしまった話を、最後まで続ける事にした。

「内戦の直後は、あちこち治安が悪くてさ。迂う闊かつに外を徘はい徊かいしていようものなら、すぐに略りやく奪だつや強ごう姦かんに遭あったりするような酷ひどい状態だった。見た事あるだろ、俺の妹？　俺は何とかアイツを守ってやりたくて……ずっとこういう、暗くて冷たい場所に息を潜ひそめていたんだよ」

　益ます々ますもって照子さんは黙り込んでしまった。

　しかしやがて、思い出したように口を開いて尋たずねてくる。

「アンタって、シスコンなの？」

「な、何でそうなるんだよ！　別に普通の兄妹だろ！」

「フーン。別にどうだって良いんだけど」

　照子さんは、少し寂さびしげな口調で続けた。

「北ほつ海かい道どうで妹を背負ってる時のアンタは、必死そうだったからさ。よっぽど妹が大事なんだろうなって……そう思ってただけよ」

「……君には、兄弟とか家族っていないのか」

「……」

　また気まずい感じに黙り込む照子さん。

「あ、いや。別に世間話のつもりだっただけでさ。話したくないなら話さなくても────」

「家族って何よ」

「……え？」

　照子さんは俺を見る事さえせず、冷たく細めた視線のままで問う。

「血の繋つながりの事を言うわけ？　それとも、長い間を一いつ緒しよにいたかどうか？　だとしたら、私には家族なんて呼べるものはない。世の中には自分と他人しかいないじゃない。そんな他人に、何か特別な思い入れがあるのかって聞いてるなら……あった時もあるわ」

　意い味み深しんそうな事を言って、唇くちびるを尖とがらせる照てる子こさん。俺は彼女を横目で見ながら苦笑する。

「……何か、複雑そうだな」

「まあね。放ほっておいて」

「へいへい」

　何だかんだと、照子さんと話している内に、最初の目的地であるフロアへ辿たどり着いた。

　……５階。

　実際の５階ではなく、建物が地表から出ている部分の５階層目である。

　フロアの案内板に「35階」という数字が振ってある事を考えると、地中には30階分の階層が埋うまってしまっているのだと思われた。

　５階のフロアは、50メートルのプール程ほどの広さで、何もなく、閑かん散さんとしていた。

「確か弘ひろ樹きの話だと、ここで車椅い子すの女とか、開腹された男が目もく撃げきされるとか言ってたよな」

「周囲に異常なスカラーは視みられないわね。ここに数の異端ヘテロ・ナンバーがいないのは間違いなさそうよ。大方その噂うわさ、ガセだったんでしょ」

　懐中電灯で、俺は適当にフロア内を照らしてみる。

　壁へき面めんにはスプレーの落書きがされていたり、床には崩くずれた壁かべの欠片かけらや、ゴミが散らばっている。ここにやってくる奴やつ等らが多い事と、そのマナーが悪い事だけは、見ていてわかった。

　室内を観察していてわかったのは、その程てい度どの事だけである。

「怖こわくない肝きも試しってのも、どうしたものかね」

　俺は困って、その場で立ち尽つくしてしまう。

　────悲鳴が聞こえた。

「！」

　俺と照子さんは咄とつ嗟さに、声が聞こえた頭上を見上げた。

　天井の向こう。声との距離を考えると、最上階の辺あたりだろうか。

　雛ひな木ぎの悲鳴だった。

「な、何だ……！」

　俺と照子さ……ああ呼び方がもうめんどくさい！

〝アンデレ〟は階段へ駆け出し始めた。

　直後────天井が、前触れもなく崩れ落ちてくる。

「！」

　上階で爆ばく発はつでもあったのではないかと思う轟ごう音おんと共に、吹き飛ばされた天井の部材が、俺とアンデレがいる５階のフロアに降り注いだ。アンデレに乱暴に腕を引かれ、俺はその下敷じきになる事だけは逃のがれる。

　天井の穴の向こうから人間の腕が１本────生はえ出て垂れ下がってきた。

　赤い光をうっすらと放はなっているその腕は、普通の人間の腕よりも遥はるかに長い。天井から床まで到達する程ほどの長さである。その垂れた腕をロープのように伝い、天井の穴の向こうから１つの人影が降下して来るのが見えた。

　室内に立ち込める粉ふん塵じんが晴れていくと、現れた人影が次第に顕あらわとなっていく。

　そして同時に、天井から垂れ下がっていた長い腕は霞かすんで姿を消していく。

「クッ……何なのよ……！」

　アンデレは、持ってきていた自分の鞄かばんの中から、銀製のガントレットのような防具を取り出していた。それを両腕に着用しながら、天井から現れた人影を忌いま々いましげに注視した。

　見たところ、高齢の男だった。

　白しら髪がの交じった短髪に、シワの刻きざまれた面おも立だち。顎あご鬚ひげを生やしていた。

　奇き妙みようなのはその服装で、真冬に半はん袖そでのシャツである。サスペンダー付きのズボンを穿はいており、腰こしのベルトからは、湾わん曲きよくした剣を収めた６本の鞘さやをぶら下げている。

　高齢の男は、顔立ちからは想像も付かない程ほどに筋骨が逞たくましく、幅の広い両肩にそれぞれ、軽々と人間を乗せている様よう子すだった。

「明あく津つ！　雛ひな木ぎ！」

　俺は２人の名を呼んだ。

　２人共、眠っているように瞼まぶたを閉ざしている。

　しかし明津は、その唇くちびるから血の筋すじを流していた。

　高齢の男は肩に担かついでいた２人をその場に下ろす。

　老人は肩を鳴らしながら、俺とアンデレに相あい対たいした。

「────いやはや。先にこの場所を嗅かぎ付けて来るのは執しつ行こう官かんだとばかり思っていましたが、同時に〝獲え物もの〟まで引っかかるとは、予想外の幸運でしたな」

「あんた……どこかで……！」

　愛あい想そ笑っている老人の顔に、俺は見覚えがある気がした。

　少し前だったはずだ。

　しかし、どこで見たのか、なかなか思い出せない。

　訝いぶかしんでいる俺の表情を読み取ったのか、老人は愛あい想そ良く話しかけてきた。

「来くる栖す様の邸てい宅たくでお会いして以来でございますなあ、冴さえ上がみ誠せい一いち殿」

　その一ひと言ことで、俺は一気に思い出す。

「…………来栖の家にいた……執しつ事じ……！」

「執事をやっていたのは、あの小娘に協力していた期間限定だったのですよ。こうして再会出来て、光栄にございます」

　何な故ぜ……新しん宿じゆくクレーターの廃はい墟きよで、来栖の家にいた執事と再会する事になっているのか。

　状況は不明だが、それよりも先に、俺には確認しなければならない事があった。

「明津と雛木に何をしたんだ……！」

「ご安心ください。こちらの彼女は、単純に気絶されているだけですよ。そこに転がっている彼の方は、攻こう撃げきを仕し掛かけてきたので、やむを得ず両脚とあばらを何本か折って動けなくしましたが。一応の言い訳ですが、こちらから、お２人に危害を加える意思はございませんでした」

　高齢の男は飄ひよう々ひようとした態度で答える。

　歯は噛がみしながら男を睨にらむ俺の横で、アンデレが冷たく言い放はなった。

「ふざけた爺じいさんね。アンタ、一体どこの誰なわけ？」

「おやおや。慈悲の執しつ行こう官かん様ともあろうお方が、まだ我々の事をご存じないとは」

「私の事は知ってるっての？」

「はい。貴方あなた様の事を知らないはずなどございませんよ。根絶やしにしなければならない豚ぶた共どもの筆頭格ではないですか。皆さんのお名前は、全て記憶してございますとも、アンデレ様？」

　男は前触れもなく、いきなりアンデレの名前を口にする。

　教団やアンデレの事を知っており、その上、まるで自分が教団と敵対関係にあるような言い方だった。

　男の回答によって、傍かたわらのアンデレの冷れい酷こくスイッチが入った様よう子すだった。

　アンデレは笑いもせず、瞳ひとみの奥に冷たい気配を滲にじませながら告つげた。

「……手足千切って、動けなくしてから色々聞き出す必要がありそうね。殺すのはその後よ」

「ご冗談を。豚のようにみっともなく殺されるのは、テメエ等の方でございますよ」

　それまで愛あい想そ笑っていただけの老人の眼めも、細く尖とがる。

「我々は〝背徳の救世団クリフオト〟。私は死霊使いネクロマンサーの椚くぬ木ぎ殺刺ころしと申します。以後、お見知りおきいただければ幸いです」

　しかしアンデレは、椚木の自己紹介など聞く気はなかった。

　悠ゆう長ちような椚木の挨あい拶さつが終わる頃には、アンデレはすでに、彼の懐ふところまで肉薄していた。

　あまりにも早い踏み込みであったため、椚木は身構える暇ひまもなく、アンデレの攻こう撃げきの間合いに捉とらえられていた。アンデレは、ガントレットを填はめた自らの拳こぶしを握り込み、電光石火で椚木の右頬ほおを殴なぐり付けようとする。

「……！」

　しかし次の瞬しゆん間かん────何者かにアンデレの足が掴つかまれた。

「……！」

　椚木を殴るに至らず、悲鳴にならない声を上げながら、アンデレは自らの足あし下もとを見下ろす。

　アンデレの足を掴んでいたのは〝地面から生はえ出た人間の腕〟だった。

「何なのよ、これ！」

「私の造ったスカラー体。いわゆる〝死し霊りよう〟でございますよ」

　赤いスカラーの輝きを纏まとった逞たくましい腕。

　足を掴んでいるその腕を、アンデレは無む理り矢や理りにでも振り解ほどいて後退する。

　アンデレが後退した理由は単純だ。椚くぬ木ぎの頭上、天井の穴の向こうから────細刃のダイバーナイフが飛び出て来たのだから。

　ナイフは、アンデレが先さき程ほどまで立っていた空間を貫つらぬき、コンクリートの床へ突つき立った。

　床に突き立ったナイフの刃は黒塗りで、細い十じゆう字じ架かのようにも見えた。

　クツクツと、椚木は小こ刻きざみに肩を揺ゆらして笑いながら言う。

「名乗ったはずでございましょう？　我々だと」

　椚木に遅れて、天井の穴からもう１人の人影が飛び降りて来た。

　少年だった。

　不ふ揃ぞろいに切られた黒髪。感情のない表情。俺達と同じくらいの年齢に見えた。神父が着る立たて襟えりのキャソック姿で、その上から、鴉からすの翼つばさのように黒いロングコートを羽織っている。
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　少年と俺は、不意に視線が合ってしまう。

「……何だよ、コイツ……！」

　口にして嘆なげきたくなる程ほどに……少年は冷酷な眼めをしていた。

　それは、猛もう烈れつに自分の死を意識させられてしまう眼だ。まるで眼まな差ざし自体が研とぎ澄まされた刃物のようで、視線から痛みさえ感じてしまう程の威い圧あつ感だ。圧倒的な恐怖。骨の髄ずいに染み渡ってくるようなその凍こごえに、俺は身み震ぶるいする。

　これまで俺は、望まずとも様々な危険人物と相あい対たいしてきた。しかし目前の黒い少年の眼差しは、今まで出会ったどんな相手よりも暗く、危険であるように思えた。

「……〝カラス〟っ……！」

　その名を確かめるように、アンデレが呟つぶやく。

　少年の事を知っているような態度が気になり、俺は傍かたわらのアンデレを横目に見る。

　彼女は唇くちびるを震ふるわせながら、ただ青ざめて立ち尽つくしている。

　だがやがて、青ざめた表情は徐々に────剥むき出しの憎しみへと変へん貌ぼうしていく。

　アンデレは、これまで俺の前で見せた事もないような怒りの形ぎよう相そうをしていた。

　カラスと呼び付けられた少年の方は無言で、ただ冷たくアンデレを見つめているだけだった。

「ど……どうしたんだよ、アンデレ」

「うるさいわね。黙ってないと、アンタも殺すわよ……？」

「……！」

　得え体たいの知れない怒りに満ちているアンデレは、冷ややかに俺を一いち瞥べつした。

　その血走った目付きを見ると、アンデレは完全に冷静さを失っているように見えた。

　制止しようとする俺さえ構わず殺しかねない。まるで爆ばく発はつ寸前の火薬のようだ。

　アンデレと少年を見ていた椚くぬ木ぎは、興味深そうに言った。

「おやおや。カラス君とは、わけありのご様子ですね。博士からの情報にはありませんでしたが、まあ、あの方が言わなかったという事は、重要性はないという事なのでしょうなあ」

　明らかに様子がおかしいアンデレは、椚木の言葉など聞いていない。

　もはや俺の事も眼中にないらしく、アンデレはただ、カラスだけを睨にらみ付けて特とつ攻こうする。

「殺す！　必ず殺す！　うああああああああ！」

　拳こぶしを振り上げて接近するアンデレを、迎げ撃げきするつもりなのだろう。カラスは黙って、懐ふところから肉にく厚あつなナイフを取り出した。真正面から繰り出されたアンデレの拳が、カラスの顔面を打ち据すえようとした瞬しゆん間かんだった。

　周囲に────赤い閃せん光こうのようなものが閃ひらめいた。

　一瞬すぎたため、カラスが何をしたのかわからなかった。

　ただカラスの頭上を中心に、波は紋もんのような赤い光が空間を走ったかと思うと……次の瞬間にはアンデレの足あし下もとに、落とし穴のような窪みが生じていた。アンデレはその落とし穴に躓つまずき、その場で倒れてしまいそうになる。その倒れそうになったアンデレを突つき殺そうと、カラスはナイフを平突きに繰り出してくる。

　間かん髪はつ入れず────今度は突とつ如じよとして大地が裂さけた。

　カラスの刃がアンデレに到達しようとした直前だった。

　いきなり、衝しよう撃げき波はのようなものが室内を横切った。

　その直後、アンデレとカラスの間を隔てるかのように、部屋の床に亀き裂れつが入ったのだ。

　床が裂けたため、アンデレとカラスは互いに、激突直前で動きを止めた。

「……ほっほう。これは見事な一刀両断。噂うわさに名高い〝処刑〟の執しつ行こう官かん様までお出ましですか」

　そう言った椚くぬ木ぎは顎あご鬚ひげを擦こすり、室内の窓の１つを横目に見ていた。

　椚木の視線に促うながされ、俺達もその窓を見やる。

　窓の縁ふちに────男が立っていた。

　黒のスーツに、黒のネクタイ。オールバックの黒髪に、尖とがった双そう眸ぼう。葬そう列れつに並ぶ喪も服ふくを着用した長身痩そう躯くの男。その右腕には、白銀の光を宿す日本刀が握り込まれている。

　俺はその男を知っていた。

「ディエゴ……！」

「久しいな、冴さえ上がみ誠せい一いち」

　それだけを語り、ディエゴは静かに室内へと入った。

　ディエゴの登場を面めん倒どうそうな溜ため息いきで迎えた椚木は、首を傾かしげながら言った。

「困りましたなあ。今夜は偶然に遭そう遇ぐうしただけで、貴方あなたがたと戦う予定はなかったのですよ。名な残ごり惜おしくはあるのですが、今夜は退散させていただくとしましょうかねえ、カラス君」

　椚木が語りかけると、カラスは言われた通り、ナイフをコートにしまって退却体勢に入る。

　そうして２人は、余裕で俺達に背を向けた。

「待ちなさいよ！」

「待ちません」

　アンデレの言葉を嘲あざ笑わらい、椚木は即座に撤てつ退たい行動に移る。

　椚木のすぐ足あし下もとから、巨大な２本の腕が生はえ出てきた。その腕は急成長する大木のようで、それぞれ椚木とカラスの腰を掴つかみ、見る見る間に窓の向こうへと伸びていく。腕が伸びる先は、向かいの廃はいビルの屋上だ。

　慌あわててその後を追いかけようとするアンデレの腕を、ディエゴが黙って掴んだ。

「離して！」

「……冷静さを欠いて戦うな。そんな様よう子すでは、こちらの仕事の邪じや魔まにしかならない」

「うるさいっ！」

　アンデレは、ディエゴの手を振り解ほどいた。

　そうした時には、あの２本の腕はその場から消え去っていた。

　向かいのビルの屋上には、すでに椚木とカラスの姿は見られなかった。

　……逃げられたのだ。

「……アンタ達に何がわかるのよ……！」

　呟つぶやき、アンデレは力なくその場に腰こしを落としてしまう。

　俯うつむいた顔はよく見えなかったが……アンデレが流した涙が、床に落ちるのが見えた。

　事情がわからなかったせいもあるが、深く落ち込んでいるアンデレにかける言葉が見つからず、俺はただただ、痛ましい気持ちで傍ぼう観かんするしかなかった。






Phase2：停止したままの少女







　窓口で受け付けを済ませ、俺と雪せつ名なは４階の病室へ向かう。

　明あく津つの病室は個室のようで、部屋番号は４０７だと聞いている。

　エレベーターを使おうかと思ったが、看護師達がベッドの搬はん送そうで使用している様よう子すだった。

　そのため、俺と雪名は階段を使う事にした。

　階段を上りながら、俺は昨晩の顛てん末まつを思い出していた。

　一ひと言ことで言えば……大変だった。

　あの後、ディエゴは薄情な事に、俺達を放置したまま姿を眩くらましてしまったのである。

　残されたのは、へたり込んでしまったアンデレと、気絶した２人の友人。どこから手を付けて良いのかわからない状況で、俺達は廃はい墟きよに置き去りにされたのだ。

　それからどうしたのかと言えば、しばらくして駆け付けて来た雪名と弘ひろ樹きに助けられた。

　気絶した２人と、泣きじゃくるアンデレを連れ出し、俺達は何とか廃ビルを後にしたのだ。

　やがて気絶していた雛ひな木ぎは目覚め、色々と取り乱して泣き出してしまった。一方、怪け我がをしていた明津は意識が回復せず、焦あせった俺達は早々に救急車を呼んだ。

　やって来た警察官に肝きも試しの事を怒られた後、救急車で運ばれて行く明津を見送った。

　どの程てい度どの怪我なのか、素人しろうと目にはわからなかったが……昼になったら明津の見舞いに行こうと約束し、俺達は解散したのである。

　ざっと振り返ってみれば、昨日の顛末はそんな具合である。

「……明津君。まだ意識が回復してないみたいだね」

　階段を上りながら、雪名が悲しそうに呟つぶやいた。

　さっき受け付けの看護師から、明津の容態について簡単に聞いていたのだ。

　骨折などの怪我の手当は終わっているものの、意識は未いまだ回復していないという話だった。

　それでもせっかく来たのだから、「顔くらい見て行きたい」と頼んで、俺達はこうして明津の病室を目指しているのである。看護師は少しだけ渋しぶっていたが、「少しだけですよ」と言って、俺達を通してくれた。

　俺達は４階の廊下を進み、やがて目的の個室前へ辿たどり着いた。

　病室のネームプレートには、「明津憲けん剛ご」の名前があった。部屋に間違いはない。

《────やれやれ。これはまた、こっぴどくやられたものだ》

「……？」

　入室しようと、ドアノブに手をかけた矢先である。

　室内から、どこかで聞いたような少女の声が聞こえた。

《仕事を頼む前から使い物にならなくなっているとは、明津クンにも困ったものさ》

　俺はその声の人物が誰であったのか、思い出す。

　まさかとは思うが……。

　俺は覚かく悟ごを決めて扉を開けた。

　室内にいた明あく津つ以外の人物は２人である。その内の１人は、残念ながら俺の予想通りだった。

「……タデウス……なのか？」

「おや。久しぶりだね、冴さえ上がみクン、羽う鷺さぎクン」

　名を呼ばれた少女────タデウスは俺と雪せつ名なを振り返り、薄笑いを浮かべていた。

　ブロンドのショートヘア。青い色をした瞳ひとみ。フリルの付いたゴスロリっぽい黒ワンピースを着た外人の少女だ。片手に手て錠じよう付きのスーツケースを持っているが……以前、彼女から聞いた話によれば、スーツケースが彼女の本体なのだとか。理解不能な人物である。

　────タデウス。

　かつて遭そう遇ぐうした連続殺人事件で共闘した、教団の執しつ行こう官かんの１人である。

　可愛かわいい見た目からは想像も付かない程ほどに冷酷で、その上、他人の〝記憶を改かい竄ざんする〟というえげつない力を持っている少女だ。そして空気を読まず、縁えん起ぎでも無い喪も服ふく姿で病院に入って来るあたり、相変わらず他人の気持ちに配慮したりしない性格のようである。

　参ったな……タデウスは世間一般の常識が通用しない人物なため、苦手だったりする。

　俺はタデウスに尋たずねた。

「どうしてここに？」

「明津クンに仕事を依頼しようと思って来たのさ。まあ、タイミングを逃のがしたみたいで、今はそれも無理な容よう態だいのようだけど」

　タデウスはそう言って、ベッドに横たわっている明津を見やった。

　看護師から聞いていた通り、明津の意識はまだ回復していない様よう子すで、瞼まぶたを閉ざして眠っている。折られた両脚には包帯が巻かれ、吊つるし上げられている。

　満まん身しん創そう痍いの明津の様子に、俺も雪名も、顔をしかめてしまう。

　しかしそんな俺達の顔色など気にせず、タデウスは飄ひよう々ひようと語りかけてきた。

「ああ。そうだそうだ。１つ思い出したよ」

「？」

「そのうち気付かれるだろうから事前に言っておくけど、君の友人達の記憶を少し操作させて貰もらったよ。幸ゆき村むらクンと、雛ひな木ぎクンだったか。昨晩の事を忘れるようにね」

「な……！」

「秘密の保全だよ。悪いけど、こっちも仕事だからね。君の友達だからといって容よう赦しやはしない」

　言って退のけるタデウスに、言葉を失ってしまう。

　……だがなるほど。

　それで合が点てんがいった。

　今日の昼に明あく津つを見舞う約束をして解散したはずなのに、何な故ぜか弘ひろ樹きと雛ひな木ぎは、この場に顔を出していないのだ。来るのが遅れているのではないかという程てい度どの認識だったが……タデウスの言っている通りなら、２人とも、昨日起きた出来事を忘ぼう却きやくしてしまっているのだろう。

　俺の友人の頭をいじくってしまうタデウスに、苛いら立だちを感じはするが……どうせ何を言ったところで何とも思わないだろう。忌いま々いましいが、タデウスとはそういう人物なのだ。

　複雑な気持ちだったが、俺は素直に感謝の言葉だけを告つげておく事にした。

「……助かったよ。ありがとう」

「おや。これは意外な反応だね。どうして冴さえ上がみクンがボクに感謝するんだい？」

「明津がこんな具合なんだ。昨日の肝きも試しを企画した弘樹なんて、きっと思い詰つめて立ち直れなくなってただろうし。忘れられるなら、その方が弘樹や雛木のためだと思ってさ」

「ふむ。そんなものなのかい？　ボクにはよくわからないけど、別に感謝される分には困らないし、君達に噛かみ付かれないだけ面めん倒どうが少なくて助かるよ。結果オーライとしようか」

　そう言ってタデウスは、肩を竦すくめて見せた。

　すると俺の後ろに立っていた雪せつ名なが、俺の服の裾すそを掴つかみながら、心配そうに呼びかけてきた。

「……誠せい一いち君」

　雪名は……タデウスの傍かたわらにいた〝もう１人〟の人物を見つめていた。

　────車椅い子すの少女だった。

　アッシュブロンドの長い髪。両目を覆おおうように巻かれた包帯には、不ぶ気き味みな幾き何か学がく模も様ようが描き込まれていた。彼女は深々と車椅い子すに腰こし掛かけ、まるで等身大の人形であるかのように微動だにしていない。俺達が入室してからずっと無言で、死んでいるのだと言われれば信じてしまいそうなくらいに静かな人物だった。
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　その見知らぬ人物については、雪せつ名なだけでなく、俺も気になってしょうがなかったところだ。

　喪も服ふく姿……と言うよりも、黒いドレス姿と言えば良いのか。

　その全身黒ずくめの格かつ好こうは、どうやら教団の執しつ行こう官かんのユニフォームのようなものらしい。

　車椅子の少女に注目している俺達に気が付き、タデウスは苦笑した。

「おっと、すまなかったね。彼女は〝ボクとしか会話出来ないルール〟なんだよ。だから彼女の紹介は、ボクからさせて貰もらおうか」

　そう言ってタデウスは、少女が座っている車椅子を引いて、俺達の前に連れ出した。

「彼女はこの地上において、教団の意思を執しつ行こうする者の１人。第12の執行官、マティア。彼女の司つかさどる教団の執行は〝観測〟だ」

　タデウスから紹介されているマティア当人は、俺達の注目に対して僅わずかな反応も示さない。

　俺は続けて、タデウスに尋たずねてしまう。

「観測……？」

「文字通りさ。この世界に在あるモノで、彼女に視みる事が出来ないものは何１つとして存在しないらしい。だから彼女はレーダーの役割を担になっていてね。各執行官に数の異端ヘテロ・ナンバーの位置や情報を通知してくれる、便利な人物なんだよ。いわゆる〝ラプラスの悪あく魔ま〟と呼ばれる存在さ」

「ラプラスの悪魔……そんな、冗談だよね……？」

　雪名は半信半疑の態度で、タデウスに問い糾ただす。

　ラプラスの悪魔というものが何なのか、俺にはよくわからなかった。せいぜい、雪名が驚いて、再確認してしまう程ほどの存在という事しか……。

　緊張感を共有出来ずにいた俺に気付いたのか、雪名が説明してくれた。

「……ラプラスの悪魔。この世界の全ての原子の時間経過を計算する事で、この世の全てを知り、未来の全てを理解しているといわれる超ちよう越えつ的な知性の事だよ。フランスの数学者であるピエール＝シモン・ラプラスが自じ著ちよで記述したこの存在は、因いん果が律りつの終着点であり〝計算によって世界の全てを知る神〟とも言われている。けれどそれは実在しない、架か空くうの存在のはずだよ」

　タデウスは肩を竦すくめながら、雪名に続いた。

「本当かどうかなんて聞かれても、ボクにはわからないさ。ボクは彼女じゃないからね。ボクが彼女の思考を乗っ取ってみればわかるのかもしれないけど、残念ながら、それはやっちゃいけないルールなんだ。彼女は話したい時に話して、ボクはそれを聞いて、みんなに伝えるだけ。とまあ、そんな彼女の観測のおかげで、こうしてまた君達に会う事も出来たわけさ」

「……そのマティアっていう子は、何を観測したんだ？」

「教団が追いかけている、指名手配犯の居場所さ。昨夜、君達が遭そう遇ぐうした２人組の事だよ」

　俺と雪せつ名なは、顔を見合わせた。

　────昨晩の２人。

　確か、椚くぬ木ぎという名前の老人と、カラスという少年だ。

　雛ひな木ぎに怖こわい思いをさせ、明あく津つに大おお怪け我がを負わせた連中だ。

　今こうして病室のベッドで意識を失っている明津を見ると……俺の胸中には怒りが遅れて込み上げてくる。

　結局、正体も、あの廃はい墟きよで遭遇する事になった理由も、何もかもが謎なぞに包まれた連中である。

　もしかしたら、タデウスにあの２人の事を聞けば、何かわかるのではないだろうか。

「あいつ等らは……何だったんだ」

　俺はそれを、タデウスに問いかけた。

　こちらの期待通り、タデウスは何かを知っている様よう子すだった。

「知りたいのかい？　うーん。どこまで話して良いものなのかな。まあ、当たり障さわりがないところまでなら良いか」

　タデウスは、顎あごに人差し指を押し当てながら、頭上を見上げてぼやき始めた。

「彼等は自分達の事を、背はい徳とくの救きゆう世せい団だん────クリフォトと呼んでいる」

　どこかで聞いた名前のような……。

　考え込んでいる俺の隣となりで、何かに思い当たった様子の雪名が「あ……」と呟つぶやいている。

　俺と雪名の反応は気にせず、相変わらずタデウスは喋しやべりたいように喋る。

「今わかっている限りでは、彼等が〝忘却数式ロスト・フオーミユラ〟を扱あつかう術者によって構成された団体であるという事くらいかな。マティアはどうか知らないけど、ボク達にはまだ、彼等の目的はわかっていなくてね。ただ面おも白しろい事に、どうやら彼等は〝災厄の数アルヘトス〟を人工的に造るノウハウを保有しているらしい事がわかっている」

「……そんなの嘘うそだよ！」

　俺が疑問を差し挟はさむ前に、露骨に狼ろう狽ばいした様子の雪名が否定の声を上げる。

　雪名は血の気を失いながら、苦しそうに胸元を掴つかんで言った。

「どうやって……？　だって災厄の数アルヘトスを生み出すために必要な〝変ア革ルのベ石ド〟の製造技術は、東とう京きよう内ない戦せんの時に、先端科学機構ネメシスの地下実験施設ごと失われてるはず。もう誰にも、新たな石を造る事なんて出来ないはずだよ……！」

「確かに東京内戦によって、災厄の数アルヘトスを人工的に生み出す〝救世主計画メサイアプラン〟は頓とん挫ざした。でもそれでは説明が付かないだろう？　君達が実際に戦った２人の災厄の数アルヘトスは、どこから来た？」

「……！」

　皮肉るように、タデウスは俺と雪名の表情を交互に見つめる。

「君達が遭遇した男、椚くぬ木ぎ殺刺ころしは、来くる栖す真ま意いをアルヘトスにした実行犯なんだ」

「……何だと！」

「さらに、君達が北ほつ海かい道どうで出会った着ぐるみを連れた少女、稲いな瀬せ果か穂ほ。彼女は黒くろ枝え灯とう夜やをアルヘトスにした実行犯でもある。どちらももう、顔見知りだろ？」

　────そんな馬ば鹿かな！

　俺はその場で茫ぼう然ぜん自じ失しつに陥おちいりかけてしまう。

　タデウスが話しているのは、こういう事を意味するのだろうか。

　俺や雪せつ名なが懸けん命めいに戦い、ギリギリのところで勝ち抜いてきた２つの戦い。

　その２つの戦いの背後には、クリフォトと呼ばれる謎なぞの集団の意図が働いていた……？

　タデウスは、俺と雪名に淡々と言って聞かせた。

「ボクは来くる栖す真ま意いの事件の時から、背後に何者かが暗あん躍やくしている可能性を考えていたんだよ。普通に生活していただけの来栖が、突とつ拍ぴよう子しもなく災厄の数アルヘトスになれるわけがないからね。それでボクが色々と調べた結果、最近になってようやくクリフォトの存在を掴つかんだのさ。……まあ、マティアは最初からクリフォトの存在を知っていたみたいだけど、とにかく彼女が喋しやべるのは気まぐれなタイミングでさ。知ってるなら教えてくれれば良いのにとは、いつも思うよ」

　タデウスは苦笑して見せた。

「さておき。数の秩ちつ序じよを守らなければならない教団としては、災厄の数アルヘトスを製造している彼等らの存在は非常に不愉快でね。全員始末しなければならないんだよ。昨日の２人を抹まつ殺さつする任には、マティアの命令でディエゴが当たっているところなんだ。ボクはそれとは別口で、マティアを連れてクリフォトの周辺事情を探さぐっているのさ。それが今のところ、ボクが話せる全てかな」

　タデウスは肩を竦すくめて見せる。

「こうやって執しつ行こう官かんが３人も一いつ緒しよに、同じ敵を追いかけるなんてね。ボクが言うのも何だけど珍しい事例だよ。まあ教団の中で唯一、〝団長〟以外に命令権を持っているマティアがそうしろと言うんだから、ボク達はそうするだけさ」

「…………アンデレは？」

「？」

　呆ぼう然ぜんと立ち尽つくしてしまっていた俺だったが、タデウスの言葉が気にかかった。

「３人の執行官って言ったな。どうして手空すきっぽいアンデレも戦力に加えないんだ。ディエゴとアンデレが協力すれば、昨日の２人を倒すのだって、もっと簡単なんじゃないのか」

「……フフ」

　俺の指摘を受けたタデウスは、上品に笑んで見せた。

「残念ながら、これ以上の事を君達に教えるわけにはいかないんだ。今回の君達は、ボク達にとって敵でも味方でもない。完全に部外の存在だからね。ただ冴さえ上がみクンには特別サービスで、もう１つだけ教えてあげても良いかな」

　タデウスはゆっくりと俺に歩み寄って来た。

　俺の目前まで来たタデウスは、人差し指のジェスチャーで「耳を貸せ」と訴えてくる。

　少し腰こしを屈かがめた俺の耳元に、背伸びをしたタデウスが、一ひと言ことだけを囁ささやいてくる。

「……彼女はね、敢あえて今回の仕事から外はずされているのさ」

　タデウスはそれだけを告つげると、マティアの車椅い子すを押して病室を退室して行った。

　俺と雪せつ名なは面食らったまま、しばらくその場で呆ぼう然ぜんとするしかなかった。




　　　　■■■




　病院から自宅に戻ると、共同郵便受けの中に１通の封筒が投とう函かんされていた。

　俺はその封筒の差出人の名前を見て、驚いてしまう。

〝虚数〟の災厄の数アルヘトス────黒くろ枝え灯とう夜やから手紙が届くとは、夢にも思っていなかった。

　黒枝と俺は北ほつ海かい道どう旅行で出会った。やむを得ず対立する事になった相手ではあったが……そもそも別に、俺達は憎み合っていたわけではないのだ。そんな事情からも、手紙が届いた事を疎うとましく感じる事はなかった。逆に友人から手紙が届いたようで嬉うれしくさえ感じる。

　俺は封筒の口を破り、中から数枚の便びん箋せんを取り出して読み耽ふけった。

　黒枝はどうしても、自分と恋人の近況を知らせたくて、雛ひな木ぎのお祖ば母あちゃんにしつこく頼み込んで、俺の住所を聞き出したらしい。

　俺へ手紙が届くに至るまでの経けい緯いが書かれた後に、手紙は本題に入っていく。

　あの後、黒枝は「今後２度と能力を使わない」という条件を呑のんで、教団から命を狙ねらわれる事はなくなったのだと言う。そうする事で黒枝の命は助かったものの、不ふ治ちの病にかかっている恋人の容よう態だいは好転する様よう子すもなく、亡くなる日もそう遠くはないらしいのだと言う。

　それでも……お互いに素直になれた今の関係が幸せなのだと、手紙には書かれていた。

　手紙は最後の方には、「自分のついた嘘うそに、たくさんの人を巻き込もうとして申し訳ない」という謝罪の言葉が書き込まれていた。

　……痛ましいのに、どこか温かい。それは奇き妙みような手紙だった。

　俺は黒枝の手紙を読み終え、胸中に鬱うつ積せきした気持ちを嘆たん息そくにして吐き出す。

「……クリフォトにさえ会わなければ、黒枝は、あんな事はしなかったんじゃないのか……？」

　自問してしまう。

　人を傷付ける事に向いていない黒枝に、クリフォトは災厄の数アルヘトスの力を与えた。恋人の喪そう失しつを恐れていた黒枝の弱みに付け入り、悲しい虚きよ構こうの世界を創らせようとしていたのだ。黒枝の町の住人達をはじめ、危うく多くの人々が永遠の虚構世界を彷徨さまよう事になるところだった。

　それだけでは終わらない。その前の、来くる栖す真ま意いの事件だって同じだ。

　孤独だった来栖真意の弱みに付け入り、彼女を連続殺人犯に仕立て上げた。

　クリフォトが来栖を災厄の数アルヘトスにさえしなければ、今頃……彼女はまだ生きていて、雛ひな木ぎや俺達と友人になれていたかもしれない。クリフォトは確実に、来くる栖す真ま意いという１人の少女から幸せを奪うばい去った。それは揺ゆるがしようのない事実なのだ。

　考えれば考える程ほど、憎く思えてきて仕方がなかった。

　────背徳の救世団クリフオト。

　一体何を目的として、これから何をしようとしているのか。皆かい目もく見当も付かない謎なぞの集団である。ただ１つ言えるのは、クリフォトが苦しんでいる人達の人生を狂わせているという事だ。

　今まで、俺の友人達や妹までをも傷付け、何度も危ない目に遭あわせてきた。

　俺の苛いら立だちは募つのっていくばかりだった。




　……その夜。




　俺達が訪れた焼き肉店は、休日という事もあって大繁はん盛じようの様よう子すだった。

　あちこちのテーブルから、談笑や食器の音、そして肉の焼ける音が聞こえてきた。

　ショーウィンドウ横の俺達の席でも、加熱された鉄板の上で肉が焼けていた。

「ねー」

　向かいの席で、受け皿に焼き肉のタレを注いでいる愛あい架かが語りかけてきた。

「なんか今日イライラしてない、誠せい一いち？」

「してない」

「嘘うそだー。顔に書いてあるもん」

　愛架は半眼で、俺の顔を覗のぞき込んでくる。

　何となくその視線から逃のがれるように顔を逸そらしてしまう。

　こんな態度でいる自分が良くない事はわかっていた。

　だがどうしても頭から離れない疑問が、俺の気分を重たくさせる要因になっていた。

　────クリフォトは何な故ぜ、こんな事をする必要があったのだろう。

　俺は今までずっと、全てが偶然だと思っていた。

　自分の行き先で偶然にも災厄の数アルヘトスと化した人間が現れ、偶然、対立する事になったのだとばかり思ってきた。だがその認識は、少し違った言い方で表す事も出来るのだ。

　俺の行く先々で、クリフォトが暗あん躍やくしていたのだと。

　だとしたら昨日、連中が新しん宿じゆくクレーターに出現したのも、もしかして同じ事なのではないだろうか。俺があの場に行ったから、クリフォトが現れた……？

　まさか、そんなはずはないだろう。流石さすがに考えすぎである。

　ただ、この関東で────大きな何かが動き始めている？

　そんな悪い予感だけが強くなっていくのに、自分がこうして何も知らないままなのは歯は痒がゆかった。こうしている内にもクリフォトはまた、災厄の数アルヘトスを生み出そうとしているのだろうか。

「……救きゆう世せい団だんだと……？　くそっ、ふざけた名前だ……！」

　何も知らずにいる自分が悔くやしくて。ただただクリフォトが許せなくて。

　俺は復ふく讐しゆうしたい気持ちで、クリフォトを強く恨うらみ始めてしまう。

「あら、冴さえ上がみ君。せっかく文化祭の時の約束通り、焼き肉奢おごってあげてるっていうのに。今日に限って、ご機き嫌げん斜ななめだったりするの？」

　愛あい架かの隣となりに座っていた、大人おとなの女性が問いかけてくる。

　少しウェーブがかったミディアムロングの黒髪。高圧的で冷ややかな吊つり目。パリッとしたダークスーツを着こなしている、格かつ好こいい雰ふん囲い気きの女性だった。

　秋あき月づき杏きよう子こ。警けい視し庁ちようの女刑事である。

　秋月刑事は大皿から、菜さい箸ばしで野菜を摘つまみ上げていた。

　それを淡々と、鉄板の上に乗せていく。

　先さき程ほどから肉ばかりを鉄板に乗せていく愛架を、「野菜も食べなきゃ駄目よ」と、まるで母親のように窘たしなめている。

　秋月刑事は、自分の向かいの席に座っていた雪せつ名なにも語りかけた。

「冴上君はイライラしてて、雪名ちゃんは元気がないってところかしらね」

「……すいません」

　俺の隣で、雪名は申し訳なさそうに秋月刑事に謝あやまっていた。

　苛いら立だっている俺とは対照的に、雪名の表情はずっと沈み込んでいたのである。

　秋月刑事は苦笑を漏もらし、俺と雪名に言った。

「気にしてないわよ。人生は長いんだし、そういう日だってあるに決まってるもの。それに謝らなくても、あなた達の食欲がないのは、私のお財さい布ふに優しくて助かるだけなのよ？」

　秋月刑事の冗談を聞いて、俺と雪名は苦笑いしてしまう。

　何だか少しだけ気持ちが楽になったような気がして、ようやく俺も箸はしを持つ気になった。

　同じように、雪名も箸を持ち始めた。

　……ここで苛立っていても、何も解決しないのだ。

　愛架を心配させてしまうだけだし、せっかくの秋月刑事の好意を無駄にしてしまうだろう。気を取り直した俺と雪名の様よう子すを見て、秋月刑事は満足そうに微笑ほほえんで言う。

「そうそう。そうこなくっちゃね。さあ、愛架ちゃんみたいに気合い出して食べていかないと、色々と勿もつ体たいないだけよ！」

　かくして俺は、全力で焼き肉を奢って貰もらう事にした。
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「もう駄目……お腹の中いっぱいだよぉ」

　俺の隣となりで、惚ほうけた顔の雪せつ名なが、自分の腹部を擦こすりながら弱音を吐はいていた。

　同じく。俺ももう食べられそうにないくらい、胃の中に肉を詰つめ込んだ。

　正直、もはや食べ物を見るだけで気持ちが悪い。

「何だ～、だらしないなあ、２人共。あたしはまだまだいけるよ！　秋あき月づきさん、デザートのパフェ頼んでも良いですか！」

「愛あい架かちゃん、なかなか豪ごう傑けつな食べっぷりね！　気に入ったわ！　じゃんじゃん頼んじゃってよ、アハハー！」

　秋月刑事は食べるというか、お酒を飲んでばかりいたため、完全に出来上がって上じよう機き嫌げんの様よう子すだった。何でもＯＫ状態になってしまっている秋月刑事に焚たき付けられ、愛架は意気揚よう々ようとフードメニューを手に取り、眺ながめ始める。

　……この上、まだ食べ物を注文しようとメニューを開いている我が妹を、俺は生まれて初めて恐ろしいと感じた。同時に、どうしてそれ程ほどの栄養摂取能力があって、その栄養が発育に直結していないのかを疑問に感じながらも、それを言う事は憚はばかられた。

　秋月刑事は何杯目かわからない日本酒を口にしながら、ふと目を細めて言った。

「何だか懐なつかしいわね、こういう家族みたいな食事」

　酔っているせいか、秋月刑事は普段のサバサバした印象とは異なり、恋する少女のように赤らめた頬ほおで、乙女チックな事を呟つぶやいた。

「私も結婚してたら旦だん那なとかいて。その内こんな感じで焼き肉食べる事になったのかしらね」

「結婚する予定があったんですか？　あ、店員さん、チョコパフェ１つお願いします！」

　悪気はないのだろうが、愛架は秋月刑事にヤバそうな質問を投げかけた。

　そしてさりげなく１番高い値段が付いたチョコパフェを頼んだ。

　俺は１人だけ、秋月刑事の反応に冷や汗を掻かく。

　しかし秋月刑事は嫌いやな顔もせず、微笑ほほえんで答えた。

「……うーん。どうだろう。でも、ちょーっと憧あこがれてたのかもしれない人はいたのよね」

　俺は何となく、秋月刑事が憧れていた人に予想が付いた。

　秋月刑事が愛架の質問に怒らなかったのだから、と……俺は普段なら聞き出せないような事を聞けるのではないかと思い、勇気を出して尋たずねてみた。

「その憧れてた人って……以前言っていた〝先せん輩ぱい〟って方ですか」

「察さつしが良いのね、冴さえ上がみ君は。そうやって変に色々と気付いちゃうところ。君って本当、先輩とよく似てるわー」

「俺が、その人に似てるんですか……」

「ええ。ソックリよ。ドキドキするくらいに」

　秋月刑事は、潤うるんだ眼まな差ざしで俺の顔を見つめてきた。その表情は艶つややかで、彼女が酔っているせいだとは自分に言い聞かせてみても、必要以上に狼ろう狽ばいしてしまう。

「前に冴さえ上がみ君に話した通りね。先せん輩ぱいは東とう京きよう内ない戦せんの時に亡くなったって聞いてるわ。本当に死んだのかどうか、実のところ死体も出てないから定かではないんだけどね」

「じゃあ何で、秋あき月づきさんはその先輩が死んだって思ってるんですか？　まだどこかで生きてるかもしれないじゃないですか」

「……内戦の前日。あの人は私に言い残したのよ。〝これから自分の行う事が、世界を終わらせてしまうような、途方もない災さい厄やくに繋つながるかもしれない。そうなった時、自分はもうこの世にいないだろう〟って。そしてどこかへ出かけたまま、帰って来なかった。後には、東京内戦という災厄のみが残された」

「その言葉の意味って……どういう事なんですか」

「さあね。私にもわからない。どんな意味があったのか定かではないけれど、先輩は何があっても、生きていれば帰って来る人だった。自分の大切な家族を残して姿を消すような人じゃないの。だから思ったのよ……今度こそ、本当に死んじゃったんだろうなって」

「……」

　重々しい沈黙が訪れる。

　さしもの愛あい架かも、チョコパフェを頬ほお張ばりながら気まずそうに口を閉ざしてしまっている。

　暗くなってしまった空気に気が付き、秋月刑事は笑って見せた。

「いやね。大人おとなが子供に湿しめっぽい話してどうするのって感じだわ」

　秋月刑事は、そう言って、からかうような眼まな差ざしで俺を見やった。

「でもホント、冴上君ったら先輩にソックリで好きになっちゃいそう。どう、何ならお姉さんと結婚しちゃう？」

　そう言って秋月刑事は、わざとらしく自分のシャツを開かい襟きんし、豊かな胸元を見せ付けてきた。

　赤面してたじろいでしまう俺の様よう子すを見て、何な故ぜか隣となりの雪せつ名なが唇くちびるを尖とがらせていた。

「誠せい一いち君は……秋月刑事と結婚したいの？」

「ば、馬ば鹿か！　秋月刑事の冗談に決まってるだろ！」

　昨日の肝きも試しの時の態度と言い、何故だか雪名は、妙みようなタイミングで俺に突つっかかってくる。

　そんな俺と雪名の様子を見ていた秋月刑事は、いっそう悪ノリしてからかってきた。

「あらやだ。私はけっこー本気だったりするわよ～。若いツバメを手込めにするのも良いかも」

　俺は慌あわててしまうが、しかしそのおかげで暗かった空気が払ふつ拭しよくされた。

　しばらくそうして談笑していると、あっという間に時間は過ぎていった。

　会計での支払いは約束通り、秋月刑事が全て引き受けてくれる事になった。

　店を出たところで改めてわかったが……秋月刑事の酔い方は、どうやら俺達が思っていたよりも深刻な様子である。まともに歩く事さえままならず、フラフラと千鳥足で道路を歩いていた。通りすがりのサラリーマンに抱き付こうとしていたところを、何とか俺が襟えり首くびを掴つかんで捕つかまえる。俺達は仕方なく、秋月刑事を送って行く事になった。

　俺は秋あき月づき刑事に肩を貸し、何とか駅前のロータリーまで辿たどり着いた。

　秋月刑事に「自宅まで送る」と申し出たら、「送り狼おおかみされちゃうわ！」と言い出して、嬉うれしそうにキャーキャーとはしゃぎ出した。

　まあ冗談はともかく。

　とにかく「大人おとなだから１人で帰れる！」の一点張りで、秋月刑事は俺達と無む理り矢や理りにでもタクシー乗り場で別れを告つげて帰ろうとしていた。酔った秋月刑事には手が付けられず、俺はやむなく秋月刑事の言う事を聞く事にした。

　俺は疲れ果てて、秋月刑事のタクシーを見送る。

　その横で、愛あい架かと雪せつ名なが話していた。

「いやー……。いつもはイケメンの秋月刑事でも、酔うとあんな風になっちゃうんですねえ」

「フフ。ちょっと意外だったね」

　軽く雑談をした後に駅ホームへ向かい、俺達も帰る事にした。

　愛架と俺は同じ電車で。

　雪名は別の電車だった。

　先にホームにやって来た電車は、雪名が乗る方だった。

　雪名は開いた扉に滑すべり込み、俺の方を振り返った。

「せ、誠せい一いち君……」

「ん？」

　電車が発車するまで、それほど時間はない。

　だが雪名は、扉が閉まる前に、何かを俺に言おうとした。

「あのね……その……今日は楽しかった」

「ああ、そうだな」

「それでね……」

　雪名は何かを言い渋しぶっている様よう子すだった。

　電車が発車するアナウンスが流れた。

　雪名は小さく微笑ほほえんで言った。

「…………ううん。何でもない」

　雪名がそう言うと、電車の扉が閉まってしまう。

　……何でもないはずなどない。

　何かを言おうとして、やはり言うのを止めたのだ。

　雪名が何を言おうとしたのか、俺は気になって仕方なかった。

　何な故ぜなら雪名の表情は────これからどこか遠くへ行ってしまうのではないかと思う程ほどに儚はかなく、寂さびしげだったのだから。

　遠ざかっていく電車を見送り、俺はえも言われぬ不安に駆られた。

「……まさかな。あいつはどこにも行かないって。北ほつ海かい道どう旅行の時にも言ってたじゃないか」
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　家に帰ってすぐに、俺は風呂のお湯を入れた。

　手早く湯船に浸つかりたかった理由は、早く寝たかったからというよりも、実際には考えを整理したかったからだというのが正しい。俺は焼き肉の煙で油臭くなった髪に、シャンプーを泡立てる。そして熱いシャワーをくぐり、一日の汗を洗い流し始めた。

　秋あき月づき刑事の前で……俺はいつも敢あえて知らないフリをしている事がある。

　しかし本当のところ、流石さすがに俺だって感付きつつあるのだ。秋月刑事が「先せん輩ぱい」と呼んでいる人物の正体。確証があるわけではないが、おそらくそれは……

「……親おや父じ……なのか？」

　シャワーを浴びながら、俺は呟つぶやいてしまう。

　────冴さえ上がみ真まこと。

　秋月刑事と同じように、俺と愛あい架かの父親は警けい視し庁ちようの刑事だった。

　部署まで同じであったのかはわからない。だが秋月刑事の言葉や態度から、俺は何となく、秋月刑事は親父の後こう輩はいであったのではないかと思い始めていた。考えてみれば、初めて秋月刑事に出会った赤帽子レツドハツト事件の時も、俺や愛架の境遇を知っているような態度だった。もしも秋月刑事の言う先輩が、俺の親父だとしたなら……今日の話をどう考えたら良いのだろう。

　５年前。

　関東地方で、大規模なクーデター事件が発生した。

　後に〝東とう京きよう内ない戦せん〟と呼ばれる内戦である。

　歴史の教科書によれば、事件の発ほつ端たんとなったのは〝人々の貧困〟である。

　不景気や災害によって、職を失った人々が街に溢あふれ、政治は腐ふ敗はいしていた時代だ。生活に追い詰つめられた民衆は怒り、ついに武器を手に取り、政府施設や街を攻こう撃げきし始めたのである。

　東京23区のあちこちが、東京内戦によって廃はい墟きよの街と化した。今ではそれなりに、関東の街並みは元に戻りつつある。だが、それでも各地に、手つかずの廃墟地帯が点在しているのが実状だった。

　秋月刑事から聞かされた話が仮かりに親父の事であったのだとしたら……東京内戦という惨さん劇げきを引き起こした要因は、うちの親父にあるように思えないだろうか。

「……そんなまさかな」

　赤帽子レツドハツト事件の時に、俺は秋月刑事から東京内戦の真相を聞かされていた。

　日本政府が出資していた国営の大規模研究機関である先端科学機構ネメシス。

　その秘密実験施設が、新しん宿じゆく地下の巨ジ大オ地フ下ロ空ン間トにあった。

　そこでは〝スカラーをエネルギー資源として利用する研究〟が行われており、その結果誕生したのが、変ア革ルのベ石ドと呼ばれる白いビー玉サイズの石である。

　アルベドは物質化する程ほどに高密度凝ぎよう縮しゆくされたスカラーの塊かたまりであり、それ１つで、地球上で消費される数年分に匹ひつ敵てきする莫ばく大だいなエネルギーを生み出す事が出来たらしい。しかもその石はまだ試作品であり、理論的にはもっと巨大なエネルギーを秘めた石の生成も可能であったらしく、研究は盛んに進められていたのだという。

　東とう京きよう内ない戦せんの真実とは、その研究の略りやく奪だつ戦争であった。

　各国がそれぞれの利権と利益を守るために軍を派遣し、東京を舞台に争った戦争。東京内戦とは、日本国民の内戦という隠かくれ蓑みのを纏まとって行われた、小規模な世界大戦だったのである。

　しかしその戦争は、新しん宿じゆくの地下崩ほう壊かいによって終結する事になった。地下深く埋まい没ぼつした先端科学機構ネメシスの実験施設と共に、研究は永遠に凍結される事となったからである。

　歴史の教科書に載のり、しかも国家レベルで隠いん蔽ぺいされている大事件に、ただの刑事でしかない俺の父親が関係しているだなんて、想像の飛躍であるようにしか思えなかった。

「秋あき月づきさん……たしか前、先せん輩ぱいは先端科学機構ネメシスと戦っていたって、言ってたよな」

　先輩と呼ばれる人物は妻を先端科学機構ネメシスに誘ゆう拐かいされ、ずっとその行ゆく方えを追っていた。

　家族を顧かえりみず、ただ一心に仕事に打ち込み、先端科学機構ネメシスへの復ふく讐しゆうを原動力に生きていた。

　……母さんがいなくなって、それから親おや父じが家に寄り付かなくなった。

　考えれば考える程ほどに、秋月刑事の言う先輩という人物の境遇は、俺の親父に似ていた。

　だとしたら母さんは……先端科学機構ネメシスがスカラーの研究を行うための人体実験にされた犠ぎ牲せい者だったというのか。そして親父は、それに復讐を誓った刑事という事になるのか。

「……考えすぎだろ」

　言いながら俺は、シャワーのコックを下ろした。

　温かい湯船に浸つかり、湯気の立ちこめるバスルームの天井を見やった。

「もしもそうだったとしたなら……雪せつ名なはどう思うだろう」

　先端科学機構ネメシスのスカラー研究を取り仕切っていた人物────世紀の天才、羽う鷺さぎ宗そう司じ。

　彼こそが雪名の父親であり、スカラー研究のために、高貴なる血族ノーブル・ブラツドである雪名を、新宿の地下実験施設に幽ゆう閉へいし続けていた張本人である。そして……先端科学機構ネメシスが行っていた数多くの人体実験を取り仕切っていたであろう人物でもあるのだ。その人体実験の犠牲になった中に、俺の母親がいたのだとしたら……雪名は立ち直れない程に傷付くかもしれない。

　俺だってもしかしたら……雪名の事を憎いと感じてしまうかもしれない。

　胸の底を掻かきむしるような、気持ち悪い不安でざわついてしまう。

「……クラスのみんなは、雪名の事を許したのに。今いま更さら、俺だけがそんな気持ちになるなんて、酷ひどい話だ。そんな気持ちになるのは……絶対に御ご免めんだ」

　言いながら俺は、湯船の湯を手で掬すくい、勢い良く自分の顔へ打ち付けた。

　顔から水滴を滴したたらせながら、俺は湯船から立ち上がった。




　　　　■■■




　湯上がりの火ほ照てった身体からだにバスタオルを巻いて、俺は室内をうろつき始める。

　すると食卓で椅い子すに座りながらテレビを見ていた愛あい架かが、慌あわてて騒ぎ出した。

「ちょ、ちょっと、誠せい一いち！　そういう格かつ好こうでうろつかないでって、いつも言ってるじゃん！」

「お前だってバスタオル１枚でテレビ見てる事あるくせに、堅い事言うなよ」

「ううう～……！」

　愛架は何な故ぜか頬ほおを赤くしながら、なるべく俺の姿を見ないように視線を逸そらし始めた。

　何が気にくわないのか、愛架はテレビを早々に消して、自分の部屋へ逃げ出した。

　扉を閉める直前に俺を振り返って、「馬ば鹿か兄！　鈍感！」と喚わめいて扉を乱暴に閉める。

　いちいち兄の格好が気にかかるとは……思春期なのだろうか。

　俺が冷蔵庫から取り出した牛乳をグラスに注ぎ、飲んでいるところだった。

　────家の呼び鈴りんが鳴った。

「……こんな時間に誰だ？　おーい、愛架。出てくれよ」

　バスタオル１枚だったため、俺は愛架に来客対応をお願いしようと考えた。しかしふて腐くされているのだろうか、愛架は自室から出て来ない。

　……困った。

　しかしよくよく考えてみると、この時間に来訪して来る人物と言えば、せいぜい大家か近きん隣りん住民だろう。時々作りすぎた夕飯のおかずを持って来るおばさんなどがいるのだ。逆に、この時間帯にそれ以外の来訪者など経験した事はない。

　……まあ、近所のおばさんとかだったら、バスタオル１枚の格好でも良いか。

　俺は軽く考え、とりあえず玄関の施せ錠じようを開ける事にした。

「はーい。どなたですか？　って。え……？」

　扉を開けたままの格好で、俺は硬こう直ちよくしてしまう。

　玄関先に立っていたのは、あまりにも予想外すぎる人物だったからだ。

　俺達の高校の近くにある、女子校の制服を着ていた。赤色の髪。三つ編みにした髪の束を、前に１本ぶら下げていた。吊つり目気ぎ味みの目元は引き攣つっており、頬ほおは赤く染まっている。

「アン……デレ……さん？」

「いやあああああああああああああ！」

　アンデレは泣き出しそうな顔で、あらん限りの黄色い悲鳴を上げた。

　深夜の来訪者は、大家でも近所のおばさんでもない。

　まさかの、秘密結社に所属する女の子だった。




　　　　■■■




「……それで？」

　思い切り平手打ちされた頬ほおを擦こすりながら、俺は恨うらめし気にアンデレへ問いかけた。

「俺に〝お願い〟があるってのは、どういう用件なんだ」

　俺のベッドの上に腰こし掛かけているアンデレに、俺は粗そ茶ちやを差し出しながら尋たずねた。

　……何やらアンデレは、俺に頼みたい事があって、こんな遅い時間にやって来たらしい。

　しかも我わが儘ままなことに、俺以外に話を聞かれたくないと言い出したのである。愛あい架かに話を聞かれないため、わざわざ俺の部屋に案内し、そこで内ない緒しよ話ばなしのように小声の対話となっている。

　アンデレは俺から湯飲みを受け取って、それをズズズと飲んでいる。

　そうして一ひと息いき吐ついたものの、アンデレは先さき程ほどからソワソワしているだけで、一向に話を始めようとはしなかった。

　落ち着かない様よう子すのアンデレに、俺は嘆たん息そくを交まじえて言った。

「いきなり家に現れたかと思えば平手打ちで、その挙あげ句くに用件を切り出さないって。何がしたいんだよ、君は」

「ひ、平手打ちは仕方ないでしょ！　だってアンタがあんな……あんな破は廉れん恥ちな格かつ好こうで出て来るから……！」

　言いながら思い出したのか、アンデレは再び赤くなって俯うつむいてしまう。

　アンデレは唇くちびるを尖とがらせながら言った。

「わ、私……基本的に男って嫌きらいなのよ」

「そうだったのか」

「だ、だって！　無神経だし、乱暴だし、エッチな事ばっかり考えてるし……！　とにかく最低で不潔な生き物じゃない！」

「いやーあの……別に聞いてないし。それに君の目の前にいる俺も、一応男だという事を忘れないで発言して欲しいんだが」

「……悪かったわよ」

　渋しぶ々しぶと口先だけで謝あやまるアンデレに、俺はもう一度嘆息をする。

「とにかくだ。もう着替えたんだから良いだろ？　さっきは悪かったよ。だからさっさと用件を話してくれるとありがたいんだけど」

「わ、わかってるわよ……うるさいわね！」

　言いながらもアンデレは、相変わらずソワソワとしていた。

　落ち着かない様よう子すのアンデレだったが、ようやく覚かく悟ごを決めたのか、真剣な表情で俺に向かって口を開いた。

「アンタは〝ロムルスの槍やり〟を知っている？」

「ろむる、何だって？」

　俺の返事を聞いたアンデレは、おおよそ俺の理解の度合いを測れた様よう子すだった。

　アンデレは面めん倒どうそうに説明した。

「かつてヨーロッパとアジアにまたがる巨大帝国として栄えたローマ。その古代ローマを建国した創始者が誰なのか、実は歴史的な事実は明らかになってはいないの。プルターク英雄伝に記された伝説では、その創始者の名はロムルスとレムスという兄弟だったとされているわ。ロムルスの槍とは名前の通り、そのロムルスが所有していたとされる槍の事よ」

「そのロムルスの槍っていう話と、俺への用事って、何の関係があるんだよ」

「良いから最後まで話を聞きなさいよ」

　頼み事をしに来たはずのアンデレは、何な故ぜか上から目線で俺に忠告してくる。

　はいはい。わかりましたよ。胸中でだけふて腐くされながら、俺はアンデレの話の続きを聞いた。

「ロムルスはパラティウムという名の丘に、ローマ市を建設したの。この時にロムルスが丘に突つき立てた槍は、不ふ思し議ぎな事に大樹となったわ。それは神の奇き蹟せきだとされて、後にその木はローマの象徴とされるようになった。そしてその木の衰すい退たいと共に、ローマ帝国も潰ついえていく事になるの。ロムルスの槍は、帝国の命運を左右する程ほどに強力な魔ま法ほうがかかった、伝説の槍なのよ」

　アンデレは湯飲みを置いて、告つげた。

「ロムルスの槍は、新しん宿じゆくクレーターの地下に眠っている」

「……は？」

「そういう情報を掴つかんだのよ。クリフォトとかいう昨日の連中は、それを狙ねらっている。そしてディエゴとタデウスは、それを阻そ止ししようとしているの」

「……ちょっと待ってくれ。急に何を言い出してるんだよ、君は」

　俺はアンデレの話す事を懸けん命めいに咀そ嚼しやくしようとしながらも、だが理解が上う手まくまとまらずに言葉尻じりを濁にごしてしまう。俺は唖あ然ぜんとしながらも、何とか口を動かして尋たずねてみた。

「そのロムルスの槍っていうのは、ローマで大樹になったんだろう？　その木が、新宿クレーターの地下にあるっていうのか？　何で日本にそんなものがあるんだ？　そもそもそれって、歴史的根拠のない伝説上の武器の話じゃないか」

「私だって詳くわしく知らないわよ。ただ、他の執しつ行こう官かんは、私に何も教えずに、コソコソ裏で何かやってんの。独自に調べてみたら、そこまでの事がわかったってだけ」

　アンデレは忌いま々いましげに毒づき、肩を竦すくめてみせた。

「……色々と変だと思ってたわ。数の異端ヘテロ・ナンバーや、禁じられた忘却数式ロスト・フオーミユラを扱あつかう反逆者への対処は、通常なら最も寄よりの執行官が当たるものなのよ。それなのに私は今回……外はずされていた。昨日、ディエゴが出てくるまで気付きもしなかったわ。急に予期せぬタイミングで休暇が与えられたから、おかしいとは感じてた」

　ブツブツと言っているアンデレの話を聞いていて、俺は何となく背景だけは理解した。

「つまりこういう事か。新しん宿じゆくクレーターに眠っているらしい伝説の槍やりを巡めぐって、教団とクリフォトが対決しようとしていると。それなのに君は仲間外はずれにされてて、ムカついてると」

「……ま、まあ。そういう事になるのかしら」

　アンデレは少しだけ照れくさそうに頭を掻かいて続けた。

「本来なら私がディエゴに協力して、２人がかりでクリフォトの２人を押さえ込むところよ。それなのにディエゴは１人だけであの２人を相手にしようとしている。このままじゃ、ディエゴが不利なのは目に見えてるわ」

「昨日の２人……椚くぬ木ぎとカラス、だったか。あの２人って、ディエゴでも苦戦するくらいに強い相手なのか？」

「……１人は大した事ないんじゃないかしら。問題なのはもう１人……カラスの方よ」

　アンデレは、表情を険けわしくさせた。

　────カラス。

　昨晩、椚木と共に俺達を襲しゆう撃げきしたナイフ使いの少年だ。この目で戦っている姿を見たわけではないが……確かに今まで目撃したどんな相手よりも異質で、底の知れない危険性を感じさせられた。そしてカラスと相あい対たいしたアンデレは冷静さを欠いて暴走したのだ。

　アンデレが自みずから口にする事はないが、アンデレが外されている理由には見当が付く。

　事情は知らないが、少なくとも昨日の様よう子すを見る限りでは、アンデレとカラスは旧知の仲のようだった。そしてアンデレはカラスと相対すると、冷静さを保てない程ほどの怒りで我を忘れてしまうのだ。教団の誰が判断したのかは不明だが、カラスが相手では、アンデレはまともな戦力にはならないと考えられたのだろう。

　それにしても……俺が知る限り、ディエゴはかなり強力な戦士だ。

　初速３００キロメートル時で動き回る高速の剣士であるディエゴにかかれば、昨日の２人など瞬しゆん殺さつに出来てしまうのではないかとさえ思える。

　そのディエゴが不利という状況が、俺には理解出来なかった。

「カラスって奴やつは、一体何者なんだ」

　俺は思いきってそれを問いかける。

　問われたアンデレは黙り込んだ。

　ただ瞳ひとみの奥に得え体たいの知れない淀よどみをたゆたわせながら、笑いもせずに一ひと言ことで答えた。

「────〝教団殺し〟。今のアイツは、そう呼ばれているわ」

「教団……殺し……？」

「アイツは、私の前任のアンデレを殺害した。紀元前に遡さかのぼる程の長い歴史の中で、生身で執しつ行こう官かんを殺害する事が出来た唯一の化ばけ物ものよ」

　俺は、北ほつ海かい道どう旅行でアンデレに教えられた話を思い出した。

　アンデレというのは、教団の第４執しつ行こう官かんの〝座の名前〟であり、目の前の彼女の本名ではないのだ。教団の執行官になるというのはすなわち、本名を捨てて座の名前に就任する事を意味しているのだという。

　俺の前にいる彼女が、アンデレになる前の前任者。

　そのアンデレは、何者かに殺害されたのだと聞いてはいた。

　まさかその執行官殺しが……あのナイフ使いの少年だったのか。

　俺はここまでの話を聞いていて、今いま更さらながらの疑問を口にした。

「……どうして俺に、こんな話をするんだ」

　アンデレは黙り込んでしまう。

　少しの間があってから、アンデレは上目遣づかいに言ってきた。

「…………私と一いつ緒しよに、今から新しん宿じゆくクレーターに来て欲しいの」

「…………はい？」

「だ、だから！　今から私と一緒に新宿クレーターに来なさいよ！」

「えーっと……」

　言葉を失ってしまう。

　……こんな夜よ更ふけに？

　肝きも試しに行った昨日の今日で、懲こりもせずにまた新宿クレーターへ行くのか。

　俺は呆あきれながら問う。

「……何で今からなんだ？」

「ディエゴが新宿クレーターに潜もぐるのが今からだからよ。クリフォトは今夜行動を開始するそうよ。ディエゴの後を尾行すれば、きっとロムルスの槍やりの場所まで行けるはず」

「そ、そうなのか。……それで？　何で俺が君に同行しなきゃいけないんだ？」

　俺は疑問に思い、尋たずねてしまう。

「一般人の俺なんかよりも、雪せつ名なを誘った方がよっぽど戦力になる気がするんだけど」

「あの子は……教団の敵である災厄の数アルヘトスの１人なのよ。無害そうだからってタデウスも甘く見てるけど、本来なら相あい容いれない間あいだ柄がらなの。助けを求めるなんて論外だわ。それにたぶん……あの子程てい度どの力じゃカラスには敵かなわない」

　雪名でもカラスに勝てない……？　そんなまさか。雪名の使う数秘術アルケニツクの凄すさまじさを知っている俺からすれば、それは笑い飛ばしてしまいたくなるくらいに現実感のない話だった。

　それでもアンデレは、真顔で続けた。

「カラスに勝てる見込みがあるとすれば、それはむしろアンタの方よ、アンチリテラル」

「アンチリテラルねえ……またその言葉か」

　最近、ようやく聞き慣れてきたその単語を口にしながら、俺は嘆たん息そくしてしまう。

「それって何なんだ。タデウスといい、君といい、みんなして俺をそんな風に呼ぶけれど、別に俺には、特別な事なんて何も出来ないよ？」

「私だって聞きかじりだから、詳くわしい事を知ってるわけじゃないけど……アンチリテラルは、数リのテ支ラ配ルを打ち破る才覚を持った特別な存在の事なんでしょう？」

　アンデレは俺の顔を覗のぞき込んで言った。

「前にガウスの迷めい宮きゆうで共闘した時、アンタはとんでもない方法で災厄の数アルヘトスを退しりぞけたし。何て言うか、窮きゆう地ちでの機転が凄すごいって言うか……とにかくあの時みたいに、アンチリテラルとか言われてるアンタさえ一いつ緒しよにいれば、もしかしたらカラスに勝てるかもしれないのよ……！」

「そんな無む茶ちや苦く茶ちやな……」

　今までの戦いは雪せつ名なの協力を得て、何とか運で勝てたようなものばかりだ。

　その運を、教団殺しなどという恐ろしい異い名みようが付いた相手を打ち負かす事に期待されても、俺にはどうしようもない。そもそも俺は、スカラーの異常を視認出来るという霊れい感かんに関して以外、丸っきり普通の高校生でしかないのだ。本来なら戦いとは無縁な生活を送る一般人だ。

「……仮に俺が一緒に新しん宿じゆくクレーターの地下へ潜もぐったとしてだ」

「うん」

「やっぱりそこにはクリフォトの連中もいるわけで、ディエゴや君は、アイツ等らと一戦交まじえるつもりなわけだよな。それって、かなりの危険が付きまとってるわけだろ……？」

「な、何よ、怖こわいわけ？」

「……まあなあ」

　雪名のように強力無比な数秘術アルケニツクを使えるわけではない。

　執しつ行こう官かんのように、主に許された数ロザリア・ナンバーとかいう特とく殊しゆな武器を持っているわけでもない。

　自衛の手段を持たない俺が戦場に放ほうり出されれば、十中八九死ぬ以外に何も出来ないだろう。

　それがわかっていて首を突つっ込むのは、何だか酷ひどく馬ば鹿かな行為に思えた。

「…………じゃ、じゃあ……」

　アンデレは急に瞳ひとみを潤うるませ始めた。

　そうしてベッドから身を乗り出し、床に座っていた俺に顔を近付けてきた。

「え、おい……！」

　アンデレは息がかかる程ほどに近い距離にまで、顔を接近させてくる。

　恥ずかしいのだろう。羞しゆう恥ち心しんを必死に噛かみ殺した赤い顔で、俺を見つめてきた。

　ななな、何だ何だ！

　一体急にどうしたんだ！

　アンデレは震ふるえる声で、懸けん命めいに言った。

「……一いつ緒しよに行ってくれたら、１つだけ何でも言う事聞くって言ったら……？」

「ちょ、ちょっと待て！　落ち着けよ！」

　アンデレは自らの制服の胸元を緩ゆるませながら、泣き出しそうな顔で言った。

「もう私には、手段を選んでる余裕がないのよ！　カラスを殺せるなら私は……何だってしてみせる……！」

　俺はアンデレの肩を掴つかんで、自分から引き離す。

「何を切せつ羽ぱ詰つまってるのか知らないけど、ここ、こういうのは良くないんじゃないのか！」

「……何よ。男はみんな、こ、こういう事ばっかり考えてるんでしょ。私の事だって……好きにしたら良いじゃない……！」

　アンデレはそう言って、ポロポロと涙を溢こぼし始めてしまう。

　もはや滅め茶ちや苦く茶ちやなアンデレの態度に、俺は舌を巻いた。

　爆発しそうな心臓の鼓動を宥なだめつつも、俺は困った。

　……男嫌ぎらいとは言っていたが。

　随ずい分ぶんと男性に関して歪ゆがんだ認識を持っているように思えた。一体この少女は、どういった育ち方をしたのだろうか。ともかく……嫌いや々いやながらも、そこまでの事をして俺を連れ出そうとするアンデレの覚かく悟ごは、どうやら俺が思う以上に相当なものだ。

　俺は少し考えて、そして泣いているアンデレに言った。

「わかった。俺も一いつ緒しよに行くよ」

「……へ？」

　泣きじゃくっていたアンデレは、泣き顔のままで俺を見つめ返す。

　俺は苦笑して答えた。

「……俺も、気になっていた事はあるんだ。新しん宿じゆくクレーターの地下って言えば、まず間違いなく、ロムルスの槍やりがあるのは先端科学機構ネメシスの実験施設跡あとなんだろう？　とっくに埋まい没ぼつしてて、今いま更さら行く事なんて出来ないと思ってたけど……少なくとも教団やクリフォトがそこを目指しているという事は、入れる跡地くらいは残されているって事なんじゃないのか」

　俺は泣いていたアンデレにハンカチを渡して言った。

「東とう京きよう内ない戦せんに無関係じゃないかもしれないんだ、俺もな。それをハッキリさせるためにも、君が言う今夜の行動は、考え方によっては千せん載ざい一いち遇ぐうのチャンスなのかもしれない」

　そう言って俺は支し度たくを始める。

　呆ほうけているアンデレに構わず、俺は手提さげ袋を引っ張り出し、その中に懐中電灯や十徳ナイフを放ほうり込んでいった。

　これから向かうのは、５年前に埋没したはずの巨大地下空間。

　そこへ行くからには、それなりの装備が必要だろうと考えた。




　　　　■■■




　廃はい墟きよ内を突つっ切る道路の街灯はまばらだ。歩いていると、点々と灯ったスポットライトの光を目指して突つき進んでいるようにも錯覚してくる。

　昨日に引き続きやって来た新しん宿じゆくクレーターの冷え込みは、気のせいか酷ひどくなっている。

　虚こ空くうに白く息を刻きざみながら、俺は上着越しに肩を擦こすって歩いていた。

　吹き晒さらし同然の道路には強い風が吹いており、体温は簡単に奪うばわれていく。

　俺は寒さに震ふるえながら、前方を先行して歩いているアンデレに問いかけた。

「来たのは良いけど、ディエゴがこの広大な新宿クレーターのどこにいるのか。当てはあるんだろうな。うー寒っ！」

　一方、制服姿のアンデレは、スカートにニーソックスだけの格かつ好こうだ。前々から疑問なのだが、女子の制服というのは、冬場は寒すぎる仕し様ようになってはいないだろうか。

　寒がっている様よう子すさえ見せないアンデレは、淡々と俺に答えた。

「当てくらい、ちゃんとあるに決まってるでしょ」

　愛あい想そ良く振り向く事さえせず、アンデレは言いながら前進を続けるだけである。

　……何とも心配である。

　新宿クレーターの地下へ行くと言っても、こんな廃はいビルだらけの場所のどこから潜せん入にゆう出来るのか、見てわかるはずなどない。直径４キロメートルにも及ぶこの広大な地で、案内人や情報すらもなく地下への入り口を見つける事など、到とう底てい不可能な話だ。そもそもこの５年間、日本政府からも放置されている無法地帯に等しい場所なのだ。通常の道路や階段などのインフラが整備されているはずもないだろう。入り口を見つけたところで、人間が通れるようになっているのか……甚はなはだ疑問に思う事ばかりである。

　そもそも崩くずれ落ちて埋うもれてしまっているのが確定している実験施設を目指しているという時点でおかしな話ではあるのだが……何だかだんだん帰った方が良いようにも思えてくる。

「────着いたわよ」

　そう言って立ち止まったアンデレに倣ならい、俺も足を止めた。

　周囲の風景を見渡しながら、俺は呆あきれ口調で言った。

「ここって……昨日、肝きも試ししたラディカル製薬の廃ビルじゃないか」

「ええ。地下の入り口って、おそらくここにあるんだと思うわ」

　言いながらアンデレは、自分の鞄かばんの中から銀製のガントレットを取り出す。

　それをアンデレが両腕に装着し始めたところを見ると……ここから先は危険だという事だ。

「行くわよ」

　アンデレは軽く一声かけてくるだけで、そのまま廃ビルへ向かって歩いて行ってしまう。

　昨日と同じように、俺は慌あわててその後を追いかけた。

　またもや割れた窓からビル内に入る。

　そして廊下を進み、突つき当たりの階段フロアへと辿たどり着いた。

　階段は上階と下階に分ぶん岐きしており、昨晩の肝きも試しでは上へ続く道を選んだのだ。そしてそこで、椚くぬ木ぎとカラスに対面したのである。

　アンデレは地下方向へと続いている階段を見下ろしながら言った。

「どうしてクリフォトの２人がこのビルにいたのか。どうして都つ合ごう良く、ディエゴまでこのビルに現れたのか。簡単な事だったのよ。どいつもこいつも、このビルに来る〝目的〟があったからに決まってる」

　アンデレは無表情に断言して、階段の暗がりを下りて行く。

　俺はアンデレの行き先を懐中電灯で照らしてやりながら、その隣となりを並んで歩き始めた。

　懐中電灯の小さな光の円に照らされた中だけが、暗くら闇やみで視認出来る僅わずかな空間だった。

　ほとんど何も見えない、息苦しいまでの暗闇の階段通路に、俺とアンデレの足音だけが反響して遠くに消えていく。

　……建物の下層へと続く階段は、随ずい分ぶんと長かった。

　この周囲一帯の廃はい墟きよは、ほとんど全てが地中へ引き摺ずり込まれて埋うもれてしまっている。

　この廃ビルの下層階もそれは同様であったため、てっきり階段は途中で土ど砂しやなどに塞ふさがれて進めない状況になっているのではないかと、俺はそう思い込んでいた。

　しかし実際には階段はかなり下の方まで通れるようになっていた。

「……信じられないな。廃ビルの埋もれた下層階が、ほとんど無傷な状態で残されてるなんて。しかもこうして行き来するのに苦労もない」

「そうね」

　アンデレの反応は淡泊だった。

　あまり会話にノリ気ではない様よう子すの彼女。

　その雰ふん囲い気きに負けたわけではあるが、俺はそれ以上アンデレに話しかけようとはしなかった。

　２人共黙って歩きながら、どれだけの階を下った頃だろう。

　優に40階層分くらいは下ったのではないかと思うが、いい加か減げん、どこまでも続く階段が俺には不ぶ気き味みに思えてきた。下れば下る程ほど、どこまで続いているのかわからなくて。進めば進む程、深い闇やみの中から引き返せなくなってしまうような恐怖を感じ始める。

　俺が引き返したくなる葛かつ藤とうと戦っている最中、アンデレが突とつ如じよとして足を止める。

　何事かと、俺は傍かたわらのアンデレに恐る恐る尋たずねた。

「……ど、どうかしたのか」

「…………行き止まりね」

　そう言ってアンデレは、階段の下に見えてきた金属の扉を指差した。

　出現した扉の上を懐中電灯で照らしてみると、部屋の名前と思おぼしきネームプレートが飾られている。文字は掠かすれていてよく見えなかったが、近付いて見ると、かろうじて判読出来た。

「…………第37番ホーム……？」

　製薬会社の地下に、まるで駅のプラットホームのような名前が付いた部屋が現れた。

　訝いぶかしんでいる俺に構わず、アンデレはその扉に手をかけた。

「お、おい！」

　開けるのを躊ちゆう躇ちよしていた俺など無視で、アンデレは、開いた扉の向こうへと進んで行ってしまう。話を聞いてくれないアンデレに苦労しながらも、俺はその後を追いかけて扉の中へと駆け込んだ。

　扉の向こうは通路になっており、少し遠くまで続いている様よう子すだった。

　その通路を進んで行くアンデレの背中に追い付いて、俺は周囲に異変がないかを確かめた。

　……かなり地中深くまで潜もぐって来ているのだ。

　酸素は十分にあるのか。崩ほう落らくして生き埋うめになってしまう危険性はないか。不安に思う事が山程ほどある。アンデレは気にしているのか、していないのかわからない態度だが、少なくとも俺の方は結構気を張って進んでいるのだ。

「……何なの、これ」

　アンデレは再び暗くら闇やみの中で、前触れもなく立ち止まった。

　俺も立ち止まり、アンデレの行く手がよく見えるように懐中電灯で照らしてみた。

　……俺も唖あ然ぜんと立ち尽つくしてしまう。

「……地下鉄のホーム……だよな？」

　辿たどり着いた先には、自動改札口のような機械が並んで立っていた。

　その向こうは、地下鉄のホームのような場所になっており、暗いトンネルの向こうへと線路が延びている様子だった。

　動いていない自動改札らしき機械を飛び越え、俺達は地下鉄のホームへと出た。

　試しに駅名の書かれた案内板を周囲に探さがしてみるが、それらしきものは見当たらない。

　案内標識などない地下鉄ホーム。そうとしか言えない場所だった。

「新しん宿じゆくの地下って言えば、昔は都営地下鉄とか走ってたんだったよな。製薬会社の地下を、偶然にも地下鉄が走ってて、俺達が通ってきた通路は連絡通路か何かで……とかかな」

「ただの地下鉄じゃないわね。連絡通路だとしたら、何で改札口みたいなものがあったのかしら。その上、このホームには駅名の案内標識がない。ラディカル製薬専用の地下鉄って考え方が出来るんじゃないかしら？」

　言いながらアンデレは、地下鉄の線路へと飛び降りた。

　俺はホームから、そんなアンデレを見下ろしながら問う。

「……まさかとは思うんだが。もしかして線路を辿ってどこに着くか調べる、とか言い出すんじゃないだろうな」

「そうよ。アンタも早く下りてきなさいよ」

「………………へいへい」

　我ながら馬ば鹿かな事に付き合っている自覚はあるのだが、言う通りに線路へ下りてみた。

　そうして線路を辿たどり、真っ暗なトンネルの向こうへと歩き始める。

　……トンネルがどこへ続いているのかなどわからない。

　そもそもこの廃はいビルの地下が、目的の場所であるのかすらわからない。

　ただ漠ばく然ぜんと廃墟きよに来て、ただ漠然と謎なぞの地下探険をしているというのが現状なのだ。

「本当に、ディエゴやクリフォトの連中は、こんなところに来てるのか？」

　アンデレに聞こえないようにぼやいたつもりだが、静せい寂じやくの暗黒内には、予想外に大きな声となって響いてしまった。

　不ふ機き嫌げんそうにこちらを振り向いているアンデレに疲れながらも、俺はもうしばらくアンデレに付き合ってみる事にした。




　　　　■■■




　どこかから風が吹き込んでいるのだろうか。

　地下空間の構造を理解しているわけではないが、俺とアンデレが歩いているトンネル内には、微風が吹き込んできていた。

　体感では、地上を歩いていた時よりは温かい。

　しかし実際には、吐はき出した息が白くなる程てい度どには冷えていた。

「……どうなってるんだ。新しん宿じゆく地下では地下爆ばく発はつが起きたって言われている割に、地下鉄がこうして壊こわれた様よう子すもなく残ってるなんて」

「知らないわよ。大方、偶然ここが大丈夫だっただけでしょ」

　まさか新宿クレーターの地下に、これだけの長さの地下線路が現存しているなどと、誰が予測していただろう。確かに天井のあちこちが崩ほう落らくしていたりする程度の損そん傷しようは見受けられる。だがあくまでその程度でしかなく、線路内には障害物もない。

　電車が走ろうと思えば、問題なく走れそうなくらいには整然としているのだ。

　このトンネルは運良く壊れなかったのか。それとも相当、頑がん丈じように出来ているのか。

　地下鉄に詳くわしいわけでもない俺には判断が付かないが、少なくともこうして残存しているという事実は、まるで奇き蹟せきのように感じられた。

　呻うなるような風音の中を、俺とアンデレは無言で進み続けていた。

　しかし……それにも限界というものがある。

「なあ、アンデレ。そろそろ引き返した方が良いんじゃないのか？」

「まだよ。きっとこの先に何かあるに決まってるんだから……！」

「とは言えなあ……。線路を歩き始めてから、30分くらいは経たってるぞ」

　圏外になっている携帯電話の時計表示を見下ろしながら、俺は嘆たん息そくしてしまう。

　これだけ歩いているのだから……普通の線路なら、隣となりの駅のホームに辿たどり着いても良い頃ころ合あいではないだろうか。しかし俺達の行方ゆくえには、そんなものが現れる気配はないのだ。

　この線路が本当に５年前の都営地下鉄の路線であったのか、かなり疑わしくなってきていた。

「……ここじゃ、なかったんじゃないのか？」

「……」

「……というか、本当に君が掴つかんできた情報っていうのは正しいのか？　こんな地下鉄の線路を歩いてても、クリフォトの２人組や、伝説の武器とかいうのに辿たどり着くような気配なんて全然してこないけど」

「い、いちいちうるさいわね」

　そう言ってはいても、アンデレ自身も自信がないのだろう。少し体てい裁さいが悪そうにしながら、歯切れ悪く答えた。

「……間違いないはずよ。だって、タデウスとディエゴが話しているのを聞いたんだもの。今夜、新しん宿じゆくクレーターへ向かう。そしてクリフォトがロムルスの槍やりを手に入れるのを防ぐ。そこまでの情報に偽いつわりはないはずよ。……まあ、確かにアンタが言う通り。現場がここなのかって言われると、私にもわからないけど」

「……盗み聞きが情報源なのか」

「そ、そうよ。悪い？」

　アンデレは拗すねたように唇くちびるを尖とがらせつつ、俺の方を振り返った。

　そして……立ち止まった。

「何だよ、また立ち止まって。今度は何なん────」

「シッ！　静かに！」

　アンデレの手の平が、俺の唇を塞ふさいでくる。

　無む理り矢や理り言葉を呑のみ込まされて、俺は舌を噛かんでしまいそうになった。

　アンデレは頭上の暗がりを目線だけで見上げながら、周囲の気配に気を配っている様よう子すであった。急にアンデレがそうした理由に、俺もすぐに気が付いた。

「……何の音だ、これ」

　遠くから微かすかに。

　最初は風音に混じっていたためわからなかったが、一定のリズムが聞こえてきている。

　カタンカタン……　カタンカタン……

　アンデレと俺は、その音に聞き覚えがあった。

　その音の正体を理解する事は簡単だったが、改めて自分の耳を疑う他になかった。

　俺は血の気を失いながら、その場で断定する。

「…………まさかとは思うけど……電車が走って来る音なのか……！」

　徐々に近付いて来るその音は、もはやハッキリと認識出来る程ほどに鮮明だ。

　そんな馬ば鹿かな！

　５年前に埋まい没ぼつしている地下鉄なのだ！

　一体誰が運行している！　誰を乗せている！

　やがて俺達の後方、歩いてきた方角から、眩まばゆい２対の光源が現れる。暗いトンネルの中を鮮明に照らし出すその強い光は、線路上に立つ俺とアンデレの影を、長く地面に刻きざみ付けた。電車のヘッドライトである。

　疑いようもない────現実に謎なぞの電車が走って来ているのだ。

「まずい！　線路から離れよう！」

「何言ってんのよ。ようやく手がかりになりそうなモノにご対面出来たのよ」

　逃げ出そうとする俺とは裏腹に、アンデレは不ふ敵てきに微笑ほほえんでいた。

　走ってくる電車の正面に向かい、アンデレは静かに歩き始めた。

　電車は速度を落とす事もなく、猛スピードで突進してくる。電車に人間が撥はねられればどんな惨さん状じようになるのか。子供にだってわかりそうな事だ。それでもアンデレは構わず、無む謀ぼうにも電車に立ち向かって行く。

「まずい！」

　俺が叫んだ時には、もはや手遅れの間合いである。

　電車は数メートルの距離にまで近付いており、俺とアンデレは轢れき殺さつされる場所に立っていた。

　だが慌あわてた様よう子すもなく、アンデレは手の平を電車に向けてかざした。

「止まれ」

　命じる。

　アンデレの手の平に接触した電車の車体は、前触れもなくいきなりその場で停止して動かなくなる。それは急ブレーキなどというような、生なま易やさしい停止ではない。停止するまでに必要な制動距離すらもなく、電車は時間を止められたかのように、その場で磔はりつけになって動かない。

　俺は呆ぼう然ぜんとしながら、手の平をかざしただけで電車を止めてしまったアンデレを見守る。

　────絶対停止。

　アンデレが両手に装着しているガントレットには、そうした能力が秘められている。

　確か────〝磔の腕アレーテイア〟と呼ばれる代しろ物ものだったはずだ。

　雪せつ名なから以前聞いた説明によれば、アンデレのガントレットは、触れたモノの運動エネルギーを位置エネルギーに変換しながら消費させる事が出来るらしい。つまり触れた物体の動きを、その場で磔のように〝停止〟させてしまう効果を持っているのである。

　やっている事は雪名の数秘術アルケニツクと原理は同じで、数値ステータスの書き換かえだ。

　ただし執しつ行こう官かん達は雪名のように、〝任意の数値〟を改かい竄ざんする事は出来ないようだ。

　執行官は、集数媒体アーテイフアクトと呼ばれる道具を使わなければ、数値ステータスの書き換えが行えないらしい。執行官が使っているのは特に主に許された数ロザリア・ナンバーと呼ばれる特とく殊しゆな集数媒体アーテイフアクトであるのだと、明あく津つから聞かされた事はあるのだが……まあようするに、武器である。

　効力を発動したアンデレのガントレットは青白いスカラーの光を発し続けている。

　アンデレは悠ゆう然ぜんと、止まった電車の正面を撫なでていた。

「……正面から突つっ込んでくる電車の動きを、難なく止めてしまうなんて。……君、実はすごい執しつ行こう官かんだったのか？」

「色々と引っかかる賛辞ね」

　アンデレは不服そうに言った。

　静止した電車を観察するべく、俺は先頭車両の側面へと回り込んでみた。

　……昔見た事がある、都営地下鉄を走っていた車両と同じに見えた。

　先頭車両にだけは電灯が灯っていたため、外から車内の様よう子すが確認出来るのではないかと期待していたが、窓は全て油汚れのようなもので曇くもってしまっており、透明度は低かった。

「……死んでしまったのか……？」

　自問してしまう。

　猛スピードで走っていたものが、いきなり停止してしまったのだ。そのおかげで俺やアンデレは轢ひかれずに済んだものの、もしも中に人が乗っていたなら……車内で投げ出されて、壁かべに衝しよう突とつして即死しているかもしれない。電車に慣性の法則が働いていたとするなら、おそらくその事態は避けられなかったはずだ。

　しかし、こんな廃はい線せん同然の地下鉄を走っている電車だ。

　果たして中に誰か乗っていたとしたなら……それは普通の人間なのか……？

「…………これは！」

　思わず俺は、電車側面にスプレー描きされていた文字に目を見はる。

　────数式だった。

　その意味は理解出来なかったものの、複雑な数式が車体に描き込まれている。数式にはまだうっすらと、青白いスカラーの輝きが宿っていた。まるで暗くら闇やみの中で灯るネオンの管のようだ。

「…………嘘うそ。もしかして、誠せい一いち君なのかな」

「！」

　あまりにも聞き覚えのある少女の声が、俺に問いかけてきた。

　次の瞬しゆん間かん、電車の扉が開く。

　扉の向こうから姿を現したのは、白髪の少女だった。私服のコートにスカート姿。そして腰こしには無ぶ骨こつな鎖くさりが巻き付けられている。片手には、分厚い辞書のような本を手にしていた。

「…………雪せつ名な……？」

　夢なのではないかと思った。しかし見間違いなどではない。

　つい数時間前に、一いつ緒しよに夕飯を食べていた。一緒に帰った。そして駅のホームで別れたはずの、クラスメイトの少女────羽う鷺さぎ雪名だった。

　雪名と俺は、予想外な場所での再会に驚きゆう愕がくしてしまう。

　お互いに間が抜けた顔で見つめ合い、目を瞬またたかせながら立ち尽つくしてしまっていた。

　アンデレも、電車内から現れた雪せつ名なに気が付くと、捲まくし立てるように尋たずねる。

「なな、何よ、どういう事？」

「────それはこちらの台詞せりふだ、アンデレ」

　雪名に遅れて、もう一人の人影が先頭車両の扉の向こうに立っていた。

　オールバックにした黒髪。鷹たかのように険けわしい目付き。漆しつ黒こくの喪も服ふくを着込み、片手にはギターケースを提さげている。長身痩そう躯くのその男に会ったのは、つい昨日の事だ。

　アンデレは苦にが々にがしく、その男の名を口にした。

「……ディエゴ……！」

　ディエゴは厳しい顔で、ただ俺とアンデレを見下ろし続けていた。




　　　　■■■




「ほほう。これはこれは」

　暗くら闇やみのトンネルを歩きながら、椚くぬ木ぎ殺刺ころしは細く笑んだ。

　愉快そうにしている椚木を横目にしながら、しかし傍かたわらを歩くカラスは黙っていた。

　椚木の両眼の前には、赤い光で形作られた魔ま法ほう円えんのようなものが漂ただよっていた。

　そこに映うつり込んでいる遠くの俯ふ瞰かん映像を覗のぞき込みながら、椚木はニヤ付いている。

「カラス君も見てみますか？　配下の死し霊りようを使って、彼等らを追跡させているのですよ。これはその、追跡中の死霊からの視界映像ですよ」

　そう言って椚木は、目前に漂う魔法円を指差してカラスに尋たずねた。

　カラスは何も答えず、無言で首を横に振るだけだった。

　まるで愛あい想そうがないカラスの反応を、椚木はつまらなさそうに笑い飛ばすだけだった。

　椚木が覗き込む死霊の視界映像には、電車の先頭車両に乗り込んでいく誠せい一いちとアンデレの姿があった。２人が電車に乗り込むと、再び電車は何事もなかったかのように動き始めた。

　彼等は合流したのである。

　その事実を目もく撃げきし、椚木は唇くちびるを舐めながら嬉うれしそうに呟つぶやいた。

「これは面おも白しろくなってきましたなあ。楽しくなってきましたなあ。戦闘タイプの執しつ行こう官かんが２人に、高貴なる血族ノーブル・ブラツドが１人。これは久しぶりに、痛くて苦しい、殺し合いが出来そうです」

　椚木が呟き終わると、椚木の眼前に漂っていた赤い魔法円も消え去る。

「無事にアンチリテラルは食い付いてきた。そして入り口の鍵かぎとなる高貴なる血族ノーブル・ブラツドもやって来た。全ては博士の計画通り。これで全ての役者は揃そろいましたね、カラス君。後は目的のものを手に入れ、彼等とたっぷり遊ばせて貰もらいましょうか。フフフフ」

「……」

　何も答えず、カラスは椚くぬ木ぎの隣となりを黙々と歩くだけだった。

　暗くら闇やみのトンネル内に、すすり泣きのような風音が通り過ぎて行く。

　椚木の腰こしから提さげられた６本の湾わん曲きよく刀とうが、カチャカチャと音を立てている。

　深い闇やみの底へと続く穴の中に、殺さつ戮りくの予感を潜ひそめた音が、いつまでも木霊こだまし続けていた。






Phase3：埋葬されしダイソン環







　石を投げ付けられた。

「おい、アバズレ女！　こっち見ろよ！」

　髪を掴つかまれ、引っ張られた。

「痛いっ……！　やめてください……！」

　私は泣き出しそうになりながら、必死に涙を堪こらえて懇こん願がんした。

　いつも私を嬲なぶってくるのは、年上の少年達だった。いずれも教会の近くに住んでいる子供達で、いつも通り、お使い帰りの私を見つけてはおもちゃにするのである。

　レンガ造りの街並みの裏路地へ連れ込まれ、そこで私は羽は交がい締じめにされてしまっていた。

　リーダー格のいじめっ子が、石を握りながら私の顔を覗のぞき込んできた。

　視線を逸そらす私の反応を楽しんでいるのだろう、嬉うれしそうに微笑ほほえんでいた。

「この前聞いたんだぞ。お前、元々はどっかの国の売春宿にいたんだろ？」

「……！」

　絶句してしまう。

　その事は、この街に来てからはずっと誰にも話した事がない事情だった。

　誰が漏もらしたのだろう。神父様ではないだろう。ならばパスポートを偽造してくれた技師の周辺か。それとも身辺の手配をしてくれたおばさん達だろうか。

　ともかく、自身の身の上を看かん破ぱされた私は、絶望で硬直してしまうだけだった。

　唇くちびるを震ふるわせて青ざめている私の様子を、肯定と見なしたのだろう。

　少年達は纏まとわり付くような下げ卑ぴた視線を、私の全身に投げかけてくる。

「コイツ、俺達より年下のくせに、もう男を知ってるんだぜ」

「やっぱり移民の女は野や蛮ばんなんだなあ」

「どうするよ、コイツ。売春婦がいちょまえに修道服なんか着て、シスターやってるんだぜ」

「売春婦が聖職に就ついてるなんざ、我が国の恥だろ。おい、お前等ら……脱がしちまえ」

　一声の号令と共に、少年達は私の上に覆おおい被かぶさろうと躙にじり寄ってくる。

　押し倒されたら、そのまま何をされるかわかったものではない。

「へへへ。良いじゃねえか。どうせ売春宿でも客取ってたんだろ。俺達も楽しませろよ」

「そんな事してません！　私はあそこで医者の手伝いをしていただけで、そういう事なんて、１度もした事ありません！」

「嘘うそつくんじゃねえよ！」

　頬ほおを殴なぐられた。

　その痛みを噛かみ締めながらも、私は殴り付けてきた男の脇わきが空いたのに気付き、そこへ身体からだを滑すべり込ませた。少年達の包囲網をすり抜け、私はそのまま、命いのち懸がけで教会まで駆け出した。

「おい、待て！　そいつを捕つかまえろ！」

「逃がすな！　追え！」

　背後から、私を捕とらえろという声が聞こえてきた。

　間もなく、少年達の鼻息荒い呼吸が近付いて来るのが聞こえてきた。

　私は路上市場の人通りが多い場所を選んで、そこを駆け抜ける。

　昼間の太陽の光が、レンガ造りの道を照らし出す穏おだやかな日常の風景。

　だが私にとってこの街は、毎日が地じ獄ごくの日々だった。

　少年達の追跡をかわし、何とか私は、今の住すみ処かである教会へと辿たどり着いた。

　扉を押し開け、中に入ってすぐに錠じよう前まえを閉めた。

　────ここまで来れば、もう安全だろう。

　息を切らしていたため、しばらく私はその場で呼吸を整え続けていた。

　教会の扉から先には、直線的に赤い絨じゆう毯たんが敷しかれていた。礼拝席はその脇わきに整列している。絨毯の先には祭壇があり、ステンドグラスで出来た壁へき面めんには、大きな十じゆう字じ架かのレリーフが飾られていた。

　心臓の動どう悸きが収おさまってくると、私はようやく歩き出す。

　絨毯の上を、礼拝堂の十字架に向かって進む。

　……買い物カゴは落として来てしまった。

　……いじめっ子達には、自分の生おい立ちを知られてしまった。

　力なくその場で両膝ひざを折り、跪ひざまずいてしまう。

　そうして十字架を仰あおいでいると、涙が出て来た。

「……うっ……ううっ……！」

　泣き出した顔を修道服の裾すそで隠かくし、私は泣き声を押し殺すように、静かに泣き崩くずれた。

　肩が震ふるえる。

　……両親は幼い頃に、マフィアの襲しゆう撃げきによって殺害された。

　幼かった私はそのまま誘ゆう拐かいされ、売春宿に売られたのだ。そこで客を取らずに済んだのは、風俗街で違法な堕だ胎たい手術を行っていた、闇やみ医者の助手としての立場を確立出来たからなのだろう。その流る転てんの末に辿たどり着いたのが、この辺境の街の教会だったのである。

　最初から真まっ当とうな生活とは縁遠い人生だった。

　いじめっ子達に罵ののしられれば、それを否定出来ない自らの生涯が惨みじめだった。

　家族も。家も。生きている意味もない。行く当てもない。

　ただ孤独で、苦しむだけの毎日。

　それは自分に取って、どこにいても変わらない、不変のものであるように感じられていた。

「泣いているのか？」

　私が泣いていると、無人だと思っていた礼拝堂に、予期しない人の声が現れた。

　少年の声だった。

　気が付けば、私が泣いているすぐ隣となりの礼拝席には、仰あお向むけに寝転がっている少年がいた。

　席の上で寝そべっているのは、白カフスのキャソックを着ている、神父の格かつ好こうをした少年だった。神父姿とはいっても、それは上半身だけであり、下半身はラフなジーパン姿である。

　不揃ぞろいな黒髪。鋭利な眼まな差ざし。感情の起伏が見られない冷たい表情だった。

　水を満たしたバケツが席の足元に置かれているのを見るに、どうやら雑ぞう巾きん掛がけをサボっているところのようだ。

　頭の後ろで腕を組んで、寝そべった少年はじっと天井を見上げているだけだった。

「……あなたは確か……」

　見覚えがあった。

　つい最近、アンデレ神父が教会に連れて来た新しい候補生であり、孤児仲間の少年である。

　名前が風変わりだったため、新しん参ざんの少年の顔とは言え、覚えていたのだ。

「……カラスさん？」

「カラスでいい。さん付けで呼ばれるほど、出来た人間じゃない」

　カラスは私を見向く事もしていないのに、私の外見について言及した。

「殴なぐられたのか。酷ひどい顔だぞ」

　言われて私は、殴られた頬ほおに触れてみる。

　腫はれているのだろうか、触ると熱い痛みが皮膚の下で疼うずいている。それに、唇くちびるを切っていたのだろう。僅わずかに出血していた。泣いていた私は、慌あわてて殴られた事を誤ご魔ま化かそうと、血を指で拭ぬぐう。外で揉もめ事を起こしたと神父に知られたら、この教会を追い出されてしまうかもしれない。そんなのは嫌いやだった。元のあの場所に戻るのは２度と御ご免めんだった。

　それでも……この生活が辛つらい事にも変わりなかった。

「神様を信じているか？」

「……え？」

　天井を見上げながら、カラスは独ひとり言のように問いかけてくる。

　教会で。神父の格好をした少年が、修道女の格好をした私に、それを尋たずねてくるのだ。おかしくて意図不明な質問ではあったが……私は涙を流しながら、視線を鋭くして答えた。

「……知りません。いるならどうして、いつも私の事を助けてくれないの……！」

「なるほど」

　カラスはようやく、その場で上体だけを起こした。

「買い物帰りだったんだろう？」

　カラスは私に問いかけながら、席を立った。

　そしてバケツの後ろに隠かくれていた買い物カゴを取り出し、それを私に手渡してきた。

「……これって！」

「さっき拾った。うちの教会の名前が入っていたからだ」

　拾ったと言っても……一体いつの間に拾ったというのだ。

　私はこの教会まで、全力疾しつ走そうで駆けて来たのだ。私よりも早く駆けて来ない限り、拾って私の先回りをするのは不可能だ。カラスが何をどうやって、この買い物カゴを回収して来たのかはわからなかった。

　しかし私は、当然のお礼を口にする。

「これ、さっき私が落として来てしまったものです！　拾ってくれてありがとうございます！」

　買い物カゴの中身も無事だった。これで夕飯の食材を切らす事もないだろう。

　カラスは何も言わず、私に背を向けた。

　ジーンズのポケットに手を差し入れながら、そうやって礼拝堂を去って行こうとする。

「……良かったな。お前を助けてくれる神は、まだ死んではいないようだ」

「……！」

　カラスの言葉に、私は唖あ然ぜんとしてしまう。そうして私は買い物カゴを持って佇たたずんでいた。

「……待って！」

　私が呼び止めると、カラスは静かに歩みを止めた。

　振り向かないカラスの背中に向かい、私は高鳴る胸を抑おさえながら言った。

「わ……私の名前は〝リズ〟って言います。あの……本当にありがとうございました」

　カラスは私の名前を聞いていたのか。

　反応がないためわからなかったが、そのまま黙って礼拝堂から姿を消した。

「……ありがとう」

　久しぶりに微笑ほほえんだ気がした。

　固くなった表情で、上う手まく笑えていたのかはわからない。

　けれどその時の私の胸は、確かに温かい気持ちに満たされていたのを覚えている。




　　　　■■■




　車両内は向かい合って座る通勤電車の座席配置になっていた。

　俺と雪せつ名なは並んで座り、その向かいの席には……仏ぶつ頂ちよう面づらのディエゴと、ふて腐くされた様よう子すのアンデレが座っていた。雪名は元気なく俯うつむき、ディエゴは古びた地下鉄の地図を開いて眺ながめている。誰も喋しやべろうとしないため……空気が重々しくて居心地が悪かった。

　走る電車に揺ゆられながら、車輪がレールを踏み締めていく音に耳を澄ませていた。

　どうやらこの電車は、雪名の数秘術アルケニツクによって通電されており、周囲のスカラーを電力に変換する数式で動かしているらしい。どこで行き止まりになっているのかもわからないトンネルを走っているのに、運転席に人がいないのが心配だったが、どうやらディエゴはこの地下空間について詳くわしいようだ。しばらくは低速で走り続けていれば、大丈夫なのだと言う。

　隣となりの席でずっと俯うつむいたままだった雪せつ名なが、ふと苛いら立だった口調で問いかけてきた。

「……どうして誠せい一いち君は、アンデレさんと２人っきりでこんなところに来たのかな」

「どうしてって……」

　言い淀よどんでしまう。俺が危険地帯にわざわざ首を突つっ込んできたから、雪名は怒っているのだろうか。しかし……どことなく雪名の怒り方は奇き妙みように思えた。

「……誠一君とアンデレさんは、仲が良いの……？」

「仲が良いかって……別に悪くはないと思うけど。それがどうかしたのか」

「……ううう～」

　何やらモジモジしている雪名は、固く瞼まぶたを閉ざしながらブンブンと首を左右に振っている。

「さ、さっきから何なんだよ」

「べ、別に何でもないよ！」

　雪名はふて腐くされた顔ではあったが、頬ほおを赤く染めていた。そして、そっぽを向いてしまう。
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　逆に俺からも、雪せつ名なに対して問いかけてみた。

「……雪名こそ、どうしてこんな地下空間の探たん索さくにディエゴと駆り出されてるんだ？」

「それは────」

「こちらから答えさせて貰もらおう」

　俺の質問に答えたのは雪せつ名なではなく、意外にもディエゴだった。

　ディエゴは愛あい想そ笑いを浮かべる事もなく、相変わらずの険けわしい顔付きで話を始めた。

「今回のクリフォト討とう伐ばつ作戦において、教団は羽う鷺さぎ雪名へ協力を依頼したのだ」

「……教団の任務遂すい行こうのためとは言え、〝無限〟の災厄の数アルヘトスである羽鷺雪名へ協力を仰あおいだですって？　いつかは葬ほうむるべき敵と共闘なんて、正気なの？」

　ディエゴを皮肉るように、アンデレが野や次じを飛ばしてくる。

　しかしディエゴは、そんな野次に怯ひるむ事もなく続けた。

「生あい憎にくと、戦力を当てにしていた第４の執しつ行こう官かんは、マティアの判断によって作戦に起用する事が禁じられてしまっていたのでな」

　ディエゴはさりげなく、作戦から外はずされたアンデレの事を皮肉った。

「タデウスがその代替えに〝炎ほのおの符ふ術じゆつ士し〟を傭よう兵へいとして雇やとってくれる手て筈はずだったが、それも知っての通り叶かなわなかった。この国で調達出来て、尚なおかつクリフォトの術者達に対抗し得る高い戦闘能力を持っている人物と言えば、羽鷺雪名しかいない。それに、今回の彼女には〝特別な役割〟もある。これは現場判断による行動だ。非難される謂いわれはない」

　憎々しげにディエゴを睨にらんでいたアンデレだったが、言葉を静かに呑のみ込んで黙る。

　俺はディエゴに尋たずねた。

「……ディエゴ。あんた程ほどの強力な執行官でも、１人じゃ立ち向かえないくらい、クリフォトの２人は強いのか？」

「……」

　ディエゴはしばらく沈黙した。

　だが静かに語り出した。

「冴さえ上がみ誠せい一いち、それにアンデレ。ここまで首を突つっ込んでしまったのだ。もはや４人で共闘せざるを得ないだろう。貴様達にも敵の情報を開示しておこう」

　そう前置きして、ディエゴは俺の顔を覗のぞき込んで語り始めた。

「まずは来くる栖す真ま意いを〝集合〟のアルヘトスに仕立て上げた男、椚くぬ木ぎ殺刺ころしだ。奴やつがクリフォトに所属するに至った経けい緯いは不明だが、それ以前の経歴なら明確だ。奴は中国の秘密刑務所に収しゆう監かんされていた受刑者だ。罪状は複数。主な収監理由は、１２２人の売春婦を殺害した大量殺人の罪。奴はいわゆる快楽殺人鬼だ。刑期は１３２０年。まず生きている内には、外へは出て来られなかったはずだ」

　椚木という男の壮絶な犯罪履り歴れきを聞いた俺は、耳を疑ってしまう。

　昨晩出会った礼儀正しい口調と態度からは、決してそんな残ざん虐ぎやくな人物だとは思えなかったのだが……俺は疑問を口にした。

「……刑期が１３２０年あるのに、今この国で外を出歩いているって事は、脱だつ獄ごくでもしたのか」

「収しゆう監かん中にクリフォトからスカウトされて自由の身になったのだという情報もあるが、証言した囚しゆう人じんは何者かに殺害されて口くち封ふうじをされている。もはや何もわからなかった。しかし脱獄という可能性がないわけではない。なにせ奴やつは〝死霊使いネクロマンサー〟だ」

　……漫画などでしか聞かないような単語の登場である。

「ネクロマンサーって……確か死体を操あやつったりする術者の事か」

「最近の言い方で言えば、忘却数式ロスト・フォーミユラの使い手だ。現代数学で数式化されていない数式、つまりは禁タ字リ刻ズ印マというものを媒ばい介かいにして行使する数秘術アルケニツクの一種だ。人間の生命は尽つきる際に、人体からスカラーを放出するらしい。そのスカラーを捕とらえ、人体の外で再構築する事によって〝死し霊りよう〟を造り上げる技術なのだと聞いている。造り上げた死霊を配下にし、自在に操る術。それこそが椚くぬ木ぎの使う死霊術ネクローシスだ」

「死霊を造って、死霊を操る術か……」

　俺は昨晩の肝きも試しで、椚木が操っていた赤いスカラーの腕を思い出した。

　おそらくあれこそが、椚木が造り上げた死霊だったのではないだろうか。

　あの神しん出しゆつ鬼き没ぼつの腕の力があれば、刑務所から脱獄したという話にも信しん憑ぴよう性はある。

　事実はどうあれ、椚木殺刺ころしという元連続殺人鬼が相手の１人だという事で、すでに俺のメンタルは怯おびえ気ぎ味みであった。

　顔色が悪い俺の様よう子すを、ディエゴは鋭く睨にらみながら続けた。

「そして……カラス。あの少年が現れたからこそ、今回の任務は私１人の手には余るだろうと判断した。羽う鷺さぎ雪せつ名なに協力を要よう請せいした理由の１つは、奴がいたためだと言える」

「……」

　ディエゴの言葉を耳にしながら、アンデレは爪の先を噛かんで落ち着かない様子だった。

　カラス────〝教団殺し〟と呼ばれる、冷たい眼めをした少年だった。

　ディエゴは不ふ機き嫌げんそうなアンデレを一いち瞥べつするだけで、話を止めなかった。

「奴の経歴は……椚木に輪をかけて異常なものだ」

「どういう事なんだ」

「……奴は元々、中東の戦場を渡り歩いていた少年兵だった。ゲリラが誘ゆう拐かいした少年を麻薬漬けにして戦士に育てる事は、そんなに珍しい事例ではない。ただ国籍が東洋系と思われるカラスが、どうしてそういう環境で育つ事になったのかは誰にもわかっていないのが現状だ。奴は当時、戦場で〝殺人の天才パーフェクト・マーダー〟と呼ばれて恐れられていた。世の中に数ある才能の中でも、人殺しという禁きん忌き的な技術に関して非凡な才能があると言われていたのだ。何な故ぜなら、カラスは普通の兵士とは思えない程ほどの戦果を、単独で上げ続けていたからだ」

　ディエゴは嘆たん息そくを漏もらした。

「かつて米軍が、ゲリラ殲せん滅めつのために市街へ侵攻したナイトブレード作戦。カラスは米軍の６つの小隊を、単独で退しりぞけたと言われている。しかも銃を使わず〝ナイフだけで〟だ」

「まさか……普通の人間にそんな事が出来るのかよ……！」

「事実かどうかは判明していない。しかもそれだけではない。まるで伝説のように語り継がれている話だが、カラスは単独で敵対ゲリラの集落を壊かい滅めつさせたとも聞いている。戦闘ヘリを、ナイフだけで撃げき墜ついしたなどという噂うわさまである。どの話も、にわかには信じられないようなものばかりだが……事実、奴やつは執しつ行こう官かんを殺害した経歴を持っている」

「その上、アイツは災厄の数アルヘトスでもあるわ」

　ディエゴを補足するように呟つぶやいたアンデレの言葉に、俺は耳を疑ってしまう。

「……冗談だろ？」

　俺に答えたのは、アンデレではなくディエゴだった。

「冗談などではない。奴はある日を境に、災厄の数アルヘトスとしての覚かく醒せいも果たしている」

　言われてみれば、昨晩のカラスとアンデレの攻防の際、正体不明の赤い輝きがカラスから発せられたのを覚えている。しかしあの時は、カラスが何をしたのか、まるで理解出来なかった。

「カラスが災厄の数アルヘトスだって言うなら……一体アイツは、どんな数を操あやつっているんだ」

「────零ゼロ」

「……ゼロ？」

「偶数の１つであり、正数と負数の境界となる数だ。カラスはその〝零ゼロ〟を操る災厄の数アルヘトスだ。その情報以外には、マティアから何も聞かされていない。零を操る力がどういった性質であるのかは未知数だが。とにかくカラスにだけは注意しろ」

　……注意しろと言われても。そんなベラボウな相手にどう対処すれば良いのかなど見当も付かなかった。話を聞いている限りでは、カラスと椚くぬ木ぎを相手に勝てるような気はしないが……ディエゴに果たして勝算はあるのだろうか。

　ディエゴは一ひと通とおり語り終えたのか、それだけ言うと腕を組んで黙り込む。

　一方のアンデレは、不ふ機き嫌げんそうにディエゴの横顔を睨にらんでいるだけだった。

　何やら険悪な雰ふん囲い気きの執しつ行こう官かん達を見やりながらも、俺は隣となりの雪せつ名なに向き直った。

「……戦う仕事なんだぞ。そんなの、引き受けて良かったのか」

　それが心配だった。

　おそらく雪名は、俺とアンデレが聞くよりも先に、ディエゴから今の情報を聞かされていたはずだ。そんな危険な相手と戦う事を承知で、雪名が自発的にこの場にやって来たのだとは到底思えなかった。もしかして、教団に弱みを握られていたりするのだろうか。

　そうだとしたら俺は、何とか雪名の気持ちを守りたい……！

　少ししてからポツリと、雪名は言った。

「……気になっていた事があったの」

「気になっていた事？」

　雪名は小さく頷うなずいて、話を続けた。

「北ほつ海かい道どう旅行の時。私は誠せい一いち君達と一時的に別行動をしていたでしょう？　私はあの時……クリフォトの稲いな瀬せ果か穂ほさんから、変な事を言われたの。本当に新しん宿じゆくの地下には、実験施設なんか存在したのかって。本当に私は、そこで生活をしていたのかって。……あの施設の中しか知らなかった私は、稲瀬さんの問いかけに答える事が出来なかったんだよ……」

「本当に新宿地下に、実験施設があったのか……？」

「クリフォトは、確かに来くる栖すさんや黒くろ枝えさんをアルヘトスにした悪い人達だし、許せないよ。でも私がここへ来たのは、彼等らを殺したいからじゃない。もしかしたらまだ……東とう京きよう内ない戦せんには私が知らなかった事実が隠かくされてるんじゃないか。その不安を確かめたかったから」

「……」

「私……本当に羽う鷺さぎ雪せつ名ななのかな。何だか自分が、本当は自分じゃないような気がしてきて、すごく不安に感じるんだよ。この気持ちに堪たえられなくて、私はここに来たんだよ」

　雪名の独白を聞いていた俺は、妙みように納得してしまう。

　何な故ぜなら俺も、雪名と似たような理由でこの場にやって来ているのだから。

「……俺がここへ来た理由も、お前と似ているよ」

「え？」

　雪名は不ふ思し議ぎそうに、俺の顔を見つめ返してきた。

「俺の親おや父じ……東京内戦で行方不明になってるんだけど、たぶん死んでるとは思う。まだどこかで生きてるんじゃないかって、そう期待しているわけじゃないんだけどさ。そんな親父が、東京内戦に、何かしらの形で関係していたかもしれないんだ」

「……誠一君の……お父さんが？」

「ああ。でも本当に関係していたのかはわからない。だからそれを確かめたくて、俺はここに来た。新宿クレーターの地下には、まだ俺達が知らない東京内戦の真実が隠されてるのかもしれない。そう思うんだよ」

「……誠一君」

　俺と雪名の話を聞いていたのだろう。ディエゴが話しかけてきた。

「なるほど。これで冴さえ上がみ誠一がこの地に現れた理由には納得がいった。認めたわけではないがな。それでアンデレ？」

　ディエゴは傍かたわらのアンデレを横目に見た。

「貴様は何な故ぜ、この地に現れた。教団は貴様をこの件に関わらせないと判断したのだ。その意思に逆らうというのは、重反逆行為に等しいぞ」

「……」

　黙り込むアンデレに、ディエゴは珍しく呆あきれた嘆たん息そくを漏もらした。

「言わずとも察さつしは付いているがな。概おおむね……自分の手でカラスを殺すために来たのだろう」

「……」

　ディエゴが指摘する事は、俺も最初から察さつしが付いている事だった。

　俺は思い切って、アンデレに尋たずねた。

「アンデレは、カラスとどういう関係なんだ？」

「……」

　話したくないのだろう。

　アンデレは口を開こうとはしない。

　他人が話したくない事は、深入りして聞かないのが俺の流儀だった。誰にだって話したくない事の１つや２つくらいあっておかしくないのだ。だから俺は、アンデレの反応を見て、それ以上追求する事を止める事にした。

　だが。アンデレは言った。

「…………アイツと私は、執しつ行こう官かんの候補生として、前任のアンデレが営んでいた教会で暮らしていた」

　俺と雪せつ名なは、アンデレの話に驚いてしまう。

　アンデレとカラスが、執行官の候補生として一いつ緒しよに生活していた……？

　事情を知っていたのであろうディエゴは、アンデレの傍かたわらで固く口を閉ざして黙っていた。

「教団は世界中から、優秀な技能を持った人間の身み柄がらを引き取って集め、その中から次期執行官を選ぶために育てているの。私達は身寄りのない孤こ児じで、そんな候補生の一員だった」

　アンデレは唇くちびるを引き結び、悔くやしそうに続けた。

「教団に引き取られるまで、私はずっと社会の狂った闇やみの中に囚とらわれていたわ。けれどあの教会での生活は幸福で。優しくて。温かかった。私にとってあの場所は特別だった。それなのにカラスは────そんな教会を焼き払った」

「……」

「私は許せないの。許してはいけないのよ……！」

　アンデレが噛かんだ唇くちびるからは、涼すずやかに血の筋すじが流れ落ちていく。

　孤独に黒い決意を固めているアンデレを見守るだけで、俺達はそれ以上、何も声をかける事が出来なくなってしまった。




　　　　■■■




　電車に揺ゆられ、15分くらいが経過していた。

　俺は、この地下構造に詳くわしいと自称しているディエゴに尋たずねた。

「この電車は、一体どこへ向かっているんだ？」

「間もなく見えてくるだろう」

「……？」

　ディエゴは座りながら、自分のギターケースを抱かかえて黙り込んでいた。

「……！　誠せい一いち君！　アレ見て！」

　俺の腕を掴つかみ、雪せつ名なが車両の前方を指差した。

　雪名に言われて見やった先。そこには、驚くべき光景が広がっていた。

　ヘッドライトに照らされた狭せまいトンネル空間が、突然大きく開けたのである。

　アリーナ……？

　最初はそう思った。

　暗黒の地下空間が、半球形のドーム状に開けているのだ。

　とは言え、綺き麗れいに半球形状なわけではない。天井高くからは、地表にあったのだと思おぼしき建物の基礎や、無数の巨大鉄骨が突つき出ている。そしてその直下には……青白い光を水のように湛たたえた、巨大なリングが輝いていた。一見、地下に設けられた円形プールであるようにも思えた。

　トンネルを抜け、そのドーム空間に差しかかったところで、線路はカーブを描く。俺達を乗せた電車は、巨大なリングの周りを周回するように巡めぐり始めた。

　ディエゴはようやく席を立ち、俺と雪名の傍そばに歩み寄って来た。そして、断定した。

「……〝マイクロ・ダイソン環かん〟だ」

「……何だそれ？」

　相変わらず、俺にはディエゴの言う事が理解不能だった。

　俺だけではなく、博識なはずの雪名までもが怪け訝げんに眉まゆをひそめている。

　俺達が理解していないことを表情から読み取ったのだろう、ディエゴは、開けた窓から見えるリングを見ながら話した。

「アメリカの宇宙物理学者である、フリーマン＝ダイソンが提唱した仮説だ。高度に発展した文明は、恒星が生成する全てのエネルギーを利用出来るように、恒星を包む巨大な球を完成させているのではないかという説だ。恒星を包む球が、恒星で生じた自然エネルギーを全て回収し、それを全て利用するシステム。つまりは恒星発電だと思えば良いだろう。それが〝ダイソン球〟と言われる代しろ物ものだ。ここにあるダイソン環とは、球ではなく環の形状をしたエネルギー回収装置だ。我々がここで見ているものは、まさしくそれだ」

「あのダイソン環とかいうものが……エネルギー回収装置なのか……？」

　雪名が刮かつ目もくし、ディエゴに言った。

「回収してるエネルギーってまさか……！」

「察さつしが良いな、羽う鷺さぎ雪名。あの環は周辺環境から、不可視のエネルギーである〝スカラー〟を回収し、集積させている」

　無ス次カ元ラ数ー────万物を形作っている根源。

　この世のあらゆる現象や物質は、スカラーによって形作られており、その構造は数式によって書き表せるのだと言う。スカラーとは〝姿のない大きさを持ったエネルギー〟の事なのだと、俺は聞いている。例えば電気エネルギーなどが、身近なスカラーの代表であるらしい。

　自然界に満ちている通常のスカラーは青白い輝きを発する。だが、中には赤い輝きになって視みえるスカラーも存在し、それは何らかの理由で歪ゆがみ狂わされた異常な代しろ物ものなのだ。

「あれが……スカラーの回収装置……？」

「言うなればあれは〝超大規模集数媒体オメガ・アーテイフアクト〟と呼べる代物だ」

　ディエゴに言われ、俺達は車内から、呆ぼう然ぜんとダイソン環かんの姿を眺ながめ続ける。

　美しい青の光に満たされた環の中は、水面が波打つように波紋を走らせている。吸い込まれそうな青に見とれていたのかもしれない。しばらく思考を放ほう棄きしてしまう。

　ディエゴはダイソン環を見つめながら、忌いま々いましげに呟つぶやいていた。

「……なるほど。クリフォトが現れたからには、まさかと思っていたが……まだ稼働していたとはな。あの男が破は壊かいしたものとばかり思っていた」

　ディエゴが何を言っているのか、俺はよく聞き取れなかった。

　しかしそれはともかく、ディエゴに尋たずねざるをえない。

「……これを造ったのは、先端科学機構ネメシスなのか」

「いいや。これを造ったのは人間ではない」

「……？」

「預言者ラティエル。神と人が交まじわり生まれし白髪の種族。高貴なる血族の女王ノーブル・ブラツド・クイーンだ」

「！」

　雪せつ名なの顔から血の気が引く。その理由なら察さつしが付いた。

　ラティエル────雪名の母親の名前だ。

　雪名は震ふるえる喉のどで、懸けん命めいに声を振り絞しぼる。

「ど、どうしてお母さんが……こんなものを造ったの！」

「……」

　ディエゴは何も答えようとしなかった。

　自や棄けになったのか。雪名は構わず質問を捲まくし立てた。

「ここは一体何……？　新しん宿じゆくの地下には先端科学機構ネメシスの実験施設があって、私はそこで育ったはずなんだよ……？　それなのに、こんなダイソン環だなんて……どうして？　実験施設はどこなの？　私は……どこから来たの……？」

　フラフラと身体からだを揺ゆらし、倒れそうになった雪名を、俺は受け止めた。

　雪名は茫ぼう然ぜん自じ失しつな顔で、俯うつむいて黙り込んでしまう。

　確かに見えている限りでは、先端科学機構ネメシスの実験施設と思おぼしき建物などは見当たらない。こことは違う場所にあるのか。それとも稲いな瀬せ果か穂ほが言ったように……存在しないものだったのか。

　完全に意気消しよう沈ちんしてしまいつつある雪名の身体は小さくて。落とした肩は酷ひどく弱々しかった。

「雪せつ名な……」

　俺は雪名の背中を受け止めながら、呼びかける以外に何も出来なかった。

　────いきなり車両が揺ゆれた。

「！」

　何かに衝しよう突とつしたのだろうか。前触れ無く車両は減速を始めたようで、投げ出されそうになった俺達は、車内の吊つり革かわや柱に掴つかまって持ち堪こたえようとする。

「────こんばんは、教団の御一行様」

　この声は！

「椚くぬ木ぎ！」

　俺はその名を呼び、ダイソン環かんが見えていた窓の向こうを睨にらんだ。

　────異い形ぎようの魔ま物ものが、俺達の電車の真上からしがみ付いていた。

　赤いスカラーの輝きを纏まとった巨きよ躯くの怪かい物ぶつ。そうとしか言いようがない図ずう体たいである。

　クレーンゲームのアームのように車体へ貼はり付いてきたその魔物は、最初は車両と同じくらいの大きさの、巨大な蜘く蛛もなのではないかと思った。卵形の胴体からたくさんの脚が生はえ出ており、その脚が、俺達の乗っている車両にしがみ付いていたからだ。

　しかし窓の向こうには、無数の大きな手の跡が残っている。

　俺がたくさんの脚だと思ったものは、〝たくさんの腕〟というのが正解だった。

　魔物の腕は全部で10本。どの腕も巨木の幹のように逞たくましく、その内の４本で、俺達の電車は左右から挟はさみ込まれている。残りの５本で線路横の地面を引っ掻かき、この電車に身体からだでブレーキをかけてきているようだ。

　そして最後に余った１本の手の平には……悠ゆう然ぜんと佇たたずむ椚くぬ木ぎ殺刺ころしの姿があった。

　魔物にブレーキをかけられ、俺達の乗った電車は車輪から火花を散らし、耳障りな音と共に速度を落としていく。そんな非常事態の中で、アンデレが叫んでいた。

「何なのよ、あの化ばけ物もの！」

　柱に掴まった格かつ好こうで喚わめいているアンデレに、椚木は気さくに微笑ほほえんで答えた。

「ご紹介しておきましょう。彼は２５６体の死し霊りようを練り合わせる事で私が造り出した、人工悪あく魔ま〝アドラメレク〟と申します。以後、お見知りおきください」

　椚木の化物紹介が終わると、電車は完全にその場で停止してしまう。

　するとアドラメレクと呼ばれた化物は、腕４本を用いて、先頭車両正面の四よ隅すみを掴んだ。

「ちょ、ちょっと待ちなさいよ！　冗談でしょ……！」

　悪びれた様よう子すも無く微笑む椚木。

「遠路はるばると、この地の底へやって来られたのです。電車の旅にも飽きた頃でございましょう。手っ取り早く、私がこの先へご案内して差し上げますよ」

　アドラメレクは俺達の乗った先頭車両を、軽々とその場で持ち上げた。

　車内を転がって行きそうになったアンデレを、吊つり革かわにぶら下がっていたディエゴが、その首根っこを捕つかまえて助けていた。俺も柱に掴つかまりながら、雪せつ名なの手を握る。

　椚くぬ木ぎは薄目を開けて、不ふ敵てきに微笑ほほえんだ。

「それでは皆さん。少々荒っぽく、地じ獄ごくの蓋ふたを開けるとしましょう」

　その言葉が合図であったのだろうか。アドラメレクは予想通り、俺達が乗った車両を滅め茶ちや苦く茶ちやに放ほうり投げた。────ダイソン環かんの直上へ。

「きゃあっ！」

「雪名！」

　雪名の小さな手が、俺の手の平の中から滑すべり落ちる。

　すぐ傍そばの開いていた窓の向こうへ、雪名は投げ出されてしまう。

　掴まっていた柱を放し、俺も窓の向こうへと飛び出した。

「冴さえ上がみ！」

　背後でディエゴが俺を呼び止める声が聞こえた気がした。

　だがもはや手遅れである。

　俺は宙を舞う車両の中から虚こ空くうへ投げ出される。そして気絶している様よう子すの雪名を見つけた。

　方向転換さえ困難な自由落下の中で、俺は何とか雪名の傍へと近付いた。

　華きや奢しやな手を取り、その身体からだを手た繰ぐり寄せ、抱き締しめる。

　耳元には激しい風切り音しか聞こえない。目の前にはもう、視界いっぱいの青い光が広がっていた。ダイソン環の中にたゆたう、膨ぼう大だいなスカラーの海だ。

「……ここまでなのか」

　俺は固く瞼まぶたを閉じ、直ちよく撃げきの瞬しゆん間かんから目を逸そらした。

　どこまでも落下していくような無重力感の中で、俺は強く死を覚かく悟ごした。
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　……意識が白はく濁だくしていた。

　上も下もわからない。重力の重みも感じない。そんな場所だった。

　何も無い空白の空間の中を、俺はボンヤリと彷徨さまよっているように感じていた。

《…………誠せい一いち》

　すると、誰かが俺を呼んだ気がした。

　どこから聞こえるのかわからない。

　聞き覚えのあるような。

　そうではないような。

　ただ酷ひどく懐なつかしい。そんな気がする声だった。

　声は一方的に、俺に向かって話しかけ続けてきた。

《……残念だが、お前はもう〝変わって〟しまった。誰のせいでもない。お前が選んできた全ての選択の結果が、お前をこの地へ導いてしまったにすぎない》

　……誰なのだろう。

　俺は間違いなく、声の人物を知っているはずだ。

　なのに思い出せない。どうしても、名前が出て来ない。

《……誠せい一いち。お前がお前で在あるために〝槍やり〟を探さがせ。お前を繋つなぎ止められるものがあるとすれば、もはやそれ以外にはないだろう。お前は……人で在り続けなければならない》

　待ってくれ。

　アンタは一体誰なんだ。

　問いかけようとすると、途と端たんに声の気配は遠ざかって行く。

　そして同時に、俺の意識も遠ざかって途絶えそうになる。

《この世界は、理り不ふ尽じんな数リのテ支ラ配ルに満ちあふれている。数の異能によって、力に驕おごる者達も跋ばつ扈こしているだろう。しかし何者をも恐れるな。何の力も持たない人間が数リのテ支ラ配ルを打ち破れるのだという事を、お前は何度でも証明してきた。お前こそは〝アンチリテラル〟に相応ふさわしい》

　意味不明な話を続けていた声は、やがて最後に、一ひと言ことだけを俺に告つげて去った。

《……あまり無む茶ちやをして、愛あい架かを泣かせるんじゃないぞ》

　その一言のおかげで、俺はようやく声の人物の正体に辿たどり着く。

　しかしその時にはすでに遅く、俺の意識は暗黒に囚とらわれていた。
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「…………親おや父じ！」

　飛び起き、叫ぶ。

　しかし目覚めた時には、俺に呼びかけていた声の気配は掻かき消えている。

「……夢……だったのか？」

　俺は汗まみれの両手の平を開き、見下ろす。

　すると俺のすぐ傍かたわらから、誰かが飛び付いてきた。

「ふぅえぇぇ！」

　飛び付いてきたのは、泣きじゃくっている雪せつ名なだった。

「うわ！　雪名！」

「良かったよ！　誠せい一いち君が全然目を覚まさないから、もう駄目かと思ってたんだよ！　生きててくれて本当に……本当に良かったよぉ……！」

　俺に抱き付きながら泣いている雪名。

　俺は何だか申し訳なくて、雪せつ名なの頭を撫なでながら「悪かった」と謝あやまってしまう。

　俺は雪名の頭を撫でながら、周囲を見渡した。

「……何だよ、ここは……」

　美しい庭園だった。

　空からは燦さん々さんと陽光が注ぎ、小鳥達が囀さえずっている声さえ聞こえてくる。

　俺が目覚めたのは噴ふん水すいのすぐ傍かたわらであり、周囲一帯は大理石を用いて造られた、中世風の広大な庭になっているようだ。色取り取りの花が咲き乱れ、瑞みず々みずしい果実を実らせた木々が生はえ揃そろっているのが見られた。

　噴水の涼すずしげな水音を耳にしながら、俺は周囲の光景に唖あ然ぜんとしてしまう。

「俺達は確か……ダイソン環かんの中に落ちたはずだったよな……？　地下にいたはずなのに、何で昼間みたいに明るいんだ……？　というかこの綺き麗れいな庭は……」

　俺はゆっくりと起き上がり、改めて周囲を見渡してから呟つぶやいた。

「……ははは。まさか死んで天国に来たとか？」

「絶対に死なない私がいる限り、その認識は違うんじゃないのかな」

　雪名は涙を拭ぬぐいながら、自じ嘲ちようして見せる。

　確かに不老不死の雪名が死んでいるはずなどない。その雪名が近くにいるという事は、死んだのだとは言い切れない気がする。

　呆ぼう然ぜんとしていた俺に、雪名が言った。

「私達、あそこから落ちて来たみたいだよ」

　そう言って雪名は、頭上遥はるか遠くを指差した。

　雪名が指差す先には、光輝く太陽があった。

　いや……よくよく凝ぎよう視しして見ると、それは太陽ではなかった。

　頭上遥か遠くに開いた穴の向こうから、光が射し込んできているのがわかった。

　天高くに開いている穴。そこから俺達は落ちて来た。つまり……

「…………ここはダイソン環かんの下にある空間なのか？」

「たぶんそうなんだろうけど……何かおかしい気がするよ」

「おかしい？」

「広すぎる気がするんだよ、ここ」

　雪名は空を見渡しながら言った。

「ダイソン環の上には、新しん宿じゆくの街が建っていた。その下にこれだけ巨大な空間を造り出すのって……現代の建造技術でも無理に思えるよ。私達が乗っていた地下鉄が走っていたのは、そんなに深くない地下だったはず。そこにこんな巨大な中抜きを造ったら、地盤が脆もろくなりすぎて、東とう京きよう内ない戦せん以前に崩ほう落らくしててもおかしくなかったんじゃないのかな」

　雪名に言われると、もっともな気がしてしまう。

　構造の整合性はよくわからなかったが、そんな俺にも１つだけ言える事はあった。

「……あそこが、先端科学機構ネメシスの地下実験施設なんじゃないのか」

　そう言って俺は、庭園の遠く向こうに見えている建物を見やった。

　俺達が立っている場所から、一直線に続く大理石の道の向こう。

　１つだけ、近代的な造型の建物が建っていた。

　全体がガラス張りの建物である。円盤型のフォルムをした建物が５棟くらい建っており、それぞれの建物間が、透明なパイプトンネルのような渡り廊下で繋つながっている。

　俺は雪名に尋たずねてみる。

「見覚えはあるか？」

　あれが先端科学機構ネメシスの地下実験施設であるというのなら、そこで幽ゆう閉へいされ続けてきた雪名なら、見た事がある建物なのではないかと考えたのだ。

　だが雪名は、申し訳なさそうに俯うつむいて、小さく首を横に振った。

「……ごめんね。私、施設にいた時は、限られたエリアの往復しかさせて貰もらえなかったんだよ。建物の外に出た事ってないから、外見だけじゃよくわからない……」

「……そうか」

　建物の外に出る事さえ禁じられていたとは思わなかった。

　雪名の幼少期は、俺が想像していた以上に自由のない生活だったのかもしれない。当時の雪名の気持ちを考えると……胸が痛んだ。

「ディエゴとアンデレとは、はぐれたみたいだな」

　周囲に２人の執しつ行こう官かんの姿がないのを確認し、俺は言った。

　姿は見えないが、あの強烈な２人の事である。まず死んでいるとは思えない。

「そうだな……とりあえずあの建物に向かってみないか。ディエゴとアンデレも、きっとあそこを目指していると思う。あそこに行けば合流出来るかもしれないし……俺達が知りたい事も、わかるかもしれない」

「…………そうだね」

　少し戸と惑まどっている様よう子すだったが、雪名は俺の意見に賛同してくれた。

　俺達は小さく微笑ほほえみ合い、そうして施設へ向かって歩き始めた。

「……ねえ、誠せい一いち君」

「ん？」

　ふと、雪名が俺を呼び止めた。

　雪名はモジモジとしながら、言いにくそうに尋たずねてきた。

「……身体からだは大丈夫？　どこも痛くない？」

「え？　あ、ああ。大丈夫みたいだけど」

　俺の返事を聞いた雪名は、少し考え込んでいる様子だった。頭上の光を見上げ、不ふ思し議ぎそうな顔をしている。そうしてやがて、小さく呟つぶやいた。

「……あの高さから落ちたのに……？」

　雪せつ名なが何を呟つぶやいたのか聞こえなくて、俺は問い糾ただしてしまう。

「すまない。よく聞こえなかったんだけど、何て言ったんだ？」

「ううん。何でも無い」

「？」

　雪名は誤ご魔ま化かすように微笑ほほえんで見せた。

　奇き妙みような雪名の態度を疑問に思いながらも、俺はそれ以上、雪名を問い糾す事はしなかった。

　そうして俺と雪名は、美しい庭園を並んで歩き始めた。
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　庭園を抜けた先に建っていた建物は、長らく放置された後のようだった。

　建物の周囲には植物の蔓つるが複雑に絡からみついており、ガラス張りの壁へき面めんの向こうに見えるフロントロビーは、長椅い子すやテーブルが倒れており、荒れ果てている。見たところ人の姿はなく、内部は無人なのではないかと思われた。

「……誠せい一いち君」

　雪名が、小さな手で俺の服の裾すそを引っ張ってきた。

　その雪名が指差す先には、建物の名称が彫ほり込まれたプレートを抱く彫ちよう像ぞうが立っていた。

「────日本国先端科学機構」

　やはりここが……先端科学機構ネメシスの地下実験施設に間違いないようだった。

　俺がプレートの文字を読むと、雪名は、俺の服の裾を握る手に力を込めてきた。

　中に入る事を怖こわがっているのだろうか。雪名は怯おびえているように見えた。

「……大丈夫だ、雪名。行こう」

　俺が言うと、雪名は黙って頷うなずいて見せた。

　それでも怯えている雪名の様よう子すを見かね────俺は無意識に雪名の手を握った。

「……え？」

　雪名は頬ほおを赤くしながら、俺に握られた手を見下ろしている。

　そのまま俺は雪名の手を引いて、建物の入り口へ向かった。

　入り口の扉は自動扉になっているようだったが、電源は落とされているのだろう。目の前に立っても反応はなかった。天井から生はえている監かん視しカメラも、電源が入っている様子はない。

　おそらくこの施設は、セキュリティも含めて稼か働どうしていない状況なのだろう。

　こういった秘密施設の扉というと、何となく防ぼう弾だん仕し様ようの、とんでもなく頑がん丈じような代しろ物ものであるイメージが先行してしまう。

　それでも俺は、閉ざされていた自動扉を人力で開けられないかと試してみる。

　扉の隙すき間まに指を差し込もうと力を込めてみると……難なく俺の指は閉ざされた扉の間に滑すべり込んだ。そのまま力を込めて引いてみると、自動扉は軽々と開いてしまう。

「何だ。意外と簡単に開くもんだな」

「……」

　何な故ぜか傍かたわらの雪せつ名なは、不ふ可か解かいそうな顔をしていた。

　しかしそれには構わず、俺と雪名は開いた自動扉の隙間から身を潜もぐり込ませる。

　入ってすぐの場所はエントランスだったのだろう。受け付けのロビーと思おぼしきカウンターの近くに、建物の地図を描いたモノリスが生はえていた。

　地図を見る限り、この実験施設は外からも見えていた通り、５つの棟に分かれているようだ。地図は上空からの俯ふ瞰かん図になっており、中心の棟の周りを４つの棟が囲む配置になっているのがわかる。それぞれの建物内部の詳しよう細さい図は描かれていないようだが……とりあえず中心の棟の周まわりを囲んでいる４つの棟に、それぞれ名前が付いている事だけはわかった。

　今こうして俺達が立っている第１棟が〝トクペラ〟。

　第２棟が〝トクバ〟。

　第３棟が〝クスクルザ〟であり、第４棟が〝ツワカキ〟である。

　そして中央の棟の名前が────

「────ラティエル」

　雪名が、その名を読み上げた。

　俺もその名前には気が付いていた。ダイソン環かんを造ったという、雪名の母親の名前である。

　……雪名が幽ゆう閉へいされていたというのは、この棟なのではないだろうか。

「中央棟に行ってみよう」

　俺の提案に、雪名は黙って頷うなずいた。
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「うぐぐぐ……！」

　もはや何枚目かわからない自動扉を、俺は力尽づくでこじ開けた。

　閉ざされた扉の隙間に指を差し入れては、それを無む理り矢や理りスライドさせる。途中、開けるために認証が必要な、制せい御ぎよ板ばん付きの分厚い金属扉などもあったが、俺は例外なく、それらの扉も力尽くで開ける事に成功していた。電源が落ちているというだけで、セキュリティが厳重な施設はこうも無防備になってしまうものなのかと、俺はやや呆あきれてしまう。

「……誠せい一いち君は力持ちなんだね」

「そんな事ないって。俺の体育の成績が悪いの知ってるだろ？」

「……うん」

　釈しやく然ぜんとしない様よう子すだったが、俺の後を付いてくる雪せつ名なは肯定する。

　そうして無む理り矢や理り扉を開け続けて行くと、俺達はやがて、中央棟へ伸びる渡り廊下へと行き当たった。渡り廊下の先は、またもや認証が必要な金属扉となっているようだったが、それも運良く力尽づくでこじ開ける事が出来た。

　中央棟への入り口が開く。

　開いた扉の隙すき間まから滑すべり込み、俺達はようやく〝ラティエル〟の名を冠かんした建物の内部へと潜せん入にゆうする事が出来た。

　内部の雰ふん囲い気きが、最初にいた第１棟とは異なっている事に気付く。

　これまで俺達が通過してきたエリアは、フラスコやカプセルなどのそれらしい実験設備が揃そろった研究所然とした場所だった。

　しかしこの中央棟は何と言えば良いのか……〝居住空間〟のような場所なのである。

　廊下に面している部屋の壁は、どれもガラス張りになっており、中の様子が窺うかがえる造りになっていた。どの部屋の中も、実験施設という雰囲気ではない。ベッドにテーブル。それにクローゼット。職員の居住区だと考えるのが妥だ当とうな構造だった。

　しかし、気になるのは、どの部屋にも窓がない点だ。

　これでは室内に外の光を取り入れる事は出来ない。実際にここで生活したのなら、かなり圧迫感のある日常になるのではないかと思う。

「……！」

　廊下を歩いていると、急に雪名が駆け出した。

「あ。お、おい！　雪名！　どこ行くんだよ！」

　駆け出した雪名の後を追いかけようと、俺も走り出す。

　雪名は息を切らせ、廊下の奥へ奥へと突つき進んで行く。

　そしてやがて、１つの部屋の前で立ち止まった。

　部屋の前で立ち尽くしている雪名に追い付き、俺は呼びかけた。

「どうしたんだよ、せつ────」

「ここが────私の部屋だった」

「……！」

　雪名の告白に、俺は絶句してしまう。

　肩で息をしている雪名が見つめている先。その部屋は扉が開け放はなたれたままであり、天井は崩ほう落らくしていた。家財の類たぐいは見受けられない惨さん状じようである。

　部屋の入り口には、小さな金属のプレートが貼はり付けられていた。

　────サンプルβ。

　しばらく佇たたずんでいた俺達だったが、再び雪名は、前触れもなくどこかへ駆け出した。

　何も言わずに駆け出した雪せつ名なの後を、今度は無言のままで追いかける。

　次に雪名は、広間のような場所で立ち止まる。

　そこは遊ゆう戯ぎ室のようになっており、幼児向けの積み木やぬいぐるみなどのオモチャが並べられていた。雪名は足あし下もとに転がっていた、ボロボロの狸たぬきの人形を拾い上げた。

「これ……研究員の斉さい藤とうさんが、私の誕生日にくれたものだよ……」

「……」

　拾い上げた人形をきつく抱き締しめ、雪名は俯うつむいて黙り込んでしまう。

　やがて微かすかに、雪名が啜すすり泣く声が聞こえ始めた。

　雪名の瞳ひとみから大粒の涙が溢あふれ、ポタポタと、埃ほこりまみれの床の上に落ちていく。

「……誠せい一いち君。私ね……ここで生まれて……ここで暮らしてた」

「……」

「ここにはね…………私に酷ひどい事をする人ばかりじゃなかった。悪い人もいれば、良い人もいたんだよ……でもきっともう……みんな死んじゃったんだよね……」

　雪名は涙を流しながら、俺を振り返った。

「今までずっと、なるべく考えないようにしてきた。ここで働いていた人達や、お父さんやお母さんが……東とう京きよう内ない戦せんの時にどうなってしまったのか。もうみんな死んでしまったのかもしれない。まだ生きている人だっているのかもしれない。でも私には、確かめる術すべがなくて……」

　雪名の独白を、俺はただ黙って受け止め続ける。

「ここには良い思い出なんて、ほとんどない。それでもやっぱりここが……私の家なんだと思い知らされる。ここで私の面めん倒どうを見てくれていた色んな人が家族同然で……きっと私にとって、かけがえのない人ばかりだったんだと思う。だからなのかな。こうして家に戻って来たのに、出迎えてくれる人が１人もいないのは……どうしてだろう、悲しいんだよ……！」

　古びたぬいぐるみを抱き締めたまま、雪名は本格的に泣き出してしまう。

　俺は雪名が泣いているのを黙って見ていた。

　……かなり複雑な思いなのだろう。

　生まれた時から、雪名はこの施設の外へ出る事は許されていなかった。

　雪名は幼少時から、人体実験やスカラー研究のサンプルとして扱あつかわれてきたのだから。

　おそらく、人間扱いではなかったのだと思う。

　現に雪名の自室のネームプレートは「サンプルβ」。名前ですらなかったではないか。

　かつての雪名がここで、どんな気持ちで生活していたのか。俺には想像も付かない。

　良い事などほとんどなかったとさえ言っている。

　それでも確かに────ここは雪名にとって唯一の〝故郷〟に違いないのだ。

「昔の私はずっと……自分が独ひとりぼっちだと思っていた。実験体としての私には価値があっても、羽う鷺さぎ雪名には何の価値もない。そう思っていた」

「……雪せつ名な」

「本当の私は誰からも必要とされていない〝無ゼロ〟に等しい存在なんだって思っていた。けれど誠せい一いち君達と友達になれて……そして今、はっきりとわかった。誰からも好かれていないから孤独なんじゃない。好きだと思える人が１人もいない事が、本当の孤独なんだよ」

「……」

「大切にしたいって思える人達が、今も昔も、少ないけれど私にはいた。だからきっと私は、ずっと孤独なんかじゃなかった。いつか言われた通りに、私はそれを思い知らされた……！」

　俺は雪名に歩み寄り、震ふるえている小さな肩を抱き締しめた。

　この場には、誰も雪名にそれを言える人間がいないだろう。

　だからせめて、俺だけでも雪名に言ってやりたかったのだ。

「……おかえり、雪名」

　俺は雪名の耳元に、そう囁ささやいた。

　他にかける言葉がなかったわけではない。

　しかし、今はそれを言ってやる事が、雪名の救いになるのだと思いたかった。

　雪名は俺の胸中でさめざめと泣きながら、静かに掠かすれた声で答えた。
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「…………ただいま」

　誰も居なくなった無機質な金属の部屋に、解放された少女は帰って来た。




　　　　■■■




　雪せつ名なが泣き止み、ようやく落ち着き始めたところで、俺達は駆けて来た廊下を戻り始めた。

　記憶を取り戻した雪名の後に続き、ほとんど闇やみ雲くもに歩いてきたため、周囲をまともに探たん索さくしていなかったからだ。

　この中央棟で雪名が生活していた事から、雪名にとってこの場所は土地勘かんがあるのではないかと考えた。だが……雪名が往来できた場所は、棟内でもかなり限定された区間であったらしく、道案内はそれほど期待出来そうになかった。

　そもそも俺達がここへ来た大目的は、ロムルスの槍やりとかいうものをクリフォトより先に見つけて守る事なのだ。ロムルスの槍というものの正体はまるでわからないが、少なくともクリフォトが狙ねらっているという時点で危険な代しろ物ものであり、彼等らがそれを悪用するつもりであるのは間違いないだろう。世界の数の秩ちつ序じよを守っていると自称する、教団が敵てき視ししているのだから。

　────ロムルスの槍はこの中央棟のどこかにある。

　何となく、そんな予感がしていた。

　何な故ぜかと聞かれれば勘かんであるのだとしか答えようがないのだが、別に適当なわけではない。

　よくわからないが……気配のようなものを感じる気がしたのだ。

「気配とか、非科学的だよなあ……」

　そうは言いつつも、当てがあるわけでもない以上は、やはり勘に頼って探さがすしかないのが現状なのである。とにかく今は、闇雲にでも良いから槍を探さがしつつ、ここへ来ているであろうディエゴとアンデレに、早く合流するべきだろう。いつ椚くぬ木ぎとカラスに遭そう遇ぐうするともわからない状況だ。雪名なら戦う事も出来るだろうが、霊れい感かんが強いという事以外に取とり柄えがない俺がいては、足を引っ張ってしまうだけである。

　そうこう考えて、雪名の自室だった場所の前を通り過ぎようとした時だった。

「あれ？」

　雪名は室内の床に、何かが落ちているのを見つけた様よう子すだった。

　それに歩み寄り、しゃがんで拾い上げる。俺は雪名が拾い上げた物を見下ろし、呟つぶやいた。

「デジタルレコーダーか？」

「……私、こんなの持ってなかったよ。どうして私の部屋に、こんなものがあるんだろう」

　俺達は顔を見合わせてしまう。

「この施設内に落ちているという事は、ここの職員の所有物だったのか？　だとしたら……ここでやっていた実験について、何か情報が入っているかもしれないな」

「……これ、聞けないのかな」

　雪名はデジタルレコーダーの破は損そん状態を調べる。見たところ、擦すり傷などがある以外に、めぼしい破は損そんの様よう子すはなかった。……電池さえあれば、録音内容を聞けるのではないかと思えた。

「そうだ」

　デジタルレコーダーを持って、雪せつ名なはどこかへと歩いて行く。

　雪名の後に付いて行くと、備品室のような場所に辿たどり着いた。

「良かった。この部屋は無傷なんだ」

　安あん堵どした様子の雪名は、室内に置かれていたタンスに歩み寄る。その引き出しを順番に確認していき、やがて手を止める。

「あった、乾電池！」

　雪名は嬉うれしそうに、引き出しの中から、ビニールパッケージされた状態の新品の電池を取り出した。電池をデジタルレコーダーに装そう填てんし、電源スイッチを押してみる。

　するとレコーダーのディスプレイに、バックライトが灯った。

「やるな、雪名」

「えへへ」

　雪名は照れながら、レコーダーのメニュー画面を操作し始めた。録音されたボイスデータは、１件だけであった。思っていたよりも、情報量としては少なそうだった。

　雪名は再生ボタンを押して、それをタンスの上に置いた。

　俺と雪名はレコーダーを食い入るように見つめ、データが再生されるのを待つ。

《あー、あー。テスト、テスト。これで本当に録とれてんのか……？》

　再生されたボイスデータは、男の声だった。

　いきなり始まったマイクテストで少し肩かた透すかしを喰くらい、俺と雪名は苦笑してしまう。

　しかしボイスデータの男は、聞いている俺達の反応など知らず、話を続ける。

《まあ良いや。とりあえず始めるとしよう》

　咳せき払ばらいし、男は続けた。

《現在は２０１５年、１月28日。午後１時20分くらいか？》

　……東とう京きよう内ない戦せんの前日である。

　俺と雪名は、顔を見合わせた。

《俺の名前は〝冴さえ上がみ真まこと〟。警けい視し庁ちようでくたびれた刑事をやってるオッサンだ。たぶんこの録音データが誰かに聞かれてるんだとすれば、大変な事件が起きてしまった後だろう。そしてその事件によって、日本は滅ほろんでいるのかもしれないな。俺にはわからないが、後こう世せいに真実を伝えるために、ここで独白を残す事にした》

　録音データが名乗る名前に、俺は打ちのめされてしまう。

「……そんな馬ば鹿かな……！」

　レコーダーから後あと退ずさり、俺は震ふるえる。

「……親おや父じ……なのか……！」




　　　　■■■




　俺は固い唾つばを飲み込み、レコーダーが話す言葉の１つ１つに集中した。

《言うまでもなく、ここは国営の研究機関、先端科学機構ネメシスが所有する秘密の地下実験施設だ。これを聞いてるアンタは、おそらく只ただ者ものじゃないんだろう。何せダイソン環かんで隔離された、この異空間にまで足を運んで来てるんだからな》

　……ダイソン環で隔離された異空間？

　レコーダーに声を吹き込んでいる親おや父じらしき人物は、突とつ飛ぴな事を話し始めた。

《聞いてるアンタに自覚はないのかもしれないが、この地下実験施設は、俺達が住んでいる世界とは位相がずれた別空間に位置している。たとえここで核かく爆ばく発はつが起きたところで、現実の世界には何１つとして影響はないだろう。ここでの研究は常にスカラーの暴走という有事の可能性を含ふくんでいるんだ。何かあった時に現実世界と別空間を切り離して、被害を最小限に抑おさえるために用意されたシステムが、アンタが通過してきたダイソン環なんだから》

「……誠せい一いち君。この人が言ってる事って……」

　本当なのか。

　雪せつ名なが言いたい事は、顔に書いてあった。

　耳を疑うような話だが、俺と雪名は疑問を挟はさむ余地もなく、一方的に話しかけてくる音声データに耳を傾けるしかなかった。

《まあそんな余よ計けいな話は良い。とにかく今、俺はここへ勝手に侵しん入にゆうしてる身なんでね。知り得る全てを話している時間はないんだ。というわけで要点だけ話させて貰もらう事にする》

　親父は小さく咳せき払ばらいをした。

《ここで行われているのは、大きく分けて５つの研究だ。スカラーの特性研究。数秘術アルケニツクの解明。高貴なる血族ノーブル・ブラツドの研究。救世主計画メサイアプランと呼ばれる人工異能者の試作。そして最も危険なのが……〝ロムルスの槍やりの修しゆう復ふく〟だ》

「……ロムルスの槍」

　親父が口にした研究内容の内、俺が知らなかったのはその１つだけであった。

　録音された親父の声は、苦にが々にがしく続けた。

《ロムルスの槍は、太古の時代に高貴なる血族ノーブル・ブラツドが造り上げた兵器であると聞いている。俺は専門家じゃないんで、悪いが詳くわしい説明は出来ない。だが伝承によれば……かつてその槍の力が解放された時に、１つの文明が大陸ごと消え去ったと言われている。想像を絶する破は壊かい力を秘めている事は、どうやら間違いないようだ》

　ロムルスの槍が兵器……！

　５年前の親父がする話に、俺は愕がく然ぜんとする事しか出来ない。

《その槍やりはどうやら実在している。この先端科学機構ネメシスに協力しているラティエルと呼ばれる女が所有者だったらしい。槍は酷ひどく損そん壊かいしていたため、先端科学機構ネメシスが修しゆう復ふく作業を行っていたらしいんだが……どうやらその修復が、間もなく終わろうとしているという情報を嗅かぎ付けた。だから俺は、ここへ忍び込んだ》

「……」

《これを聞いてるアンタは気付いてるだろうが、敢あえて言っておくぜ。俺は捨て身の覚かく悟ごで、この場に足を踏み入れている。この話をしている今も、生きては帰れないと思っている》

　親おや父じはハッキリと断言する。

《俺は先端科学機構ネメシスによって妻を奪うばわれた。仮に妻さえ生きていれば、２人で幸福になれたのかなんてわからない。けれど少なくとも、俺が未来を奪われた１人である事には違いない。だからといって、ここへ来るまでに色んな奴やつを傷付けた事が許されるなんて言い訳はしない。ただそうでもしなければ、俺には守りたいモノさえ守れなかった。それだけの事なんだ》

　親父はレコーダーの向こうで、深い溜ため息いきを１つ漏もらした。

《間もなく、メインラボに保管されたロムルスの槍の修しゆう繕ぜんが終わる。そのタイミングを狙ねらって、各国の軍隊が、ここでの研究成果の全てを奪うために動き始めるだろう。東とう京きようは間もなく戦争状態に突とつ入にゆうするはずだ。そうなる前に、俺はこのダイソン環かんを破は壊かいしようと考えている。誰もこの地へ足を踏み入れる事が出来ないように。……たがそれだけでは駄目だろう。ダイソン環を修復する能力を持った者と、知識を持った者を殺さなければならない。我ながら酷ひどく格かつ好こ悪いとは思ってるんだが……それが俺の〝復ふく讐しゆう〟でもあるんだ》

「……誠せい一いち君、それって私のお父さんとお母さんじゃ……！」

　親父の発言に、聞いていた雪せつ名なは再び、今にも泣き出してしまいそうだった。

　俺は唇くちびるを引き結び、険けわしい顔で親父の話を聞き続けた。

《この録音を聞いてくれている、誰だか知らないアンタ。こんな俺の話を最後まで聞いてくれた事に感謝する。ここから先は、俺の家族への遺ゆい言ごんだ。もしもアンタがこの録音を、俺の家族に聞かせてくれるなら……ここより前は消去しておいてくれると嬉うれしい》

　親父は、少し畏かしこまった口調で言った。

《……誠一。愛あい架か。いつも放ほったらかしにしててすまない。俺は親父らしい事の１つも出来ていない、駄目な親父だったと思う。母さんがいなくなってから……お前達には寂さびしい思いばかりをさせてしまっているな。その上、こうして俺までいなくなってしまう。苦労ばかりかける、本当にどうしようもないクソ親父だ》

　親父の声色は……少し涙混じりに聞こえた。

　そんな弱々しい親父の声を聞いたのは、生まれて初めてだった。

《寂しがり屋の愛架の事だ、きっといつまでも俺の事を探さがそうとするかもしれないな。真ま面じ目めすぎる誠一は、自分の事は二の次で、妹を心配し続けるかもしれない。２人とも良い子なんだ。俺が命を懸かけて守る価値がある。２人のためなら、どんな汚い事だってやってやる》

　気が付けば、俺の頬ほおを涙が伝っていた。

　親おや父じの独白はまだ終わらなかった。

《本当は面と向かって言いたかった事なんだが……今いま更さらどの面つら下げて、お前達の前で親父の顔をすれば良いのかわからなくてな。こんな場所でお前達に語りかけたところで、届くだなんて思っていない……けれど届く事を願っているよ》

　レコーダーの向こうの親父は、どんな表情をしているのだろうか。

　声だけでは何もわからないが、それでも俺には────笑っているように聞こえた。

《愛している》

　その一ひと言ことを最後に、録音は途と絶だえてしまった。

　音声データが失われると、室内は再び元の静けさを取り戻す。

　その静けさの到来が……異様なまでに寂さびしいと感じさせる。

「……誠せい一いち君」

　雪せつ名なが、黙って泣いていた俺の背中を摩さすってくれた。

　クラスメイトに慰められている自分が、酷ひどくみっともない事は理解していた。しかしそれでも、自分で涙を止める事が出来なかった。心が、酷く掻かき乱されていた。

「……親父は」

　涙が混じった声しか出せなかったが、それでも俺は構わずに続けた。

「親父は東とう京きよう内ない戦せんが起きるのを阻そ止ししようとしていたんだ。それでも東京内戦は起きてしまった。ここはダイソン環かんによって隔離されているはずなのに……〝何か〟によって、新しん宿じゆくクレーターが生まれてしまったんだ。ここで一体何が起きたんだ……！」

　俺は拳こぶしを握り、答えのない疑問を虚こ空くうへ投げ付ける。

　もはや泣いている場合ではなかった。

　俺は涙を服の袖そでで拭ぬぐい去り、双そう眸ぼうに決意を込めた。

「親父は、ロムルスの槍やりがメインラボに保管されていると言っていたな」

　高貴なる血族ノーブル・ブラツドが造り出した最悪の兵器。

　自らの肉親が命を懸け、人手に渡る事を阻止しようとしていた槍なのだ。

　このままクリフォトに奪うばわれるわけにはいかなかった。




　　　　■■■




　メインラボを探さがし出すのに苦労はしなかった。

　理由は簡単である。

　天井から生はえている案内プレートが、ことごとく分ぶん岐き路ろでメインラボの方角を指し示していたためだ。俺達は案内標ひよう識しきに従って進み。時とき折おり、立ちはだかる扉をこじ開け。ひたすらにメインラボを目指して中央棟の中を進んだ。

　やがて、一ひと際きわ巨大で分厚い扉の前に行き着いた。

　俺達の背せ丈たけの３倍はありそうな大きさの、重厚な扉が立ちはだかっている。

　扉には巨大なアルファベットで、Ａ９の文字が描かれていた。

　意味はわからないが、案内プレートが正しければ、そこがメインラボと呼ばれる場所である事は疑いようがなかった。

　どうやって中に入れば良いのか、俺は考え込んでしまう。流石さすがにこの大きさの扉を、無理にこじ開けるのは難しかった。今までと同じ要領で、扉の隙すき間まに指を差し入れる事すら出来ない上に、常人の腕力でどうにかなる質量だとも思えない。扉の横には電源の通っていない認証システムが生はえ出ているが、仮に起動していたところでどうにもならなかっただろう。

　腕組みしている俺の横で、雪せつ名なが身を乗り出してきた。

　腰こしから鎖くさりで提さげていた分厚い本を開き、片手の平で扉に触れる。

「────化学結合分解オープン・ケミカルボンド」

　呪じゆ文もんのように雪名が呟つぶやいた直後、雪名が開いた本のページが、青白く光を発する。

　すると分厚い金属の扉が、雪名の手が触れている部分を中心に、砂のように崩ほう壊かいして虚こ空くうへ霧む散さんしていってしまう。雪名は言葉１つで、目前の扉を跡あと形かたも無く消し去ってしまった。

　────数秘術アルケニツク。

　記き載さいされた数式を発動させる事で、森しん羅ら万ばん象しようを制せい御ぎよする術だ。雪名は本にあらかじめ記載されていた化学結合の分解数式を発動させ、目前の分厚い金属の扉を、原子レベルで分解してしまったのだ。

「これで通れるね」

「あ、ああ」

　ほんわかと微笑ほほえんで告つげる雪名に、俺は改めて感心してしまう。

　ともかくこれで、メインラボに入る事が出来るようになった。

　俺と雪名は、露出した室内へと足を踏み入れて行く。

「……広いな」

　俺は周囲を見渡しながらぼやいた。

　印象からすれば、俺の学校の体育館くらいの広さはあるのではないかと感じた。

　そしてメインラボ内は、誰もが思い描くような〝いかにも〟な場所であった。

　用途不明なコンピューター器機や、シーツを被かぶった顕微鏡らしきもの。クローンでも培ばい養ようしているのではないかと思わせる、謎なぞの液体で満たされた等身大のカプセル。奇き妙みようなものを好奇心に任まかせて見渡していると、やがて傍かたわらを歩いていた雪名が、俺の服の裾すそを握る。

「……アレじゃないのかな。ロムルスの槍やりって」

　雪名が指差す先を見ると、確かにそれらしいものが発見出来た。

「……槍やりって言うか、あれは〝剣〟だろ」

　口にした通り。槍というよりは剣にしか見えない刃物だ。

　刀身は１メートル程ほどの、肉にく厚あつな両りよう刃ばである。刀身は少し青みがかっていて、持ち手の柄えの部分が異様に短かった。槍ではなく剣にしか見えないのは、そのせいかもしれない。

　天井から複数のロボットアームで空中に固定されており、円形の土台の部分からは複数のカメラのようなレンズが生はえ出ている。その機材が何なのかは、わかるはずもない。

　俺と雪せつ名なは、恐る恐るその槍へと歩み寄ってみる。

「……これが、そうなのか？」

　俺も雪名も、半信半疑で顔を見合わせてしまう。

「────まさしく。それこそが〝ロムルスの槍〟でございますよ、冴さえ上がみ殿」

「！」

　俺の疑問に予期せぬ声が返事をした。

　雪名と俺は身を屈かがめ、最大限の警けい戒かいを顕あらわに背後を振り向いた。

　振り向いた先には、顎あご鬚ひげを生やした連続殺人鬼が佇たたずんでいた。

「椚くぬ木ぎ……殺刺ころし……！」

「もう名前を覚えていただけたようで、光栄でございますなあ」

「俺達の後をつけて来ていたのか！」

「そんなまさか。このタイミングで鉢はち合あわせたのは偶然ですとも」

　椚木は自分の顎鬚を擦こすりながら、優雅に微笑ほほえんで言った。

「それにしても、本当にダイソン環かんを抜けてこの場所に来られるとは。いやはや〝羽う鷺さぎ殿のご助力〟に感謝しなければなりませんな」

「……私の助力……？　一体、何の事を言っているの」

　椚木の言葉に違和感を感じたのだろう、雪名が問いかける。

　その質問に椚木は飄ひよう々ひようと答えた。

「ご存じかどうかわかりませんが、この実験施設は異次元のような場所に建造された施設なわけです。現実と異次元を繋つなぐゲートの役割を果たすのが、我々が通ってきたダイソン環になるわけですよ。しかし……実はあのゲートには、ちょっとしたセキュリティが付いていましてね」

　初耳である。

　椚木は続けた。

「なーに。侵入者を防止するためのありふれた仕し掛かけですとも。この施設に〝入る事が許可された人物〟の生体パターンがなければゲートは、ここではない別次元に繋がってしまうという仕組みになっているのですな。私が知る限り、まだ生きている人間でこの施設に来られるのは────羽鷺殿しかおりませんでしたのでね」

「……！」

　嘲あざ笑わらうように話す椚くぬ木ぎに見つめられ、雪せつ名なの表情は強こわ張ばっていた。

「我々クリフォトが、〝ダイソン環かんを通過出来る鍵かぎを手に入れた〟という情報をわざと流したのですよ。きっとそれを嗅かぎ付けた教団は、我々を追つい撃げきするために、自分達もダイソン環を通過しようとするだろうと考えたのですよ。そうすれば我々が何もしなくとも、教団が勝手にここへ、ゲートの鍵となる人物を連れて来てくれるだろうという算段でした。目もく論ろ見み通りでした。処刑の執しつ行こう官かん殿が、わざわざ羽う鷺さぎ殿を連れて来てくださって助かりましたとも」

「ディエゴと雪名は、お前達がここへ入るために誘おびき出されたって事かよ……！」

　椚木を睨にらみ付ける俺の前に、雪名が１歩歩み出る。

　俺の前衛をするように立った雪名の表情からは、感情が掻かき消えてしまっていた。

　腰こしに巻かれていた鎖くさりは解け、虚こ空くうに浮かび上がり始めている。雪名は大量の数式が書き込まれた本を手に取り、冷たい視線を椚木へ投げかける。

「お前達とは、ここで決着を付けなければならないようだな」

　雪名の口調が、穏おだやかな少女のものから、破は壊かい者のそれへと豹ひよう変へんしていた。

　臨戦態勢に入った雪名を目の前にした椚木は、困ったように苦笑して見せた。

「……不老不死の魔ま女じよですか。執行官をも凌しのぎ得る強力無比な数秘術アルケニツクを敵にしては、さしもの私でも敵かなわないかもしれませんなあ。あなたには、相応の相手が用意してあります」

　椚木は言った。

「……カラス君。任まかせました」

　次の瞬しゆん間かん、メインラボ内の暗くら闇やみから、黒塗りのナイフが飛び出してきた。

　突然飛来してきたナイフを、雪名は自分の周囲を漂ただよっていた鎖で弾はじき返す。

「！」

　雪名がナイフを弾いた直後には、すでに雪名の懐ふところ深くに黒い人影が踏み込んで来ていた。

　白カフスの付いたキャソック姿。

　神父のような格かつ好こうをしたその少年は、雪名の懐で肉にく厚あつのナイフを構え終えていた。

「遅すぎる」

　一ひと言ことだけを呟つぶやき、カラスは黒いロングコートの裾すそをはためかせる。

　カラスのナイフは雪名の心臓の位置を捉とらえ、深々と差し込まれた。

「……ぐっ！」

「雪名！」

　電光石火の攻こう防ぼうで、雪名は心臓を一ひと突つきにされてしまった。

　しかし心臓を貫つらぬかれながらも、雪名は苦し紛まぎれにカラスの襟えり首くびを掴つかんだ。

　カラスを捕つかまえたまま、手にしていた本に書かれた数式を発動させる。

　その数式とは、明あく津つが銃じゆう弾だんに刻こく印いんしていた〝禁タ字リ刻ズ印マ〟であった。

「────爆ばく！」

　雪せつ名なは呪じゆ詛そのような言葉を吐はき出す。

　雪名の声に呼応して、雪名の周囲の空間が青白いスカラーの輝きで光った。

　その光は即座にカラスの眼前で収しゆう束そくし────一気に爆はぜる。

　メインラボどころか、中央棟を揺ゆるがす爆ばく発はつが起きた。

　俺は手近にあった金属の机の下に潜もぐり込み、爆発の火か炎えんに焼き尽つくされるのを逃のがれた。

　雪名は、明あく津つが符ふ術じゆつで使っていた、〝スカラーを収束させて任意爆発を引き起こす〟術を応用したのだろう。高貴なる血族ノーブル・ブラツドである雪名だからこそ、明津のように集数媒体アーテイフアクトに頼る事もなく、生身でスカラーの収束制せい御ぎよを行う事が出来たのだ。

　炎ほのおが収束した頃、メインラボ内は黒こく煙えんと、燻くすぶる炎に彩いろどられていた。周囲の実験設備は吹き飛び破は損そんしてしまっており、天井は煤すすけてしまっていた。

　俺は咳せきき込みながら、周囲に雪名の姿を探さがした。

　しかしメインラボ内には、雪名の姿も、カラスの姿も見受けられない。

　ただメインラボの壁かべに、巨大な風穴が開いていた。

　その穴は建物のあらゆる壁を突つき抜け、外の庭園にまで達しているようだった。風穴の向こうには、外の光が見えていた。

「……これは！」

　俺の足あし下もとに────ロムルスの槍やりが転がっていた。

　今の爆発で、槍を固定していたロボットアームから解放されたのだろう。

　俺は恐る恐る、その槍を拾い上げ、手に取ってみた。

　……思ったよりも軽い。さほど重量感を感じないその刃を掲かかげながら、俺はマジマジとその刀身に見入ってしまった。

「いやはや、場外乱闘にもつれ込んだようですな。全くもって化ばけ物もの同士の戦いですとも。あんな戦い、私の手には負えません」

「……！」

　すぐ近く。黒煙の向こうから歩み寄って来る人物がいた。

　その男は腰こしの後ろで手を組み、悠ゆう然ぜんとした足取りで歩み寄って来ていた。

　クリフォトに所属する死霊使いネクロマンサー、椚くぬ木ぎ殺刺ころし。

　椚木は自分の背後に、巨きよ躯くの怪かい物ぶつを付き添わせていた。それは俺達の電車を襲おそった、あの巨大な蜘く蛛ものような化物である。確か名前は……アドラメレク！

「こちらはこちらで楽しませて貰もらうとしますよ。さあ、大人おとなしくその槍をこちらに渡しなさい。そうすれば、少しは苦しまないように殺して差し上げます、冴さえ上がみ誠せい一いち」

　細い目を尖とがらせ、椚木は不ふ敵てきな微笑ほほえみを浮かべていた。
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「こんなところにいたんだ」

　教会の屋上で、空を眺ながめながら寝そべっているカラスの姿を見付けた。

　青空の下、風にはためく洗濯物の下で、カラスは仕事をサボっている様よう子すだった。

　そもそもは神父に言われ、洗濯物を干していたのだろう。洗濯カゴの中が空からになっているのを見ると、一応は干すべきものを全て干し終えているようだ。

「仕事サボってると、今日もまたアンデレ神父に叱しかられちゃうよ？」

「……」

　私が話しかけても、いつも通りカラスは無言だった。

　無口すぎて、普段から何を考えているのか見当も付かない相手である。

　ただ何も言わない代わりに、私が話す事を、いつも真剣に聞いてくれている。それが嬉うれしくて、私はカラスを見付けては、ついつい一方的なお喋しやべりに夢中になってしまうのだ。

　今日もカラスを見付け、私は寝そべっている彼の隣となりに腰こし掛かけた。

　空を眺め続けているカラスの視線に促うながされ、私も同じように空を見上げた。

　澄んだ青色。僅わずかに白い雲が浮かび、ゆっくりと風に吹かれて流れているのがわかる。

「カラスはいつも空ばかり見てるよね」

「……」

「どうして空ばかり見ているの？」

「……」

　案の定じよう、カラスの返事はなかった。

　予想していた事だとは言え、やはり返事がないのは寂さびしかった。

　私もカラスと同じ風景を見ようと、カラスの隣で寝そべってみる。

　流れている雲をしばらく眺めていると、予期せずカラスが口を開いた。

「何も無いからだ」

「……え？」

　唐とう突とつに返ってきたカラスの言葉が嬉しくて、私は表情を輝かせてしまう。

　しかしカラスは愛あい想そ笑いする事すらせず、淡々と言うだけだ。

「空にはいつも、何も無い。煩わずらわしい他人も。立ち塞ふさがる障害も。この地上に犇ひしめく鬱うつ陶とうしいもの全てが何１つとして存在していない。青くて美しいだけの〝零ゼロ〟だ。だから、いつまでも見ていたくなる」

　カラスの言う事は、私にはよくわからなかった。

　それでも、カラスが空を見るのが好きだという事は理解出来た。

　カラスはしばらく黙り込み、珍しく私に尋たずねてきた。

「……何な故ぜ、リズはいつも俺に話しかける」

「何故って……」

　私は少し考え、やがて思い付くままに答えた。

「カラスと仲良くなりたいからだよ」

「……」

　私の答えを耳にしたカラスは、困こん惑わくした顔で私を見つめ返していた。

　カラスに話しかけられたのが嬉うれしくて、私はまたも、一方的に話してしまう。

「私ね……これでも元々はお金持ちの令嬢だったのよ」

　空を見ながら、私はずっと昔の事のように思える過去を辿たどり始めた。

「ある日、お父さんの仕事のトラブルで、私の家族はマフィアから命を狙ねらわれる事になった。その結果、両親は私の目の前で殺されて、私自身は他よ所その国の売春宿に身売りされてしまった。でもエッチな仕事はしてなかったんだよ。その街には専属の闇やみ医者がいてね。助手を探さがしていたんだけど、偶然、私が雇われたの。私は闇医者の違法手術の手伝いをする事で、地じ獄ごくのような街で、１人でも生きのびる事が出来た」

「……」

　カラスは何も言わなかったが、それでも私の話を聞いてくれているのだという事はわかった。

　私は続けた。

「……アンデレ神父に連れられて、この教会に来るまで。私はずっと独ひとりぼっちだった。自分と同じくらいの歳の子と仲良くしたりとかって、そんなのは全然してこなかった。だからなのかな。他のみんなやカラスと話したりするのって、凄すごく楽しいって感じるの。何て言えば良いのかな……まるで血の繋つながった家族みたいに温かい。ここには自分の味方がたくさんいるんだって。今は、そんな安心感でいっぱいなの」

「……家族」

　カラスは感かん慨がい深そうに、空を眺ながめながら囁ささやいた。

「……１人というのは、やはり孤独な事なのか？」

　カラスは、奇き妙みような質問を私に投げかけてくる。

「孤独なんじゃないかな。カラスは１人でいる時、寂さびしいって感じた事はないの？」

「……」

　カラスは再び沈黙した。しかし、ポツリと語り出した。

「……昔、アンデレ神父に言われた事がある」

「何て？」

「……空を家族だと思え。そう言われた」

「……？」

　不ふ思し議ぎそうな顔をしている私に構わず、カラスは淡々とした口調で続けた。

「……誰も信じられないというのなら、誰も信じずに生きてみれば良い。誰にも頼らず。誰にも心を許さず。そうして１人で生きてみれば良い。それに孤独を感じるのなら、その時は空を家族だと思いなさい。空はどこまでも、君から見える場所にある。空さえあれば、君は地上の果てに立っても孤独ではない。……そんな妙みような話だった」

「……」

「家族さえいれば孤独ではない。アンデレ神父はそう言っていた。俺には空という家族がいる。それなのに妙なんだ……昔と同じように、胸の中は空からのままだ」

　空を見上げているカラスの眼まな差ざしが、僅わずかだが、悲しそうに細まったように見えた。

「物心が付いた頃から、俺は名前すら持たない存在だった。どこかの誰かですらない。愛する者も、愛してくれる者もいない。最初からどこにもいないのと変わらない〝零ゼロ〟だった」

　カラスの独白は続いた。

「この世に無む償しようの愛情なんてものは存在しないと思う。ただそれでも家族というものさえいれば……何でもないこんな俺のままでも、誰かに愛して貰もらえるんだろうか」

　私はその時、初めてカラスの胸中を知る事が出来た気がした。

　そんなカラスの横顔を見ていて、私は思い付いた。

「ねえ、カラス」

「？」

「今日からカラスの事、お兄ちゃんって呼んでも良い？」

「……何を言っている」

　流石さすがのカラスも、私の発言には呆あきれたらしい。

　それでも私は構わず、頬ほおを熱くしながらも力説した。

「べ、別に良いじゃん。血の繋つながりがなくても、他の子だってお姉ちゃんとか呼んでる子もいるんだし。カラスって、私より年上なんでしょ？　ならお兄ちゃんじゃん」

「……言っている意味がわからない」

「もう、鈍いわね！」

　焦じれったくなった私は上体を起こし、思わず寝そべっているカラスに詰め寄ってしまう。

「空だけじゃないんだよ。私達がもう、とっくにカラスの〝家族〟なんだから」

「……」

　カラスはいつもと変わらない無表情のままだったが、それでも口を呆ほうけさせていた。

　自分から言い出したくせに、何だか照れくさくて、私は俯うつむいてしまう。

　しばらく呆ぼう然ぜんとしていたカラスだったが────微笑ほほえんだ。
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　それは私が、この教会に来て初めて見たカラスの笑顔だった。

　固い表情に慣れない微笑みを作ったせいか、カラスの笑顔はぎこちなかった。だがその笑顔がたまらなく嬉うれしくて、私もつられて微笑ほほえんでしまっていた。




　　　　■■■




　俺を押し潰つぶそうと、アドラメレクは巨大な身体からだで虚こ空くうへと飛び上がる。

　頭上から飛来してくるそれを避けようと、俺は背後へ全力で跳ちよう躍やくした。

　寸前まで俺が立っていた場所に、アドラメレクが着地する。

　その巨躯は見た目に添そった重量を持っているのだろう。アドラメレクが着地した地面はクレーター状に沈み込み、軽い地響きを伴ともなってひび割れる。

「動きが単調ですなあ」

　アドラメレクの攻こう撃げきを凌しのいだのも束つかの間、すぐ傍かたわらにまで接近していた椚くぬ木ぎがぼやく。

　椚木は腰こしに提さげていた湾わん曲きよく刀とうを１本抜き放はなち、上段から俺に斬きりかかってくる。

　俺は咄とつ嗟さに、手にしていたロムルスの槍やりで応戦した。

　椚木の刀と、ロムルスの槍の刀身がぶつかり合うと、俺の手に響くような衝しよう撃げきが伝わってくる。椚木の一撃が予想以上に重かったため、俺が構えた刃は弾はじき飛ばされてしまう。危うく槍を手放してしまいそうになるが、それは何とか持ち堪こたえた。

　俺は慌あわてながらも、再び槍の刀身を構え、椚木と対たい峙じする。

「……ふむ」

　椚くぬ木ぎは感かん慨がい深そうに顎あご鬚ひげを擦こすりながら呟つぶやいた。

「剣術は素人しろうとレベル。動きも単調。明らかに近接戦闘の訓練は受けていないご様よう子すですな。やれやれ。アンチリテラルというものがどの程てい度どの力を持っているのか興味がありましたが、予想外でガッカリでございますなあ。アドラメレクに活躍して貰もらう程ほどでもない」

　椚木は嘆たん息そくし、苛いら立だった表情で俺を睨にらみ付けた。

「────これでは一方的に嬲なぶり殺すしか楽しみようがないですなあ」

　椚木は腰こしからもう１本の湾わん曲きよく刀とうを抜き放った。

　両手に刃を構え、正面から俺に向かって突とつ進しんしてくる。

　何とか椚木の攻こう撃げきを凌しのごうと、俺は椚木の動きの機き微びに集中した。

　椚木の動きを目で追う事は出来たものの────さっきよりも早い！

「くっ！」

　中段の横よこ薙なぎを、槍やりの刀身で受け止めた。

　間かん髪はつ入れずに、逆側からも横薙ぎが繰り出されてくる。

　俺は身を捩よじり、椚木の２撃目も防いだ。

「反応が遅れると────死ぬんですよ？」

　２撃目を受け止めている間に、椚木の１撃目の刀が、すでに下段で構えられていた。椚木は容よう赦しやなく、その刃で俺の身体を斬きり上げようとしてくる。槍で受け止めている暇ひまが無かったため、俺は後退して刃をやり過ごそうとする。

　しかし避けきれず、椚木が繰り出した刃は、俺の左肩を鋭く掠かすめ取っていった。

「がっ！」

　短い呻うめきが漏もれてしまう。

　刃が閃ひらめいた後には、俺の胸元から左肩に刀傷が刻きざみ込まれていた。切り裂さかれた服の下には肌が露出し、熱く出血し始める。

　俺は斬られた肩口を押さえながら、背後によろめいた。

　そんな俺の様よう子すを冷ややかに見つめながら、椚木は言った。

「……ほう。今のは殺やるつもりで斬りかかったのですが、致命傷を避けましたか。常人よりは優れた反射神経をお持ちのようだ」

　唇くちびるを舐なめ、椚木は下げ卑ぴた微笑ほほえみを浮かべる。

　自分でも驚いてはいるが、今の椚木の一いち撃げきをよく回避出来たものだと感心する。

　おそらく運が良かっただけなのだが、もし椚木の動きを目で追う事が出来なければ、確実に瞬しゆん殺さつされているところだった。

　ふと疑問に感じる……自分は今まで、こんなに動体視力が良かっただろうか？

「しかしつまらない。期待外はずれも良いところだ。今楽にして差し上げます」

　考えている間もなく、椚くぬ木ぎが再び斬きりかかってくる。

　また真正面からの突とつ進しんだが、今度の攻こう撃げきは横よこ薙なぎではなかった。

　鋭い〝突つき〟である。

　俺は驚きよう愕がくした。

　椚木の繰り出す攻撃は、相変わらず素早いはずなのに────今度はスローモーションのように見えた。

　目の錯覚ではないかと、一いつ瞬しゆん疑ってしまう。しかし間違いない。

　……俺は椚木の攻撃速度に、対応出来る？

　俺の心臓目め掛がけて繰り出されてくる椚木の突きを、俺は身を捻ひねって紙一重で回避する。

「！」

　攻撃を避けられた椚木の表情には、露骨な驚きが見て取れた。

　俺はそのまま、接近してくる椚木を目掛けて槍やりを上段から振り下ろしてみる。

　力任まかせに振り下ろした槍の刀身は、難なく椚木の身体からだに直撃した……！

　そのまま槍は、椚木の右肩から左脇わき腹ばらを深く斬り払う。

　俺が斬り払った傷口からは、椚木の鮮血が迸ほとばしった。

「がぁっ！」

　手痛い一撃を受け、椚木はその場で跪ひざまずく。

　俺は自分のまぐれ当たりに驚き、慌あわてて椚木から後退して距離を取る。

「……ンフフ。ウフフフフフフ」

　椚木は流血している自分の傷口を手で押さえながら、急に肩を震ふるわせて笑い始める。椚木は苦しんでいるのだろう。充血した眼まな差ざしを俺に向けながら、肩で息をしている。

「素晴らしい！　ハハっ！　素晴らしいですぞぉ、冴さえ上がみ殿！　油断していたとは言え、この私に一撃を浴びせてくるとは！　こうした痛みは久しぶりです！　いやはやこれは痛む！　実に実に痛みますなあ！　ハハハハハ！」

　流血して苦しみながらも、椚木の頬ほおは狂気の笑みで歪ゆがみ始めていた。

　……傷付けられて歓かん喜きしているとは、一体どういった精神構造をしているのだろうか。

　紳しん士し然ぜんとした態度は変わらぬものの、ドス黒い狂気が渦うず巻まく椚木の笑顔には寒気がした。

　異常な反応を示してはいるものの、椚木のダメージは大きかったらしく、すぐには動き出せない様よう子すだった。俺は椚木の戦闘能力を殺そいだ事を悟さとる。

　自分に起きている異変が気にはなったものの、とにかく俺は、その場を後にする事を選ぶ。

　壁かべに開いた穴から外を目指し、雪せつ名なに合流するのだ。

　カラスは……一いつ瞬しゆんで雪名の息の根を止める攻こう撃げきを繰り出してきたのだ。

　あんな強敵を相手に、雪名が苦戦していないはずはない。

　俺は雪名の元へと急ぐ。背後からは、未いまだに椚木の哄こう笑しようが聞こえてきていた。

　しかし今は、それに構っている暇ひまはないのだ。

　椚くぬ木ぎの言葉を背に、俺は壁の大穴を通って庭園に出た。

　薄暗かった中央棟内から急に外に出たせいか、空から注いでくるダイソン環かんの光が眩まぶしく感じられた。堪たまらず目を細めながらも、俺は周囲に雪せつ名なの気配を探さがした。

　穴を出てすぐの場所は、ちょっとした藪やぶ地帯になっていた。

　見たところ周辺に雪名とカラスの姿は見当たらないが、誰かが踏み分けた痕こん跡せきが、草藪の上に残されていた。その後を辿たどって行くと、大理石の通路の方から、微かすかに金属のぶつかり合うような音が聞こえてくる。

「あっちか……！」

　音の方向に向かって駆け出した。

　おそらくその金属音は、雪名とカラスが斬きり結ぶ音だろうと思えたからだ。

　俺は雪名の安否を確かめたくて、懸けん命めいに駆け続けた。

　整地されていない地面につまずきながらも、ただただ懸命に走り続けて行く。

　────駆け付けたところで、足を引っ張るだけなのではないか。

　雪名を心配に思いつつも、実はその不安が拭ぬぐい去れなかった。

　俺は雪名や執しつ行こう官かん達のように強くないのだ。

　最近は身体からだの調子がおかしくて、妙みように身体能力が高くなっているような状況ではあるが、それだけでは雪名達と肩を並べる程ほどの強さにはなり得ないだろう。

　さっきは偶然、運良く椚木に一ひと太た刀ちを浴びせる事が出来た。

　しかしそれはあくまで、椚木が油断していたからだという条件付きだったはずだ。

　ならばそんな自分が雪名と一いつ緒しよに、カラスのような強敵と戦えるのだろうか。

　武器と呼べるものは、手の中に握られている詳しよう細さい不明の槍やりが１本だけだ。

　こんなものがあったところで……俺が強くなれるわけではない。

　どうせ駆け付けても雪名に守られる事になるなら、俺はいない方が雪名のためになるのではないか。俺は雪名を助けられないのか。

　そう考え続けると、徐々に足取りも重くなった。

「……雪名……！」




　　　　■■■




　雪名は片手にしていた本を静かに放はなす。

　手放された本は、雪名の周囲を緩ゆるやかに周回し始めた。

　その本と同じように、先さき程ほどから周囲を周回していた鎖くさりを、雪名は両手で捕つかまえる。すると瞬しゆん時じに鎖の表面に複雑な青い数式が浮かび上がり、力が迸ほとばしった。虚こ空くうで縮ちぢれていた鎖は一本の芯しんが通った棒ぼう状じように連なり、青白い巨大な炎ほのおが灯って燃え盛る。

　全長４メートルに達する、高速で振動する鎖くさり。

　先端から持ち手まで灯った炎を刃に見立てれば、まるで鎖で出来た〝巨大な剣〟だ。

　メインラボ内の爆ばく発はつで煤すすけたコートをはためかせ、雪名は周囲の景色を、鎖の剣で横よこ一いち文もん字じに薙なぎ払う。その刃の軌道上にいたカラスは、軽く腰こしを屈かがめるだけの動作で、軽々と雪せつ名なの一いち撃げきを回避してしまう。

　鎖の剣が振り抜かれると同時。

　カラスの背後に生おい茂っていた草は切り飛ばされ、聳そびえていた木は紙かみ細ざい工くであったかのように易やす々やすと両断される。木の断面は高速振動の鎖に切り裂さかれ、焼け焦こげて燻くすぶっていた。

　雪名の攻撃を避けたカラスは、間かん髪はつ入れずに駆け出している。

　鎖の剣によって両断された木は、雪名とカラスの立っている方角に向かって倒れて来ようとしていた。その倒れ行く木の幹を、カラスは起用に駆け上がり始める。目にも止まらぬ早さで木の頂上にまで至ると、そこから跳ちよう躍やくして一いつ瞬しゆんで雪名の背後へと回り込む。

　肉にく厚あつのナイフで斬きりかかってきたカラスの腕を、ギリギリのところで殴なぐって弾はじき返す。

　攻撃を牽けん制せいすると、即座にカラスは間合いを開き、離れた位置へ逃げてしまう。

　左右交互に駆けたり、時とき折おり行動にフェイントを絡からめながら、カラスは接近と後退を繰り返す。

　カラスは雪名へ、断続的なナイフの攻撃を繰り出してきていた。

　雪名はそのことごとくを鎖の剣で受け止める。

　カラスのナイフはやがて、高速振動している雪名の剣に刀身自体を傷付けられ、刃こぼれしすぎて使えなくなってしまう。そうして駄目になったナイフを１本、カラスはその場で捨ててから佇たたずんだ。

　動きを止めたカラスと対たい峙じし、その実、雪名は内心で焦あせっていた。

　カラスの攻撃は徹底したヒット＆アウェイである。

　間違いなくカラスは、雪名の実力の程ほどを様よう子す見みしているのだろう。

「……早い！」

　雪名はカラスと対峙しながら、冷や汗混じりに嘆なげいてしまう。

　古典物理の数式を駆く使しし、雪名は数値ステータスの改かい竄ざんによって、自みずからの身体能力を常人の４倍程てい度どにまで高めているのだ。その身体能力をもってしてもまだ、カラスの行動の方が早いというのだから始末に終えない。

　────おそらく凄すさまじい強敵である。

　これまで雪名が相手にしてきた敵は、強力な異能を秘めていたとは言え、基本的には戦闘訓練などを受けた経験のない素人しろうとばかりだった。しかし目前に相あい対たいしているカラスは、そうしたこれまでの敵とは全くの逆。高度な訓練を受け、相手を〝殺す〟という一点に重点を置いた技能に優れた手て練だれなのだ。こうした相手が敵となると、基本的な戦闘訓練しか受けた事がない雪せつ名なは不利なのかもしれない。

　その上、雪名はある、絶望的な予測を持っていた。

　自らは数秘術アルケニツクを使う事で、今は何とかカラスと互角に渡り合えている状況である。

　しかしディエゴの情報が正しいとすれば、カラスは〝零ゼロ〟の災厄の数アルヘトスなのだ。

　だとすればカラスはまだ……本来の〝力〟を発揮していないのではないか。

「……生身の戦闘技能だけで、私と渡り合っているのか……！」

　信じられないような状況に、雪名は絶句するしかない。

　雪名に思い悩んでいる暇いとますら与えず、カラスは近くの茂みの中へと姿を紛まぎれさせる。

　草くさ藪やぶや木の陰かげから、鋭くナイフを投げ出してくる。

　細い十じゆう字じ架かのような形状のナイフ。カラスの羽根のように黒く、大きく。雪名の華きや奢しやな身体からだを貫つらぬこうと繰り出されてきた。

　雪名が持っていた鎖くさりの剣が、再び最初のように縮ちぢれて虚こ空くうを漂ただよう。

　縮れた鎖に、カラスが投げつけたナイフは呆あつ気けなく絡からめ取られてしまう。

　しかし────

「！」

　雪名は発見した。

　カラスの投げてきたナイフは、よく見れば柄えの部分にピアノ線のような紐ひもが結びつけられている。そのピアノ線の先は、カラスのロングコートの懐ふところと繋つながっているではないか。

　カラスはピアノ線のような紐ひもを、力強く手た繰ぐり寄せる。

　すると雪名の周囲を漂っていた鎖は、雪名の傍そばから引き剥はがされてしまった。

「あっ……！」

　鎖を奪うばわれた雪名に向かって、カラスはもう１本のナイフを投げ付ける。

　それを弾はじき返す事もままならず、ナイフは雪名の眼前にまで迫った。

「────止まれ」

　横から割り込んできた少女の声が、雪名の眼球を貫つらぬこうとしていたナイフを掴つかんだ。

　雪名の眼めには、少女が手に装着している銀製のガントレットが映うつり込んでいた。

　ナイフを掴み、雪名への直ちよく撃げきを防いでくれた人物。その赤髪の少女の登場に安あん堵どし、雪名はその場でへたり込んでしまう。

　現れた少女は、教団が誇る第４の絶対執しつ行こう力りよくだ。

「……アンデレさん！」

「苦戦しているようね」

　アンデレは苦笑しながら、掴んでいたナイフを手放ばなした。

　ナイフは虚こ空くうで磔はりつけにされたように停止しており、落下する事さえない。

　アンデレはへたり込んだ雪名の手を取り、その場で立たせる。

　そうしてから────茂みの中に佇たたずんでいる黒い少年、カラスを睨にらみ付ける。

「……ようやくこの時が来たわね、カラス。待ちわびたわよ」

「……リズ」

　カラスは表情１つ変える事すらせず、ただ少しだけ寂さびしげに、一ひと言ことを囁ささやいた。

　アンデレは落ちていた雪せつ名なの鎖くさりを拾い上げ、それを雪名に手渡しながら言った。

「私はもう昔の私じゃない。その名前で、私を呼ばないでくれるかしら」

「……」

「殺したかったわ」

　アンデレはカラスに向き直り、渾こん身しんの憎しみを込めた表情で睨にらみ付けた。

「殺したくて殺したくて。アンタの息の根を止めるのを、夢にまで見た」

「……」

　カラスは黙って、懐から肉にく厚あつのダガーナイフを取り出して身構えた。その様よう子すを見ながら、アンデレは両手の拳こぶしを胸元で叩たたき合わせる。

「だからここで終わらせましょう、カラス。私とあなたの、家族の絆きずなを」

　火花を散らすガントレットで拳を固め、アンデレは涼すずやかにカラスへと告つげた。




　　　　■■■




「相変わらずうろ覚えで悪いんだけど、確か羽う鷺さぎ雪名よね。アンタの名前」

「その通りだ」

　鋭い眼まな差ざしで冷淡に答える雪名の様子を見て、アンデレは意外そうな顔をする。

「……いつもと雰ふん囲い気きが違うのね。なるほど、アンタが〝無限〟の災厄の数アルヘトスだからか。スカラーの１種である生存時間を数秘術アルケニツクに使用すると、そういう人格変化が起きるわけか」

　雪名の変化に感心しながらも、アンデレはカラスを横目にして告つげた。

「もう気付いてると思うけど、相手の力は常識外の化ばけ物ものと同等だと思った方が良いわ。普通に真正面からぶつかっても勝ち目なんてない。悪いけど、ここは共同戦線を張らせて貰もらうわよ」

「私に異論はない。そもそもディエゴとは、そういう約束でここへ来た」

「上等。アンタの戦闘優位性アドバンテージは火力。私は近接戦闘能力。お互い得意分野に徹しましょうか」

「承知した」

「行くわよ」

　言うが早いか、アンデレはカラスに向かって駆け出していた。

　正面からカラスに向かって突とつ進しんするアンデレ。

　それに呼応するかのように、カラスも同じように前進して来る。

　衝しよう突とつまでに時間は要さない。

　アンデレは軽く地を蹴けると、地面から僅わずかに浮き上がる。そのまま器用に身を捩ひねると、アンデレはカラスに向かって回し蹴りを繰り出した。その脚を傷付けようと、カラスはアンデレの蹴りをナイフの刃で受け止めようとする。

　カラスの刃がアンデレの脚にぶつかると、予期しない鈍い金属音と共に火花が散った。

「！」

　僅かに驚いた表情のカラスを、アンデレが鼻で笑う。

「残念ね。ニーソックスに鉄板仕込んできたのよ」

　言いながらアンデレは、蹴りの軸じく足あしにしていた脚を曲げ、即座にその場でしゃがみ込む。そうする事でカラスの死角に潜もぐり込んだのだ。アンデレはカラスの方に突つき出していた脚を地面に下ろすと、そちらの脚へ素早く重心を移動した。

　一いつ瞬しゆんでカラスの側面へ回り込んだアンデレは、屈かがんだ状態から拳こぶしを突き上げて立ち上がる。

　死角からの脇わき腹ばらを狙ねらったフックだった。

　だがカラスは────その攻こう撃げきに対応して見せる。

　目にも止まらぬ早はや業わざで、カラスはすでに懐ふところから投とう擲てき用ナイフを取り出し終えていた。

　その切きっ先さきを、アンデレが突き出してきた拳に向かって構えていたのだ。

　通常であれば、アンデレの拳は、待ち構えていたカラスのナイフに貫つらぬかれて傷付いただろう。

　だがアンデレが腕に装着したガントレットには、特とく殊しゆな効果が存在するのだ。

「────止まれ」

　命令する。

　拳に触れたナイフの切きっ先さきを中心に、空間が水面のように揺ゆらぐ。

　カラスが構えていたナイフは、アンデレの〝磔の腕アレーテイア〟の効力によって、虚こ空くうで固定されて動かせなくなってしまう。

　カラスは虚空で静止して動かなくなったナイフを、即座に手放ばなす判断をした。

　アンデレのガントレットの厄やつ介かいさを熟じゆく知ちしているのだろう。

　接近戦は分ぶが悪いと見て、後退して距離を置こうとする。

　しかしアンデレは逃さない。

　後退しようとするカラスの動きに合わせて接近し、アンデレは拳の連れん撃げきを繰り出した。

　突進と同時の突き。

　フェイントを交まじえた回し裏うら拳けん。

　周囲の空気を唸うならせながら繰り出されるアンデレの攻撃を、カラスは受け止めずに紙一重でかわすだけである。アンデレの拳に触れたものは、容よう赦しやなくその場で磔はりつけにされる。掠かする事すら許されず、カラスはアンデレの両腕による攻撃を丁てい寧ねいに処理し続けた。

　ふとカラスは、コートの懐ふところから投とう擲てき用のナイフを１本取り落とした。

　カラスは足あし下もとに落ちようとするナイフの柄えを────器用に蹴けり上げた。

「なっ！」

　アンデレの顎あご下したから、カラスが蹴けり上げたナイフが飛来してくる。

　そのナイフを、アンデレは背せ筋すじを反そらす事で回避した。

　アンデレの動きが止まった隙すきを見逃のがさず、カラスは瞬しゆん時じにアンデレとの距離を取る。

　後退したカラスは、コートの懐ふところに手を入れた。次にカラスの手が見えた時には、その指の間全てに、１本ずつナイフが挟はさみ込まれていた。

　カラスは４本のナイフを同時に、アンデレに向かって投げ付けた。

　複数のナイフ攻こう撃げきによって、アンデレが防ぼう御ぎよしなければならない場所は１つではなく複数になる。それは点ではなく、面の攻撃なのだ。一度に捌さばけない以上、それら全てに対処しようとするアンデレには隙が生まれてしまう。

　ナイフを投とう擲てきした直後に、カラスは利きき手に持っていた肉にく厚あつのダガーナイフを構える。

　アンデレがナイフを捌こうとする隙を狙い、喉のどを一ひと突つきにするつもりだった。

　しかしアンデレは、ナイフが飛来してくる目前の空間を、片手で薙なぎ払はらった。

「止まれ」

　命令する。

　すると、アンデレが薙ぎ払った空間全体が、水面のように揺ゆらいで見えた。

　その揺らいだ空間に到達した４本のナイフは、同時に虚こ空くうで停止してしまう。

「……触れた物を停止させているんじゃない。触れた空間に停止効果を持たせてるのよ」

　アンデレは不ふ敵てきに笑んで宣告した。

　隙を狙ねらって踏み込もうとしていたカラスは、タイミングを失ってその場で硬直してしまう。

「今よ！」

　アンデレは、背後の雪せつ名なへ声をかけた。

　カラスは雪名へと目を向ける。

　しゃがみ込んでいた雪名は、土の上へ複雑な数式を記き載さいし終えていた。

　その数式は青白いスカラーの輝きを灯しており、すでに何かしらの効果を発揮している様よう子すだった。その光景を見れば誰でもすぐにわかる────攻撃準備は完了しているのだ。

「超高温の物質に水が接触すると、猛もう烈れつな勢いで気化して爆ばく発はつ現象を起こす。いわゆる水蒸気爆発だ。周囲から集めた大量の水分を、超高温にまで加熱した直下の地中に反応させよう」

　人形のような無の表情で、雪名はバラバラとページが捲めくれる本を見下ろしている。

　やがて雪名は開いたページの１つに手の平を置き、囁ささやいた。

「────直下水蒸気爆発アンダー・エクスプロージヨン」

　雪名の言葉と同時に、カラスの立っている場所を中心として、噴ふん火かのような爆発が発生した。

　地面下で起爆したと思われる爆発は凄すさまじく、大量の土ど砂しやを地上に噴ふん出しゆつして、カラスの姿を覆おおい隠かくしてしまう。下から突き上げる爆発で、周囲にあったあらゆる木々が根こそぎ空中高くへと投げ出された。

　濃い土つち煙けむりが立ち込め、僅わずかなタイムラグの後に土ど砂しやが天から降り注いでくる。

　アンデレは咳せき込みながら、雪せつ名なは冷めた表情のままで佇たたずんでいた。

「……やったの……？」

　深い土煙の向こうに、カラスの死を期待したアンデレが自問する。

　ただの人間が今の強烈な爆ばく発はつに巻き込まれたのなら、常識的に考えれば即死である。跡あと形かたも無く肉片になって飛び散る以外にあり得ない。いくら強力な戦士とは言え、カラスとて生身の人間なのだ。雪名の誇る異常火力が直ちよく撃げきしたのなら、生き残れるはずなどない。

　────土煙の向こうから投とう擲てきナイフが飛来してきた。

「！」

　全く予期していなかったアンデレは、そのナイフの直撃を喰くらってしまう。

　利きき手である右腕に深々と突つき刺さり、血の雫しずくが吹き溢こぼれた。

　傷付いた右腕を庇かばいながら、アンデレはその場に片膝ひざを突ついてしまう。

　雪名が、愕がく然ぜんと呟つぶやいた。

「……まさか……生きているのか……！」

　土煙の向こうに────やがて赤い光が輝いているのが見えた。

　その光の中に、変わらぬ無表情で佇たたずんでいるカラスの姿が現れた。

　信じられない事に、カラスは傷１つない無傷の姿のままであった。

　しかもどういう理屈なのか……カラス同様に、カラスの周辺の地形だけが綺き麗れいに残されて、爆ばく発はつの熱で高温に熱されたはずの地面は凍いて付いて、霜しもが降りている。

　カラスの頭上には、赤く小さな光の輪が漂ただよっているのが視みえていた。

　まるでそれは、美しい天使の輪だった。
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　雪名の無の表情にすら、仄ほのかな焦あせりの色が見られた。

「……傷付いた赤色のスカラー。やはり情報通りに〝災厄の数アルヘトス〟だったのか……！」

　天使の輪を持つ少年は、氷のように凍てついた眼まな差ざしで、雪名とアンデレを見つめた。

「……遊びは終わりだ」

　底知れない殺傷力を秘め、少年は無慈悲に宣告した。
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「やめろ！」

　叫んだ俺に、その場にいた全員の注目が集められた。

　俺が駆け付けたのは……おそらく寸前のタイミングだったのだと思う。

　傷付いた腕を庇かばい、跪ひざまずいているアンデレ。

　打ちのめされた様よう子すで立ち尽つくしている雪せつ名な。

　そして────天使の輪を持つ〝零ゼロ〟の災厄の数アルヘトス。

「……カラス……！」

　俺は手にしていたロムルスの槍やりを構え、カラスと対たい峙じした。

　カラスは無言で、ただ俺の姿を冷ややかに見つめ返してくるだけだった。俺はそんなカラスを遠目にしながら、雪名とアンデレの傍そばへ歩み寄って行く。

　やって来た俺に、早速、アンデレが苦く言げんを呈ていした。

「……逃げなさい。私達だけでも手いっぱいなのに、もはやアンタが来たところでどうしようもないわ。やっぱりカラスは……化ばけ物ものよ」

　俺を見る事もせず、ただカラスを睨にらみ付けながらアンデレはそう言った。

　アンデレの後に、いつもの雰ふん囲い気きに戻っている様よう子すの雪名も同意してきた。

「……誠せい一いち君、駄目だよ。今回ばかりは勝てないかもしれないよ……！」

　雪名は後あと退ずさり、そうして涙混じりに俯うつむいてしまう。

　いきなり２人から悲観的な意見を浴びせられ、俺は押し黙る以外に他なかった。

　……しかし言われるまでもなく、だ。

　駆け付けたところで、俺自身が戦力の足しにならない事なら百も承知していた。

　それでも敢あえてこうして前戦に顔を出したのには、俺なりに考えがあっての事なのだ。

　実際の戦況を見てどうするかを判断するつもりだったが、すでに戦意を喪そう失しつしつつある２人の様よう子すを見るに、どうやら仕方なさそうである。

　苦く渋じゆうの決断ではあるのだが……やるしかないだろう。

「提案がある！」

　俺はカラスに向かって、高らかに発言した。

　何事が起こるのか理解していない雪せつ名なとアンデレは、怪け訝げんな顔で俺を見やってきた。

　２人の態度には構わず、俺は一方的に話を続ける事にした。

　俺は持っていたロムルスの槍やりを、高々とカラスに見えるように掲かかげた。

「……お前達の目的は、この槍の入手なんだろう？　ならこの槍をくれてやるよ！　その代わりに俺達を見逃のがせ！」

「な、ちょっとアンタ！　何言ってんのよ！」

　俺の発言に、予想通りアンデレが食ってかかってくる。

「その槍って、教団が守れって言ってる槍なのよ！　それを何でみすみす、私達の手でクリフォトに手渡さなきゃならないのよ馬ば鹿か！」

　アンデレの言う事はもっともだった。

　そもそもディエゴと雪名は、この槍をクリフォトから守るためにこの場へやって来ているのだ。成り行きとは言え、俺とアンデレもその目的に協力している身に違いない。

　しかし俺が提案する内容は、目的とは真ま逆ぎやく。

　目的を放ほう棄きし、自分の命惜しさにクリフォトへ屈くつする事に他ならない。

「アンタ、見損そこなったわ！　命惜しさで敵に屈するなんて、みっともない！」

「このまま戦って勝算がないなら、どちらにしろ渡すか、奪うばわれるかの違いしかないだろう。どちらにしろ槍を守れないなら、助かった方が幾いく分ぶんかマシなはずだ」

「……最低ね」

「何とでも言ってくれ」

　俺の言い分が気にくわないのだろうが、それでもアンデレは押し黙る。それ以上は反論しないところを見るに、頭では損そん得とくの理解は出来ているのだろう。

　俺はカラスに向かって続けた。

「どうなんだ！」

「……」

　カラスは表情１つ変えずに黙り込んだが、すぐに問いかけてくる。

「……お前達を見逃す理由がない。俺からすれば、殺して奪い取れば良いだけの話だ」

「そっちがその気なら、俺達はこの槍を持って全力で逃げるぞ」

「……何だと」

　俺はカラスを嘲ちよう笑しようして言った。

「衝しよう突とつ戦では、俺達に勝算はないのかもしれない。だが撤てつ退たい戦ならどうだ。お前は〝向かってくる相手〟を退しりぞけるのは得意かもしれないが、それと同じくらいに、果たして〝逃げる相手〟を捕つかまえるのも得意なのか？」

「……」

　俺の話す事を、雪せつ名なとアンデレは狐きつねに摘つままれたような顔で見ていた。

　こちらの方が有利であるように話す俺の口振りに呆あきれているのか。

　大真ま面じ目めな俺の様よう子すをマジマジと見ていたカラスだったが……しばらくして、カラスの頭上に漂ただよっていた赤い輪が消えて視みえなくなる。

　カラスは淡々と、俺の提案に答えた。

「……良いだろう。元々、お前達と戦う事が目的ではなかった。殺す理由がなくなれば、戦う理由もない。その槍やりをそこに置いて去れ」

　俺の提案に、カラスは笑いもせずに賛同した。
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　槍を置いてカラスから逃げた俺達は、実験施設から少し離れた場所に辿たどり着いた。

　相変わらず広大な庭園の中であり、周囲の景色がそれほど変わったわけではない。

　それでもその場所には、椚くぬ木ぎやカラスの気配を感じない。

　そのせいもあってか、俺は僅わずかに安あん堵どしてしまう。

　雪名と俺で手分けして、改めて周囲にクリフォトがいない事を確認した。そうしてから俺は、アンデレの手当を行うために、その場で少し休憩する事を提案した。

　足を止めて振り返った俺を────いきなりアンデレが平手打ちしてきた。

「ってぇー！」

　叩たたかれた頬ほおを擦こすりながら、俺は涙目でアンデレに抗議した。

「いきなり何するんだよ！」

「……アンタが最低だから叩いたのよ」

　アンデレは微笑ほほえみさえせずに、俺を睨にらんで言った。

　俺を平手打ちしてアンデレは気が済んだのか、俺に背を向けて遠ざかって行く。

　露骨に俺を避けている様よう子すで、俺から離れた木こ陰かげに腰こしを下ろした。

「……そんな離れた場所に座られたら、手当も出来ないだろう」

「アンタ達にやって貰もらわなくても、自分で出来るわよ。今までだって……ずっと独ひとりで、そうしてきたんだから」

　そう言ってアンデレは、腕に刺さったままにしてあったナイフの柄えを掴つかんだ。

　……下へ手たに抜けば出血が酷ひどくなってしまう可能性があったため、アンデレは腕からナイフを生はやしたままで、ここまで歩いて来たのである。ゆっくりと刃を傷口から引き抜き、脂あぶら汗あせを額ひたいに流しながら、苦痛を噛かみ殺している様よう子すだった。

　抜き終えたナイフを使って、アンデレは血で汚れた制服の袖そでを切り落とした。

　そして同じようにナイフでスカートの端はしを切り裂さいて、即席の包帯を造り出す。アンデレはその包帯を使って、器用に自分の腕に止血処置を施ほどこしていく。

　つい最近、アンデレは俺の妹の怪け我がを応急手当してくれた事もあったが……先日同様に見事な腕前であるように見えた。

「……カラスとは、同じ教会で暮らしていたんだろう？」

　自分の手当をしている痛々しいアンデレの姿を見やりながら、俺は何となく話しかけてしまう。アンデレは黙々と自分の止血処置を続けるだけで、俺の言葉を無視している様子だった。

　それでも何な故ぜか黙っていられず、俺はアンデレに語りかけてしまう。

「……カラスは、君の教会を焼き払ったんだったな。でも、君がカラスを憎んでいるのは、何だかそれだけじゃないように見えてさ。どうして君は、一いつ緒しよに暮らしていたはずのカラスを、そこまで憎んでいるんだ」

「……」

　アンデレは何も答えない。

　痛みを噛み殺しながら、自分の腕に包帯を巻いているアンデレを見かねたのだろう。堪たまらず雪せつ名なはアンデレに駆け寄り、アンデレの代わりに包帯を巻き始めた。

　雪名に包帯を巻かれながら、やがてアンデレは囁ささやくように答えた。

「……〝家族〟だったからよ」

　アンデレは、一ひと言ことだけそう言った。

　そしてゆっくりと、静かに語り出した。

「……私が暮らしていた教会にいたのは、みんな色んな国から集められて来た、寄せ集めの孤こ児じ達だった。それは私やカラスも同じで。親もいなければ、帰りを待ってくれている人達もいない。独ひとりぼっちでいればどこかで野の垂たれ死ぬしかない。そんな連中ばかりだったわ」

　アンデレの眼まな差ざしは遠く、失われた過去を見つめ始めていた。

「今になって思えば、きっとみんな、それがたまらなく悲しかったのよ。誰からも期待されず、誰からも見て貰もらえず。独りで生きて、独りで死ぬだけのくだらない人生でしかなかった。だから私達は、家族というものに憧あこがれていた。多くの人々から愛されなくても、たとえ少ない人々でも、自分を好きでいてくれる他人が欲しかったから。教会で一緒に暮らしていたみんなは、誰もが必死に愛されようとしていたの」

「……」

「私達はみんな家族だった。血の繋つながりはなくても。共に過ごした時間は短くても。お互いの事を思い。お互いの事を大切にする事が出来た。あの教会での日々は、とても幸福に感じられたわ。温かくて。優しくて。もう手放ばなしたくないくらいに愛いとおしい場所だった。でもカラスは……そこから私の家族を奪うばったのよ」

　アンデレは双そう眸ぼうを険けわしくして言った。

「あの日……夜中に目が覚めた。その時にはもう、教会は火に包まれていて……アンデレ神父は、災厄の数アルヘトスになってしまったカラスを殺そうとしていた」

　そう言うアンデレの頬ほおを一ひと筋すじの涙が流れ落ちていった。

「……カラスが持っていたナイフは血まみれで……周りには大好きだったみんなが倒れていて……そしてカラスは、アンデレ神父を私の目の前で殺した……！」

　歯を食いしばり、アンデレは瞼まぶたを固く閉ざした。

　いつも勝ち気なアンデレが……弱々しく泣いている姿を見るのは心苦しい。

　かつて家族だった少年に傷付けられた寂さびしがり屋の少女は、膝ひざを抱かかえ、肩を震ふるわせ、静かに涙し続けている。その痛ましいアンデレの背中を、雪せつ名なが無言で抱き締しめていた。

「……カラス」

　俺はその名を口にして呟つぶやいた。

　アンデレの語る過去は断片的で、詳くわしい事はわからなかった。

　だが……カラスがアンデレの大切なものを、根こそぎ奪い取った事だけは伝わった。

「家族だったから許せない、か……」

　アンデレの気持ちは、わかる気がした。

　俺にも大切な家族がいる。

　もうこの世にたった１人しかいない、血の繋つながった妹だ。

　もしもアンデレのように、自分が信頼していた人間によって愛あい架かの命が奪われるような事があれば……おそらく正気でなどいられなくなるだろう。

　殺したくて。

　殺したくて。

　でも…………許したくて。

「……手当が終わったなら、そろそろ行こう」

　決意を新たに、俺は言った。

　そうして────再び実験施設の方角へ向かって歩き出そうとする。

　このまま地上まで戻るのかと思っていたのだろうか。雪名とアンデレは、そんな俺の行動に驚いている様よう子すだった。俺は呆ぼう然ぜんとしている２人を急せかした。

「何してるんだよ。早く行かないと、クリフォトの２人に槍やりを持ち逃げされるぞ」

「何してるって……アンタが槍を渡して逃げるんだって言い出した張ちよう本ほん人にんじゃない。今いま更さら何なにをトチ狂ってるのよ……！」

「俺は確かに、クリフォトへ〝一時的に〟槍を渡した。けど、渡したまま諦あきらめて帰るだなんて、一ひと言ことも言った覚えはないぞ」

　俺は不ふ敵てきに微笑ほほえみ、実験施設の方角を睨にらんだ。

「ディエゴを探さがして合流しよう。２対１で駄目だったなら、今度は４対１だ」

「────おやぁ？　もう私の存在をお忘れとは、随ずい分ぶんと舐なめられたものですなあ、冴さえ上がみ殿」

「……！」

　俺達の会話に、またもやあの男の声が割り込んでくる。

　声が聞こえたのは、すぐ近くである。

　俺達が視線を傾けた先には、２人の人影が立っていた。

　１人は、ロムルスの槍を片手に提さげたカラス。

　そしてもう１人は────異い形ぎようの悪あく魔まを従したがえた男、椚くぬ木ぎ。

「先さき程ほどは失礼しました。素人しろうと相手と油断したため、少々手痛い反はん撃げきを受けてしまったようです。傷口ならもう焼いて塞ふさいで来ましたので、今からでも存分に続きを楽しめますぞ」

　椚の右肩から左脇わき腹ばらにかけて、俺が斬きり付けた傷口が残されていた。裂さけた皮膚から流血していた傷口は焼き鏝ごてを当てられ、溶接されたかのように黒く焦こげていた。

　刀傷だった傷が、酷ひどい火傷やけどの痕こん跡せきのように変へん貌ぼうしていた。

　あれを……自分でやったのか。

　だとしたら相当にイカれている。

　傷口を焼いて塞いだという椚木の行為を想像し、俺は背せ筋すじが粟あわ立だった。

　椚木は今まで通りに紳しん士し的な微笑ほほえみを作りながらも、その額ひたいには傍はた目めに見てわかる青筋を浮かべている。怒りの形ぎよう相そうを懸けん命めいに押し殺しているのは、火を見るより明らかだ。

「ささ。今度こそ遅れは取りませんぞ、冴上殿。思う存分に殺し合いましょう、フフ」

　そう言って、椚木は腰こしに提さげていた湾わん曲きよく刀とうを２本取り出す。

　両手にそれを構えて、全身に力を漲みなぎらせ始めたようだった。

　今にも俺達に襲おそいかかろうという気配を漲らせている椚木の背後で、カラスが冷ややかに釘くぎを刺す。

「……〝テスラ博士〟は、なるべく殺すなと言っていた」

　……テスラ博士？

　カラスの口から出て来た、どこかで聞いた覚えのある名前が気にかかった。

　椚木はカラスの苦言を、鼻先で笑い飛ばした。

「なるべく、でしょう？　気乗りしないのなら、カラス君はそこで見学していなさい。手負いの小娘と、殺し合いの素人２人。ものの数ではございません」

　椚木は巨きよ躯くの悪魔を引き連れ、ゆっくりと俺達に躙にじり寄ってきた。

「最初から本気でやらせていただきます」

　突とつ然ぜん、アドラメレクの胴どう体たいが裂さけ、傷口から勢い良く赤い鮮血が噴ふき出した。

　まるで噴ふん水すいのような勢いで噴ふき出る血は────よく見れば血ではなくて、無数の触手だ。

　赤い光。つまり〝スカラーで出来た触手〟である。

　生はえ出た無数の触手は、見る見る間に椚くぬ木ぎの身体からだへ絡からみ付いていく。

　するとアドラメレクの身体は、まるで椚木の意思のままに動く操あやつり人形のようになってしまう。どうやら椚木の意思に連動して、アドラメレクの身体が動く様よう子すだ。椚木が拳こぶしを握ったり解ほどいたりするのに連動して、アドラメレクから生え出ている複数の腕も、同じ動きをして見せる。

「フフ。アドラメレクは使い魔まではありません。私の身体を拡張するための兵装なのですよ。これで〝私が使える腕は12本〟になったわけですなあ」

　椚木の腰こしに提さげられていた残り４本の湾わん曲きよく刀とうを、アドラメレクの腕が抜き放はなった。椚木が両手に刀を２本。アドラメレクの腕が４本。

　椚木は歪いびつな微笑ほほえみを浮かべて告つげた。

「私の〝６刀流〟をお見せして差し上げたいのですが、それまで生きていられますかな？」
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　アドラメレクは人間の腕を束たばねた蜘く蛛ものような姿をした化ばけ物ものである。

　電車で襲おそわれた時に数えた通り、腕の数は全部で10本だ。

　４本が刀を持って構えられており、残りの６本の腕が脚のように動いて歩行する。その姿は歩行するというよりも、人の手が地面を這はってくるように見えて、気き味みが悪い。

　椚木が駆け出すと、スカラーの繰り糸で繋つながれたアドラメレクも連動して駆け出す。

　両者が接近してくるのは俺の方。椚木の狙ねらいは俺のようだった。

「殺したい時に殺す！　これが私の生き甲が斐いなのですよ！　ハハハハ！」

　椚木の宣言と同時に、アドラメレクが俺の目前にまで接近して来ている。俺の頭上に影を落とすアドラメレクが、４本の刀を掲かかげ、今にも振り下ろそうと構えていた。

　────避けられない！

「危ない、誠せい一いち君！」

　愕がく然ぜんと立ち尽つくしていた俺の身体を、雪名が横から体当たりで突つき飛ばした。

　俺は雪名と縺もつれるように地面を転がる。僅わずか数すう瞬しゆんの後に、俺が立っていた場所にはアドラメレクの振り下ろした刀が叩たたき付けられた。

　４本の刃の全てが、深々と床の大理石を切り裂いていた。

　何とか雪名に助けられたものの、その頃にはすでに、アドラメレクは追つい撃げきの準備を終えている。直下の地面を切り裂いた刀を大理石から引き抜くと、その切れ間に、余っていた腕を差し入れ始める。そしてアドラメレクは、力任まかせに地面から大理石の塊かたまりを引き剥はがした。

「まずいぞ！」

　剥はがした巨大な大理石の塊かたまりを、アドラメレクは俺と雪せつ名なに向かい、軽々と放ほうり投げてきた。

　今度は俺が雪名の腕を取り、その場から急いで逃げて回避しようとする。

　大地に激突した大理石の塊は、まるで落下してきた隕いん石せきのように、その場で跳はねて暴れ狂う。

　周囲に粉ふん塵じんを薄く巻き上げながら、砕くだけ散る岩の塊が周囲にバラ撒まかれた。

　濃厚な土の匂においの中で、俺と雪名は咳せき込んでいた。慌あわてて周囲の粉塵の中に、アドラメレクと椚くぬ木ぎの姿を探す。

「アンタ達、まだ生きてる！」

　粉塵の向こうから、アンデレが駆け寄って来た。

　いきなり襲おそわれた俺と雪名に加勢しようとしてくれているのだろう。

　しかし粉塵の中から唐とう突とつに────アドラメレクがアンデレの真横に現れる。

「────ちょっ、と！」

「アンデレ！」

　不意打ちを受けたアンデレの名を、俺は虚むなしく叫ぶ。

　俺と雪名を狙ねらっているかのように見えたアドラメレクは、いきなりアンデレに襲いかかった。

　湾わん曲きよく刀とうを手にしたアドラメレクの４本の腕は、上下左右、様々な４方から同時にアンデレへ斬きりかかる。一度に多方面の攻こう撃げきを捌さばききれず、アンデレは咄とつ嗟さに、左右から飛来する刃のみを腕のガントレットで殴なぐり付けて弾はじき飛ばす事に成功した。

　しかし上下からの攻撃は、防ぎきれない。

　アンデレは背後へと身を反そらし、紙一重で、捌ききれなかった刃を避けた。

　しかし掠かすったのだろう、アンデレの制服が左右真っ２つに切り裂さかれてしまう。

　上着は前面がはだけ、胸元の双そう丘きゆうが、その尖った先端まで顕あらわになる。切断されたスカートは腰こしから解け落ち、下着１枚の姿になってしまった。

「きゃあああっ！」

　アンデレは少女らしい黄色い悲鳴を上げると、羞しゆう恥ち心からその場で胸元を隠かくしながら跪ひざまずいてしまう。敵を目前に咄とつ嗟さにへたり込んでしまった自身の失態に気付いたらしく、アンデレは青ざめた表情で目前のアドラメレクを見上げた。

　……だがアドラメレクは刀を構え直した姿勢のまま、動きを止めていた。

　やがて粉塵が晴れ始めると、椚木の低い笑い声が聞こえてきた。

「執しつ行こう官かんとは言え、これではまるでただの小娘じゃないですか。随ずい分ぶんと良い格かつ好こうになりましたねえ」

「……！」

　アンデレは頬ほおを染めながら、ただ悔くやしげに椚木を睨にらみ付けていた。

　羞恥心で、肌を隠かくしたまま動けなくなってしまったアンデレを助けようと、俺と雪名は動き出そうとする。だがそんな俺達の行動を阻そ止ししようと、アドラメレクはしゃがみ込んだままのアンデレの首くび筋すじに刀の刃を押し当てる。

　アドラメレクの無言の脅おどしの意味を察さつして、俺と雪せつ名なの動きは牽けん制せいされてしまう。

　椚くぬ木ぎは冷たく目を細め、俺と雪名に釘くぎを刺した。

「戦場ではよく考えて行動しましょうね、冴さえ上がみ殿。下へ手たに動けば、大切なお友達の首が刎はねられてしまう事など、よくある話でございますよ？」

「椚木……お前……！」

　ニタニタと下げ卑ぴた笑いを浮かべながら、椚木は裸同然になったアンデレの姿を見やった。

　椚木は刀を両手に提さげたまま、ゆっくりとアンデレに向かって歩み寄って行く。

「やめろ！」

　俺の怒りの声に呼応して、アドラメレクがアンデレの首筋に刃をめり込ませていく。

　アンデレを人質に取られて、俺も雪名も、思うように応戦出来なくなってしまう。込み上げてくる怒りとは裏うら腹はらに、気が付けば俺達は、完全に椚木の言うがままになっていた。

　椚木はアンデレの頬ほおを摘つまみ上げ、その顔を覗のぞき込む。

「なるほど。見ればなかなか良い女ではないですか、執しつ行こう官かん殿。長らく刑務所にいたせいでご無ぶ沙さ汰たでしたが、ククク。このまま犯おかして差し上げましょうか」

「……！」

「いやいや私も昔、中国の大だい連れんにいた頃にはたくさん女を殺したり犯したりしましてねえ。知っていますかな。犯されたまま生きて内蔵を引き抜かれる女の姿は、最高にそそりましたよ？　やはり男でも女でも、死に際ぎわの姿が１番美しいものでございますとも。私は美しいものに目が無くて、気が付けばつい１２２人も滅茶苦茶に引き裂さいて遊んでしまいました」

　アンデレはただ頬を赤くしながら、涙が滲にじんだ顔で椚木を睨にらみ付けるだけだった。

　椚木はそれが愉快で堪たまらない様よう子すだった。

「良い！　実に良い顔です！　そういう顔で私を見る奴やつ等らは多くいました。そういう強い意志が宿った表情が、少しずつ絶望に歪ゆがんでいく様さまを見るのが、私は堪たまらなく好きなのです。決めました。貴方あなたは両手足を引き千切って、動けず虫のように死ぬ姿を観察する事にしましょうか。執行官の生命力がどの程てい度どのものなのか。観察し甲が斐いがありそうですな、ハハハハハハハ！」

　椚木は前触れもなく、アンデレの頬ほおを殴なぐり付けた。

「やめろ！　椚木！　それ以上やるなら……！」

「どうするというのですか、冴上殿？　貴方は女１人守る事も出来ず、逆に女達に助けられる事しか出来ない無能だ」

「……！」

　椚木は心地よさそうに俺の事をなじり始める。

「さっき、私に一いち撃げきを浴びせた時の反応でわかりましたよ。人を斬きったのは、さっきのが〝初めて〟だったのでございましょう？　あの驚いた顔を見ていてそう感じました。だからわかったのですよ。貴方あなたは今まで、直接的に敵と戦った事はないのだとね」

　椚くぬ木ぎに図星を突つかれ、俺は歯噛がみしながら黙り込んでしまう。

「貴方がたは、まだ敗北というものを経験した事はないのですなあ」

　椚木は雄弁に続ける。

「敗北とは恐ろしいものなのですよ、冴さえ上がみ殿？　敗れ去った者は、勝利した者に何をされるのかわかったものではない。男は手足を奪うばわれ、女は死ぬほど犯おかされ。傷付けられ、いたぶられ、深い苦痛と絶望の末にゴミのように消し去られる。絶対に抗あらがいようもなくね。貴方がたが今から喫きつするものとは、そういうものなのです。それをたっぷりと教えて差し上げますよ」

「……っ！」

「まったく、よくもまあ今までの戦いを生き延びて来られたものだ！　相手がいつも素人しろうとの時は良かったですなあ。だが貴方がたが今相手にしている我々は、そうした雑ざ魚こ共とは違うのでございますよ。残念ながら、その健闘もここで終わりのようです」

　高らかに笑いながら、椚木は俺にそう言った。

　俺も、雪せつ名なも、アンデレも。

　ただその場で釘くぎ付づけにされ、椚木が笑い転げるのを聞いているしかなかった。

　悔くやしくて、伏ふせた双そう眸ぼうを尖とがらせるが、そんな事には意味すらもなかった。

　そうして俺達が自分の無力さをそれぞれに呪のろっている時────声がした。

「────呆あきれる程ほどに、よく喋しやべる男だ」

「……？」

　怪け訝げんな顔をする椚木のすぐ傍そばで────アドラメレクの腕が斬きり落とされる。

　アンデレの首くび筋すじに押し当てられていた刃は、アドラメレクの腕ごと地面に転がり落ちた。

　一いつ瞬しゆんの出来事に驚きよう愕がくした椚木は、慌あわててアドラメレクと共にアンデレの傍を離れる。

　アンデレは、自らの窮きゆう地ちを救ってくれたその男を見上げた。

　そして皮肉る。

「……遅かったわね」

「来てみればこのザマか、アンデレ」

　転がっていたアドラメレクの腕を踏み付け、男は肩を竦すくめて見せた。

　オールバックにした黒髪。鷹たかのように鋭く尖とがらせた双眸。全身喪も服ふく姿の長身痩そう躯くの男は、刀にこびり付いたアドラメレクの血を振り払った。

　俺は歓喜する思いで、その名を呼んだ。

「ディエゴ！」

「寄り道をしていて遅れた。遅れたツケは、このクズを始末する事で支払おう」

　ようやく合流した第３の執しつ行こう官かんは、笑いもせずに椚木と対たい峙じした。

「……面おも白しろい」

　椚くぬ木ぎは腹の底を震ふるわし、恍こう惚こつの笑みで呟つぶやいた。

「教団の殺害担当、処刑の執しつ行こう官かんヨハネですか。今度は相手にとって不足ございません！」

　歓かん喜きに満ちた表情の椚木は、アドラメレクを従したがえ、ディエゴに飛びかかる。

　初しよ撃げきは椚木本人による横よこ薙なぎ。

　だがそれを、ディエゴは難なく自身の構えた日本刀で受け止める。

　２撃目はディエゴの直上、アドラメレクが手にした刃が振り下ろされる。

　椚木の刃を受け止めている間の攻撃ではあったが、ディエゴは俺の眼では追えない程ほどの早さで刃を振るう。初撃の椚木の刃を弾はじき返し、そのまま上段からのアドラメレクの攻撃を受け止めて見せた。

　アドラメレクの刃を受け止めながら、ディエゴは目前の椚木に言った。

「生あい憎にくと座の名前は名乗っていない。ヨハネではなく……〝ディエゴ〟だ」

　言いながらディエゴは、椚木の身体からだを蹴けり飛ばす。

　ディエゴの重い蹴りを腹に貰もらい、椚木はその場で悶もん絶ぜつする。

　そんな椚木の隙すきを庇かばうように、アドラメレクが牽けん制せいの攻撃をディエゴに仕し掛かけた。

　アドラメレクは手にした３本の刀で、次々とディエゴへと攻撃を繰り出す。

　上段と下段の同時攻撃。間かん髪はつ入れずに繰り出す平ひら突つき。アドラメレクの変則的な方向からの攻撃の合間に、死角から、体勢を立て直した椚木が斬きりかかってくる。

　椚木とディエゴが斬り結ぶ姿を見ながら、俺と雪せつ名なは呑気のんきに感心した表情をしていた。

　６刀流。

　椚木がそんな名称を付けるだけの事はあり、椚木とアドラメレクの剣けん戟げきは強力だった。

　通常の人間ではありえない角度と場所から、次々と刃が飛び出し、ディエゴに襲おそいかかっている。すでにディエゴが切り落とした腕の刀がないため、今は、正確には５刀流なのだろうが……それでも、椚木の手数はかなり多い。

　日本刀１本しか持っていないディエゴでは、せいぜい同時に対応出来るのは刀３本の様よう子すであった。それ以外の２本が同時に攻撃してくる時は、捌さばききれずに回避するだけに留とどめている。

　椚木も、ディエゴが一度に対応できる刃の数に気が付いたのだろう。

　徐々に椚木の攻撃は、変則的な場所からの攻撃ではなくなっていく。

　椚木の攻撃は５本同時の場合が増えていき、緩ゆるやかにディエゴを追い詰めていた。

「腕が２本しかないのは不便ですなあ、執行官！　こちらは手数が多いのですよ！」

　自分の優位性を誇りながら、椚木はディエゴを皮肉る。

　すると、それまで沈黙していたディエゴが呟いた。

「────〝斬罪刀スタウロス〟よ」

　ディエゴの呟つぶやきと同時に、俺にはディエゴの刀が青白い光を宿すのが視みえた。

　その刀身には複雑な数式が浮かび上がり、一ひと際きわ大きな文字が「Ｖ０＝３００」の数式を表記している。その数式の意味を、俺は知っていた。

　────初速３００キロメートル時。

　刀身に数式が現れるのと同時に、ディエゴの姿は消失する。

「何っ！」

　露骨に驚きの悲鳴を上げ、椚くぬ木ぎは見失ったディエゴの姿を周囲に探さがす。

　次の瞬しゆん間かん────アドラメレクの腕が１本、無造作に切断される。

　血ち飛沫しぶきを噴ふき出し、転げ落ちる腕。

　何が起きたのか。一瞬の出来事すぎて、椚木も俺も理解出来ていなかった。

　アドラメレクの周囲を……黒い影のようなものが飛び交かっているように見えた。そして気が付いた。その黒い影とは、目で追えない速度で走り回っているディエゴなのだ……！

　ディエゴの持っている日本刀。

　以前、俺はタデウスや秋あき月づき刑事から聞かされた事がある。

　あの刀こそが、ディエゴに異能の力を与えている〝集数媒体アーテイフアクト〟なのだと。

　初速３００キロの魔ま剣けん。ディエゴの行動全てに初速３００キロの速度を与える事が出来るため、ディエゴは助走などの前動作がなくても、いきなり時速３００キロの速度で動き回れるのだと言う。

　俺達や椚木が理解する暇いとまも与えず、ディエゴは見る見る内にアドラメレクの腕を切り落としていく。１つ。２つ。３つ。ものの数秒間で、アドラメレクの全ての腕が斬きり飛ばされてしまう。アドラメレクは、数瞬の内に、ただの血まみれの赤い肉にく塊かいに成り下がる。

「早すぎる！」

　慌あわてて後あと退ずさる椚木の眼前に、前触れもなくディエゴの姿が現れた。

　青ざめて硬直してしまう椚木に向かって、ディエゴは冷たく言い放はなつ。

「……認知。判断。行動。通常は誰しもがこの手順を踏んで、相手の行動に対処する。我が刃は、最初の認知にかかる時間すら下回る程ほどの高速。抵抗する間は与えない。攻こう撃げきした事すら気付かせない。何もわからぬままに死んでゆけ」

　ディエゴの言葉が終わるのと同時に、椚木の耳元に鋭い風切り音だけが閃ひらめいた。

　俺が瞬まばたきをしている間に、椚木の両腕が虚こ空くうへ飛んでいた。

「ぐ……あぎゃ、あがあああああああ！」

　悲鳴と鮮血を撒まき散らし、椚木はその場に倒れて転げ回る。

　痛みに悶もだえ苦しんでいる椚木だったが、それでも表情は歪ゆがんだ笑みを浮かべ続け、楽しんでいる様よう子すだった。そんな椚木の頭を踏みつけ、ディエゴは微笑ほほえみもせずに言った。

「相手にとって不足ない？　随ずい分ぶんな勘かん違いだ。貴様のような雑ざ魚こなどものの数ではない」

「やれやれ残念ですなあ。もっと多くの罪なき人を殺して、斬ったり抉えぐったり削けずったりしたかったのですが。こんなところでやられるとは、つまらない人生だった」

　他ひ人と事ごとのように椚くぬ木ぎは言い、ニヤけていた。

「覚えておくと良いですよ、処刑の執しつ行こう官かん。あなたが５年前、ここで刑事と共にやった事は徒と労ろうだった。何な故ぜなら、もうすぐ〝アレ〟が現れる」

「……消えろ」

　ディエゴの血に染まった刃は、無慈悲に椚木の眼球を貫つらぬき、地面を穿うがつ。

　頭部ごと地面を突つき刺し、椚木を絶命させた刀を、ディエゴは緩ゆるやかに引き抜く。

　血染めの刃で虚こ空くうを撫なでると、刀身から温かい血ち飛沫しぶきが振り払われ、地面に散る。

　処刑の名を冠かんした執行官は、椚木殺刺ころしという敵を文字通り〝瞬しゆん殺さつ〟して見せた。

　……少なくとも、俺と雪せつ名なは言葉を失っていた。

　ディエゴの力が、あまりにも圧倒的すぎたからだった。

　以前、一いつ緒しよに共闘した時にはあまり意識していなかったが、教団の執行の中でも〝処刑〟という攻こう撃げき的な部分を担になっているだけの実力はあるようだ。

　ディエゴは────これまで黙って成り行きを見守っていた少年に向き直る。

「残るは貴様だけだぞ、教団殺し」

　ロムルスの槍やりを手に提さげたまま、カラスは不ぶ気き味みに佇たたずんでいた。

　カラスとディエゴ、そして俺達は無言のままに対たい峙じする。

　息さえ止まりそうに重い空気が、俺の鼓こ動どうを、静かに加速させていった。






Phase5：アンチリテラル







　冷たく暗い夜だった。

　燃え盛る教会を背景に、息を切らせた２人の殺し合いが続いていた。

「やめてください、アンデレ神父！」

　私は滅め茶ちや苦く茶ちやに泣きながら、ただただ一心に懇こん願がんし続けていた。

　神父は────白髪の老人だった。黒いロングコート姿で、両手には中世の騎き士しが使うガントレットのような防具を身に付けている。まるでその姿は、葬そう列れつに並ぶ喪も服ふくの老ろう紳しん士しだ。

　神父は私の言葉を聞き入れる様よう子すなどなかった。

　いつも優しく微笑ほほえんでくれる表情は険けわしく、眼まな差ざしには、これまで私が見た事もないような強きよう靱じんな意志が込められていた。

「黙って見届けていなさい、リズ」

　神父は言い聞かせるように、私を見向く事すらせずに告つげてくる。

「カラスは災厄の数アルヘトスに成り果てた。ならば執しつ行こう官かんである私には、その存在を抹まつ消しようする以外に選せん択たく肢しはない。これが……執行官という存在が担になう責任なのです」

　拳こぶしを握った臨戦態勢で、神父は油断なく、対たい峙じしている少年を睨にらみ付けたままだ。

　神父に相あい対たいしている血まみれの少年は────煤すすけたキャソック姿で、ナイフを構えて神父を警けい戒かいしていた。

「どうして……どうしてなの……！」

　冷たい地面にへたり込んだまま、私は２人の殺し合いを見守るしかない無力さだった。

　少年は私にとって、兄同然の存在だ。

　無口で。無表情で。不器用で。

　それでもいつも私の事を思い、いつも何も言わずに私の力になってくれる優しい兄なのだ。

　それは決して少年に限った話ではない。

　神父だって、私にとっては父親同然の存在なのである。

　汚く息苦しいだけの地じ獄ごくのような街から、身寄りのなかった私を拾い上げてくれた恩人だった。そして初めての私の頭を撫なで、私に微笑みかけてくれた大好きなお爺じいちゃんなのだ。

　私達は家族のはずだった。

　少なくとも私は、今までそう信じて疑ってこなかった。

　どんな関係を家族と呼ぶのが正しいかなんて、そんなのは知らない。

　私達は血の繋つながりもなければ、一いつ緒しよにいた時間が長かったわけでもない。他人同士の寄せ集めには違いなかった。

　けれどそれでも、私達は家族だった。

　嬉うれしかった事を共に分かち合い。悲しかった事を共に分かち合い。

　自分自身と同じくらい大切に想える〝愛いとしい他人〟同士だった。

　どうして、そうだったはずの家族が憎み合っているのだろう。

　どうして、そうだったはずの家族が傷付け合わなければならないのだろう。

　血の繋つながらない父と兄の攻こう防ぼうを、私は泣き腫はらした眼めで傍ぼう観かんするしかない。

　神父の拳こぶしと、少年のナイフが、夜よ闇やみの中に白銀の光こう沢たくを閃ひらめかせて幾いく度ども交まじわる。

　その攻防がどれほど続いただろうか。

　……決着は、呆あつ気けなく訪れた。

　少年のナイフが、神父の胸元に突き込まれた。

　そのナイフを唖あ然ぜんと見下ろしながら、神父はその場に跪ひざまずいてしまう。

「や……いやあああああああああああああああああ！」

　私はあらん限りの絶叫で、絶望と悲ひ哀あいで破は裂れつしそうな胸中を空からにする。

　叫んでも叫んでも尽つきない苦しい思いに突つき動かされ、私は喉のどに血の味が混じっても絶叫を上げ続ける。

　神父の心臓にナイフを突き立てた少年は、いつも通りの無表情だった。

　泣く事もなく。怒り狂う事もなく。ただ静かに、目前で跪く神父の姿を見下ろすだけだ。

　神父は自分の胸に突き立ったままのナイフを見下ろしていたが、やがて血の雫しずくを一ひと筋すじ、唇くちびるの端はしから流して微笑ほほえんで見せた。

「……出会った時より強くなりましたね、カラス……どうやらもう……敵かなわないようです……」

「……」

　そう言って、神父は倒れ伏ふしてしまう。

　私は倒れた神父に駆け寄り、その身体からだを抱き起こす。

　私の腕の中で、神父の眼差しからは光が失われていこうとしていた。

「リズ…………血の絆きずなを超えた……愛しい我が子よ…………」

　神父は息も絶たえ絶だえに、懸けん命めいに口を動かし続けた。

「……たとえ神が許さなくとも…………あなたは兄を許しなさい…………」

　息絶える直前。私が神父から聞けた言葉は、たったそれだけだった。

　私は泣いた。

　泣く以外に出来る事がなかった。

　私がその場で散々泣き続けている間、傍かたわらにはずっと少年が立っていた。

　神父の傷付いた胸に顔を埋うめると、濃い血の匂においがした。力なく垂れた大きな腕は、もう私の頭を優しく撫でてくれる事はない。光の失われた双そう眸ぼうは、大人おとなになっていく私の生涯をもはや目もく撃げきする事はない。

　……私は、傍らに立っていた兄を睨にらみ上げた。

　大好きだった。

　でも大嫌きらいなのだ。

　許せなかった。

　でも許したかったのだ。

　殺してやりたかった。

　でも抱き締しめたかったのだ。

　滅め茶ちや苦く茶ちやな感情が堰せきを切って胸中に溢あふれ、私はどんな顔をすれば良いのかわからなくなる。兄はそんな私を見下ろしながら、静かに語りかけてきた。

「なあ、リズ」

　兄の口調は、いつも通りに淡々としていた。

「どうして人は……死んでしまうんだろう……」

　兄の両肩は力なく下がり、手にしていたナイフは手の平から溢こぼれた。

「どうして俺が大切に思うものは、みんないつか消えてしまうんだろう」

　言いながら兄は、赤黒く焼けた夜空を仰いだ。

「やっとわかったんだ。俺は本当の〝零ゼロ〟なんかじゃなかった。俺にはまだ、〝俺〟という存在が残されていたんだ」

　その言葉の意味が、私には理解出来なかった。

　兄は、淡々と言いたい事を口にするだけだった。

「今までも。これからも。きっと俺が大切に思うものは失われ、どこにもいなくなってしまう。きっといつか、お前も俺の前から消えてしまうだろう。なら何も感じなくなりたい。何も恐れなくて済むようになりたい。またこんな思いをするくらいなら……零ゼロになった方がマシなんだ」

　兄はそう言い残し、しばらくしてその場を去って行こうとした。

　背を向けた兄が向かう先の茂みに、１人の男が佇たたずんでいるように見えた。遠くて顔はよく見えなかったが、白衣を羽織った男であるのは視認出来た。

　そうして兄は、白衣の男と共にどこかへと去った。

　どこへ行ったのかなどわからない。

　何を思っていたのかもわからない。

　残された私は神父の亡なき骸がらを抱き締しめ、涙が枯かれるまで泣き続けるだけだった。

　やがて、私の胸中には１つの決意だけが固まっていった。

　────兄を見付けなければならない。

　それは望みだったのか、怒りだったのか。

　得え体たいの知れない気持ちに突つき動かされ、私はただ、神父のガントレットを手に取っていた。




　　　　■■■




　カラスは臨戦態勢に入るべく、手にしていたロムルスの槍やりを地面に突つき刺した。

　無数のナイフを得え物ものとして使っているカラスは、長なが物ものより使い慣れた武器を選択したのだろう。懐ふところから静かに、肉にく厚あつのダガーナイフを取り出して身構える。

　ディエゴとカラスは、しばらくそうして……無言の睨にらみ合いを続けた。

　やがて、最初に仕し掛かけたのはディエゴの方からだった。

　ディエゴは手にしていた日本刀を手に提さげながら、ゆっくりとカラスの傍そばへと歩き始めた。

　ゆっくりと。着実に。カラスの目の前まで歩き続ける。

　そうしていつしか、２人はお互いの必殺の間合いにまで接近していた。

　しかし両者とも無言で睨にらみ合うだけで、攻こう撃げきに取りかかるわけではない。

　────ディエゴの腕が動いた。

　椚くぬ木ぎの腕を斬り飛ばした時と同じく、その超高速の動作は、俺の眼ではとてもではないが追いかけきれなかった。しかしそのディエゴの見えない一撃を、カラスは────ナイフの刃で受け止めた。

「っ！」

　火花を散らしてぶつかり合った刃の先を見つめ、ディエゴは驚き、双そう眸ぼうを見開いていた。

　攻撃に対応されるとは思っていなかったのだろう。

　それは俺や雪せつ名な、アンデレも同じ事である。

　お互いに必殺の間合いにまで接近していたとは言え、行動速度の速さを考えれば、圧倒的にディエゴの攻撃の方が早いはずだった。

　正直なところ、俺はまた瞬しゆん殺さつで勝負が決まるのだろうと思っていた。

　カラスの敗北によってだ。

　しかし誰しもが容易に考えたであろうその勝敗の可能性を、再びカラスは覆くつがえす。

　ディエゴはそのまま、２撃目、３撃目と、猛もう烈れつな速度でカラスの身体からだを左右から交互に薙なぎ払はらおうと刃を振るう。それでもカラスは、常人なら目で追う事すら不可能であろうディエゴの攻撃速度に対応し、その悉ことごとくをナイフの刃で受け止めた。

　……もはや確実に、ただの偶然ではない。

　どういう理屈なのか、もはや俺には理解不能だった。ディエゴは椚木に言い放はなっていたではないか。人間は、認知してから判断し、そしてようやく行動に至る事が出来るものなのだと。最初の認知が行われるよりも早く攻撃しているというディエゴの口上が正しいのだとすれば、つまりカラスは、認知から行動に移るまでの速度が常人並みではないという事なのか。

「なるほど……その年齢ですでに〝殺気〟を感知出来る域に達しているのか」

　刃を受け止められているディエゴは、カラスの様よう子すを見やりながら呟つぶやいた。

「どうやら貴様は、こちらが動き始めるよりも先に行動しているな。攻撃が到達するであろう位置に予測を付け、こちらが動く頃にはナイフの刃を先回りさせて配置させている。感じているのだろう、こちらの殺そうとする意思を。そして狙ねらっている攻こう撃げき地点を」

　……とんでもない話である。

　ディエゴが動き出す前に、カラスはナイフでガードし終えているという事なのか。ディエゴから発せられる殺気というものを感知し、攻撃される場所を予測して……！

「幾いく千せんもの修しゆ羅ら場ばをくぐった歴戦の戦士ですら、その域に達する事は希まれだ。人を殺す禁じられた才能、人殺しの天才パーフエクト・マーダーか……確かに貴様は〝天才〟のようだ」

　ディエゴは感心した口調で言った。

　お喋しやべりはそこまでだった。

　ディエゴの姿は、途と端たんに俺達が見ている目の前から消失する。

　アドラメレクを目にも止まらぬ早さでバラバラに解体した時と同じである。カラスの周囲を駆けながら、あらゆる方角から多角的にカラスへと刃を繰くり出した。

　それでもカラスは、その悉ことごとくに反応し続ける。

　カラスの周囲で、刃と刃がぶつかり合う火花が無数に散る。もはや両者の攻こう防ぼうが壮絶なまでに早すぎて、外野の俺には何をしているのかすら理解出来ない。だがカラスが、ディエゴとほとんど双そう璧へきを成して応戦出来ている事だけはわかった。途と方ほうもない怪かい物ぶつである。

　火花だけが飛び交かい合う戦いを目撃していて、ふと気が付いた。

　少しずつではあったが……確実にカラスは攻撃を防ぎ切れなくなっている様よう子すだった。

　攻撃場所を予測して行動しているだけのカラスの限界なのか、それとも単純にディエゴの攻撃が早くなっていっているのか。見ていても俺には全くわからない。しかし徐々にカラスの衣服は破やぶれ、服の下からは刃が掠かすって傷付いたカラスの肌が露出し始めている。

　────勝てるのか！

「……アンタとは、本気でやらないとまずいな」

　珍しくカラスが呟つぶやいた。

　次の瞬しゆん間かん、カラスの頭部に赤い光の輪が生まれる。

　それはカラスが、雪名とアンデレと戦っている時に垣かい間ま見せたスカラーの輝きだ。

「即死半径デツドリー・サークル」

　涼すずやかに、カラスは囁ささやいた。

　するとカラスの頭上に漂ただよう天使の輪のようなものは、途端にその輪の大きさを広げ、カラスの周囲へと幅広く展開した。直径10メートル程ほどの円だろうか。カラスを中心として展開されたその赤い光のサークルは、すぐ間近にいたディエゴを内包し、展開を終える。

「────心拍数零ゼロ」

　一ひと言こと。

　カラスは囁いただけだった。

　たったそれだけの行為で、サークルの中にいたディエゴは胸部を押さえて倒れ伏ふした。

　ディエゴは持っていた日本刀を手放ばなしてしまう。その刀は床を転がり、俺の足あし下もとにまで到達した。俺は眼前に転がってきたその刀を見下ろし、絶句していた。

　……カラスが何かをしたのかどうかすらわからなかった。

　だがカラスが呟つぶやいた言葉と、ディエゴが胸を押さえて倒れた状況から見て、俺はある、最悪な予想を考え付いてしまっていた。

　零ゼロの災厄の数アルヘトス。

　その能力とはつまり────

「……まさか！　あらゆる数を零ゼロにする力なのか……！」

　カラスは雪せつ名なが仕し掛かけた地下水蒸気爆ばく発はつを受けても無傷だった────衝しよう撃げき零ゼロ。

　心臓を強制停止させられたディエゴは、その場で胸を押さえて倒れた────心拍数零ゼロ。

　即死半径デツドリー・サークルとカラスが呼んでいるあの円の中に入った万ばん象しようは、カラスの力によって、どんなものでも零ゼロにされてしまう。

　侵しん入にゆうしたが最後────即死が約束された間合いなのだ。

　カラスは呆あつ気けなく足下に倒れ伏したディエゴを、つま先で蹴けって転がした。俯うつぶせだったディエゴの身体からだは仰あお向むけになる。見れば、どうやらディエゴには、まだかろうじて息があるようだった。口から白い泡を吹き出しながら、自分の胸元を掻かきむしっている。

　そんなディエゴの様よう子すを冷ややかに見下ろしていたカラスは、懐ふところから投とう擲てき用の細いナイフを取り出した。それを振り上げ、ディエゴに向かって止とどめの一刀を投げ付けようとする。

「待て！」

　気が付けば、俺は叫んでしまっていた。

　カラスは刃を振り上げた格かつ好こうのままで、俺を横目で流し見た。

　勝てる見込みも、策もない。だがそれでも俺は、足下に転がってきたディエゴの刀を咄とつ嗟さに拾い上げ、カラスに向かって構えた。

　そんな俺の服の裾すそを、雪名が小さな手で掴つかんで引っ張る。

「……やめて、誠せい一いち君……君まで殺されちゃうよ……！」

　雪名の小さな手は、この上ない恐怖によって震ふるえているようだった。

　血の気の失せた顔で、雪名はすでに泣き出してしまっている。

「駄目だよ、誠一君……今度ばかりは駄目だ……あの人は〝強すぎる〟……！　私達じゃ太た刀ち打うちなんて出来ない……あのディエゴさんでも無理なんだよ……！」

　雪名は掠かすれたような声で囁ささやき、カラスと対たい峙じしようとする俺を懸けん命めいに制止した。

　しかし……このままカラスの好きなようにさせれば、ディエゴが殺されてしまうかもしれない。雪名にも言われたため僅わずかに悩んだが、しかし俺の結論は定まっていく。

　ディエゴを見殺しにはしたくない。

　慣れない手付きで日本刀を構えている俺を見ていたカラスは、やがてディエゴに止とどめを刺そうとしていたナイフを、懐ふところに戻した。

「……お前はなるべく殺すなと言われている」

　それだけを告つげて、カラスはゆっくりと地面に突つき刺してあったロムルスの槍やりへと歩み寄って行った。そして槍を再び回収し、それを持って俺達の方へ向かって歩いて来る。

　……カラスは、俺のすぐ横をすれ違って行った。

　俺は無言で刀を構えたまま、足が竦すくんで動く事すら出来なかった。

　あまりにも自分が情けなくて……俺は項うな垂だれてしまう。

　槍を回収するという目的を達成したカラスは、俺達から遠ざかって行こうとしていた。その隙すきに雪せつ名なは、倒れているディエゴの介かい抱ほうに向かった。まだ助かるのかは不明だが、何もしないで死んでしまうのを見届けるよりは良いのだろう。

　俺もディエゴの救護に向かおうとするが、そこでふと気が付いた。

「……アンデレ？」

　去って行ったカラスと共に、アンデレの姿が、その場から消えてしまっていたのだ。




　　　　■■■




　遥はるか上空にあるダイソン環かんを行き来するには、ヘリポートへ向かう必要があった。

　カラスは庭園を抜けた先にあるヘリポートを目指して歩いているところだった。

　しばらく大理石の通路を歩いていたカラスだったが……やがて静かに歩みを止める。

　カラスの目前には、１人の少女が立ちはだかっていた。

　赤髪の少女は下着１枚で、誠せい一いちから借りていたコートを羽織っただけの格かつ好こうであった。

　それでも両手をいっぱいに左右へ広げ、カラスの進路を妨ぼう害がいしていた。

「……逃がさないわ、カラス」

「…………リズ」

　鋭く睨にらみ付けてくる目前の少女。その名前だった単語を、カラスは苦にが々にがしく口にした。

「……そこを退どけ」

「退かないわ。行くつもりなら、私を殺して行く以外に道なんて与えないわよ」

「……」

　カラスは言葉を呑のみ込み、無表情に目前の少女、アンデレに尋たずねた。

「……何な故ぜ、お前と戦う必要がある」

「アンタが災厄の数アルヘトスで、私が執しつ行こう官かんだから。そんなのは当たり前の事でしょう」

「……それだけか」

「理由なんていくらでもあるわ。１番の理由なら簡単よ。私がアンタを許せないから」

「……」

「どうしてよ」

　アンデレは、悲しげに双そう眸ぼうを細めて問いかけた。

「どうしてあんな事をしたのよ」

　カラスは何も答えようとしなかった。

　それが歯は痒がゆくて、アンデレはさらなる声を持って疑問をぶつける。

「本当はみんなの事が嫌きらいだったの？　私の事も嫌きらいだったの？　私はアンタの事……本物のお兄ちゃんみたいだと思ってたんだよ。本物の家族みたいになれるかもしれないと思ってたんだよ。私は何１つとして本物と呼べるものなんて持っていなかった。けれどアンタや神父達との絆きずなだけは……この世で私が信じられた、唯一の〝本物〟だった」

「……」

　アンデレは言いながら、大粒の涙を瞼まぶたから落とし始めていた。

　ポタポタと溢こぼれ落ちる涙を拭ぬぐう事もせず、アンデレはカラスを睨にらんで言った。

「辛つらいんだよ……私馬ば鹿かだから……アンタの事を、まだこんなにも大切なんだって思っているから…………！」

　涙しているアンデレに、カラスは尋たずねた。

「……俺の事を〝許したい〟のか」

「だって私以外に、誰がアンタを許してあげられるって言うのよ。アンタの〝家族〟はもう、この世に私しか残されていないじゃない……！」

　アンデレは、大好きだった神父から譲り受けたガントレットを握り込み、構える。

「カラス……アンタはあの時、私に言ったわね。ずっと零ゼロに憧あこがれていた。零ゼロになりたかったのだと。今の私には、あの時のアンタが何を望んでいたのか、わかっているわ」

　無言のカラスに、アンデレは懸けん命めいに語りかける。

「アンタは強すぎた。昔から、誰１人としてアンタに勝てる人間なんていなかった。だからアンタを零ゼロにする事は────消してあげる事は、誰にも出来なかったのよ」

「……」

「探さがしてたんでしょう、断罪者を。かつてその役目はアンデレ神父だった。そして今、あなたを零ゼロにする事が出来るとしたら……それは私よ」

　吊つり気ぎ味みの双眸に不ふ屈くつの決意を秘め、アンデレは断言した。

「かかってきなさいよ、カラス。私が望み通り、アンタの事を殺ゆるしてあげるから」

「……お前には無理だ」

　カラスは冷たく断定した。

　その言葉がアンデレに投げかけられたのと同時に、アンデレの左腕をカラスの投とう擲てきナイフが貫つらぬいていた。

「……っ！」

　しかしその痛みに苦く悶もんの声を漏もらす事は、アンデレのプライドが許さなかった。

　アンデレは歯を食いしばって、無言のまま傷付いた自分の肩を庇かばう。

　あまりにも早すぎるカラスの攻こう撃げきは、難なくアンデレの左腕を使い物にならなくしてしまう。

　右腕と左腕。両腕をナイフで傷付けられた満まん身しん創そう痍いのアンデレはもはや、身構える事すら出来ずに、両腕を垂らして項うな垂だれてしまう。

　アンデレから戦う力を奪うばったのを確認し、カラスは再び歩き出す。

　かつての家族の横を通り過ぎ、その向こうのヘリポートに向かおうとした。

　だが────アンデレは再び傷付いた腕を広げ、カラスの行く手を阻はばむ。

「……退どけ」

「退かない」

「退け」

「退かない！」

　アンデレは泣きながら懇こん願がんした。

「どこにも行かないでよ、お兄ちゃん！」

「……！」

　滅め茶ちや苦く茶ちやに泣き始めるアンデレを目の前に、カラスは怯ひるんでしまう。

　アンデレの言葉に動どう揺ようを隠かくしきれず、カラスは僅わずかに後あと退ずさってしまった。だがやがて、カラスは唇くちびるの端はしを噛かみ締しめる。懐ふところから投とう擲てきナイフを取り出し、アンデレへ憎々しげに命令した。

「退けと言っている。まだ邪じや魔まをするつもりなら」

「退かないって言ってるでしょ！」

「────ここでお前を殺しておく必要があるようだ」

　アンデレの言葉に動揺する心を誤ご魔ま化かそうと、カラスはアンデレに向かってナイフを放ほうり投げた。そのナイフはアンデレの首くび筋すじを直ちよく撃げきする軌き道どうであった。しかしアンデレは、もはやそうした結末すらを覚かく悟ごの上で行動していたのだろう。静かに瞼まぶたを閉じて、数秒後に訪れるであろう終しゆう焉えんを受け入れようとした。

　だが────ナイフはアンデレには届かない。

「……ふざけるなよ！」

　アンデレが再び瞼を開いた時、その目前には背中があった。

　カラスとアンデレの間に割り入るように現れたその少年は、カラスが投擲してきたナイフを、自分の左手の平で受け止めていた。

「……アンタは……！」

　呆ほうけるアンデレは、泣いた顔のままでぼやいた。

　カラスのナイフは、冴さえ上がみ誠せい一いちの眼前に掲かかげられた手の平を貫つらぬいていた。

　そこから流れ出る血の雫しずくも、手の平を貫つらぬかれている痛みにすらも構わず、誠せい一いちはカラスを睨にらみ付けて言った。

「どういうつもりなんだ……俺にはサッパリわからないぞ……！」

　無言のカラスに、誠一は構わず続けた。

「どんな気の迷いがあれば、自分の妹まで殺そうってんだよ！」

「……！」

　怒り狂った誠一の態度に、アンデレは素直に驚いていた。

　普段から涼すずやかな顔付きの誠一は、それまでアンデレが見た事もないような怒りの形ぎよう相そうを作り、大おお真ま面じ目めにカラスに向かって抗議を始めている様よう子すだった。

「アンデレとお前は家族だったんだろう。それに訳ありみたいだった。だからしばらく黙って話を聞かせて貰もらっていたが、もう見過ごす事なんて出来ない」

　誠一の傍かたわらの草くさ陰かげから、息も絶たえ絶だえなディエゴを支えて歩く雪せつ名なが現れた。

　胸を押さえて苦しそうに呼吸しているディエゴと、誠一の手の怪け我がに青ざめている雪名。そんな見慣れた顔達の登場に、アンデレは理解する。

　────いつからかわからないが、自分とカラスのやり取りは聞かれていたのだ、と。

　誠一は、もはやカラスを恐れる事もなく対たい峙じする。

　アンデレを庇かばうように、誠一は両手の平を広げてカラスの前に立ち塞ふさがった。

「これ以上は、俺が絶対に許さないからな……」

　そして誠一らしくない、腹の底からの怒声を放はなった。

「これ以上は絶対に！　アンデレを傷付けさせやしないからな！」




　　　　■■■




「……そこを退どけ。殺すのは、お前の後ろにいる女だけだ」

「退けと言われて、素直にアンデレは退いたのか？」

「……」

　カラスは、手に提さげていたロムルスの槍やりを持ち上げ、切きっ先さきを俺に向けて構える。

「誠一君……！」

　俺の事を心配しているのだろう。雪名が青ざめた顔で警けい告こくしてくる。

　しかしもう我慢の限界だ。引き下がるつもりなど毛もう頭とうない。

　カラスは忌いま々いましげに毒づいた。

「……面めん倒どうだな。お前の事は、なるべく殺すなと言われている」

「なら、アンデレを殺す事は諦あきらめるんだな」

　カラスは珍しく、感情を表情に織り交まぜながら困こん惑わくしていた。

「……お前はわけがわからない。身を呈ていしてその女を庇かばったところで、俺から守れるはずなどないとわかりきっているはずだ。無駄に痛い目を見るだけだぞ」

「無駄だって？　生あい憎にくと俺はそう思わない」

「……何だと」

　俺は犬歯を覗のぞかせながら、噛かみ付くように言った。

「零ゼロパーセントの未来。社会を埋うめ尽つくす主従の写像。嘘うそに支配された世界。……これまで俺は、その全てに抗あらがい続けてきた。無む謀ぼうだっただけだと言われればその通りかもしれない。けれどやる前から無駄だと諦あきらめて、戦う事を放ほう棄きした事なんて１度もないんだよ。その結果として幸運にも勝利し続けてこれたが、肝かん心じんなのは勝てた事じゃないんだ」

　俺は断言した。

「何事も諦あきらめて、死んだように生き続けるくらいなら────俺は〝戦って死ぬ〟んだよ！」

　揺ゆるぎない意思を込めた眼まな差ざしで、俺はカラスの瞳ひとみを正面から射い貫ぬいた。

　冷たく、暗く。

　恐ろしいだけに感じられていたはずのカラスの目を、俺はもはや怖こわいとは感じなかった。

　そんなものよりも恐ろしいのは、今この場を逃げ出して、自分がアンデレがカラスの手にかかるのを黙って見過ごしてしまうのではないかという可能性だ。

　アンデレは、きっとこれまでずっと独ひとりで悩み続けてきたのだ。

　傷付き、悲しみ、寂さびしかったのだ。

　ただ兄の温ぬくもりを求めているだけだったはずなのに、その気持ちは酷ひどく不器用で。

　アンデレは兄の幸せを願い、その結果、兄を殺さなければならないと思い込んでいる。

　────絶対に、この２人に殺し合いをさせたくない。

　部外者の俺が、今すぐにカラスとアンデレの関係を修しゆう復ふくする事など不可能かもしれない。何の異能の力も持たない俺では、２人の力になる事さえ出来ないのかもしれない。それでもこの場で、２人を殺し合わせてはいけない。それだけが俺の信じる最良だった。

　カラスは懐ふところから取り出したナイフを投げ付けてくる。

　そのナイフは容よう赦しやなく、俺の肩口に突つき立った。

「……退どけ。目障りだ」

「……それはこっちの台詞せりふだ。傷付けさせないって言ってんだろ……！」

　ナイフが刺さった肩口から、熱い痛みが込み上げてくる。だがそれに歯を食いしばり、俺は毅き然ぜんとして立ち塞ふさがり続ける。

「やめて誠せい一いち君！　死んじゃうよ！」

　雪名の悲鳴が聞こえた。だが、俺は譲らない。

　カラスは、もう１本ナイフを投げ付けてくる。そのナイフは、今度は俺の腿ももに突き刺さる。堪たまらず俺はその場に膝ひざを付いた。だが震える足で立ち上がった。

「……もうやめてよ」

　背後に立っていたアンデレが、泣きながら俺に頼み込んできた。

「何でアンタが、無関係な私のためにそうまでするのよ……私はカラスに殺されたって良いの。そうまでして私を庇かばう必要なんてない。だからもう、私の前から退どいてよ……そうすればアンタは、無事に妹のところへ帰れるのよ……！」

「お前……泣いてるじゃないか」

「……え」

　涙し続けているアンデレに、俺は振り向かずに淡々と言った。

「泣いてる奴やつには、助けが必要なんだ。小学生にだってわかるだろ」

「アンタ……何言ってんのよ……！」

「泣いてる奴は、必ず救われなきゃいけないんだよ！」

「……！」

「ゴチャゴチャ理屈こねてまで死のうとするな！　良いから黙って、お前は俺の後ろにいろ！　妹を泣かせるようなクソ野郎なんかに、俺は絶対に負けないからな！」

　────そう喚わめいた途と端たんに、胸が押し潰つぶされるように苦しくなった。

　気が付いた時には、すでに眼前にまで距離を詰め終えたカラスが立っていた。

　カラスの手の中にあったロムルスの槍やりは、俺の胸を深々と突つき刺し────貫つらぬいていた。

「……かはっ！」

　呼吸が出来ず、心臓を貫かれた俺は堪たまらずその場に膝ひざを落とす。

「や……」

　雪せつ名なの囁ささやくような声が聞こえた。

　全身から力が抜け落ちてしまったように、雪名は華きや奢しやな両肩を下げる。

「や……やだ…………嘘うそだよ……ね……？」

　空気が重たく凍こおり付く。

　胸から槍を生はやしたまま、俺はその場に倒れ伏ふした。

　意識が混こん濁だくし、目の前の風景がグラグラと揺ゆれて全てが歪ゆがんでいく。

「これが現実だ。無駄死にをしたな、冴さえ上がみ誠せい一いち」

　俺のすぐ傍そばに佇たたずむカラスが、俺を見下しながら通告してくる。

　その言葉を耳にしたところで、俺はようやく、自分が致命傷を負った事に気が付いた。

　────ああ。死ぬのか。

　死ぬと理解した俺の心境は、あまりにも冷淡に自みずからの結末を傍ぼう観かんした。

　息苦しかった胸の痛みは、予想よりも遥はるかに早く引き、何も感じなくなっていく。

　朦もう朧ろうとしていた意識は掻かき消えようとしており、俺の目は何も見えなくなってしまう。

　あっという間だった。

　自分が瞬しゆん殺さつされたという事実に、改めて自分の非力さを思い知らされた。

　────何もしてやれなかったな。

　親おや父じも、死ぬ時はこんな気持ちだったのだろうか。残していってしまう人々の事を考えると、あまりにも悲しく感じられた。

　出来る事なら、せめて妹が大学に通えるまでは生きていたかった。せっかくバイトをして、妹の進学費を稼かせいでいたのだ。まだまだ貯金は少ないものの、私立でも１年目の学費くらいなら出せるくらいの額はある。自分は無理でも、せめて妹だけでも幸せな人生を送れるように後押ししたかった。けれどもう、それも叶かなわないだろう。独ひとりきりになってしまう妹の事が、堪たまらなく気がかりに思えた。

　そして────雪せつ名な。

　不老不死の定めを背負い、自分の未来が無限に続く絶望だと思い詰めていた儚はかない少女だ。泣いていた雪名の力になってやりたくて、俺は「必ず殺してやる」だなんて、実現させられるのかもわからない約束をしてしまった。未来を前向きに考え始めた雪名は色んな事を経験し、最近では人見知りしていたクラスの友人達とも打ち解けていた。

　約束を守れずに申し訳ない気持ちはあった。

　それでももう、雪名は俺がいなくてもやっていけるくらいに明るくなった。

「…………雪名」

　声に出来たのかわからない名前を呟つぶやき、俺の意識は完全に消失する。

　……………………………………………………………………………………

　………………………………………………………………

　…………………………………………

　……………………貫つらぬかれた心臓の奥から、誰かの声が聞こえてくる気がした。




《────アンチリテラルを確認》

《システム状チ況エ確ツ認ク…………全オ機ー能ル異・常クなリしア》

《システムシステム・起動ブート・開始工程シークエンス。初期起動ファースト・ブートまで、残り30秒。29、28、27……》




　　　　■■■




「嘘うそだ……嘘だよね、誠せい一いち君……！」

　誠一に駆け寄ろうとする雪名を、傍かたわらのディエゴが制止する。

　まだカラスの脅きよう威いが去っていない事を冷静に分析しての行動だろう。息苦しそうにしながら、ディエゴは暴れ出しそうな雪名の腕を掴つかんで離さなかった。

「離して！　離してください！」

「無駄だ。冴さえ上がみは即死だ。……見ない方が良い」

「！」

　雪せつ名なは愕がく然ぜんと双そう眸ぼうを見開き、その場にへたり込んでしまう。あまりにもハッキリと断定するディエゴに、雪名は現実を思い知らされ、一いつ瞬しゆんだけ我に返ったのだ。

　遠目から、倒れて動かなくなった誠せい一いちの姿を見つめ、雪名は瞼まぶたから大粒の涙を溢こぼし始める。

「そんな……あんまりだ……あんまりだよ……！」

　雪名は項うな垂だれ、肩を落として泣きじゃくってしまう。

「私、誠一君に言ったはずじゃない……好きだと思える人が１人もいない事が孤独なんだって……！　もう孤独はイヤなんだよ……！　もう〝零ゼロ〟でいるのは辛つらすぎるんだよ……！　君さえ傍そばにいてくれたら、私はもう孤独なんかじゃなかったのに。それなのに……それなのに！」

　涙でクシャクシャに歪ゆがんだ顔のまま、やがて雪名はカラスを睨にらみ付けた。

「…………どうしてなの……！」

　雪名は手にした辞書のような本を取り、カラスに向かって吠ほえ始めた。

「どうして誠一君を…………！」

「……」

　誠一を殺したカラスは、涼すずしい無表情のままで雪名を見つめ返すだけだった。

　だが静かな口調で応こたえた。

「……対立する者がいるなら、力によってそれを排はい除じよする。俺はそれ以外の方法を知らない」

「違うよ！　あなたが人を殺すのに、対立しているか対立していないかなんて関係ない！　だから自分の家族同然の人達だって虐ぎやく殺さつした！　そうでしょう！」

「……何も違わない。教会で一いつ緒しよに住んでいた奴やつ等らの〝本当の家族〟を殺したのは、俺だったんだ。俺はあの日……復ふく讐しゆうされて当然だった」

「！」

　カラスの告白に、アンデレが驚きよう愕がくした顔をしていた。

　しかしアンデレの様よう子すを見やる事も無く、カラスは雪名と睨にらみ合うだけだった。

　雪名はカラスに向かって言った。

「殺されても文句はなかったみたいな口振りだね。あなたは……死にたいのかな」

「仕方ないと思っただけさ。俺達はお互いに敵だったんだからな。そうさ。初めて出来た家族さえ、俺にとっては敵でしかなかった。だから確信したんだよ。この世には、俺にとって敵以外の他人なんて存在していないのだとな」

　カラスは僅わずかに俯うつむいて言った。

「……生まれてからこれまで、俺はずっと戦い続けてきている。もう戦う事に疲れてきただけさ。俺は〝零ゼロ〟になりたいんだ。そうすれば、目が覚める度に訪れる、この救われない毎日から逃げ出す事が出来る。……お前だって、昔は俺と同じだったと博士からは聞いている」

「……」

　カラスの言わんとする事を理解し、雪せつ名なは黙り込んだ。

　零ゼロになりたい衝しよう動どう。それはかつて、カラス同様に雪名自身も持っていた感情だった。

　不老不死の孤独な生涯に絶望し、意味のない自傷行為を繰り返していた頃の話である。

　雪名は、ようやくカラスという人物の気持ちが理解出来た気がした。

「あなたは……誠せい一いち君に出会えなかった私の姿なのかもしれない」

　未来を諦あきらめ。希望を諦め。自分自身の事さえも諦め。誠一に出会う前の雪名は、生きる時間の全てに意味を感じられず、毎日が拷ごう問もんのように苦しいだけだったのを覚えている。その苦しみから逃のがれたくて、いっそ消えてしまいたいと願い続けていた日々だった。

　────零ゼロに憧あこがれたカラス。

　────零ゼロを恐れた雪名。

　両者は酷ひどく似に通かよっていて、しかし、決定的なまでに違っていた。

　カラスの事を憐あわれに思いながらも、雪名は瞳ひとみの奥に燃え盛る業ごう火かを湛たたえ、宣告する。

「可哀かわい想そうだなんて思わない……もう私はあなたを……絶対に許したくないだけ！」

　怒りで我を忘れつつある雪名の様よう子すを分析し、カラスは、「長なが居いをすれば大規模な戦いに発展するだろう」と判断する。

　アンデレを殺し、その場を去るのが無難である事など、カラスにはすぐ理解出来た。

　思うが早いか、カラスは誠一の胸に刺さったままの槍やりを引き抜き、回収しようとする。

「…………？」

　そこでカラスは、すぐに理解出来ない光景を目の当たりにした。

　誠一の胸に突つき立てたロムルスの槍は……消失していた。

「……馬ば鹿かな」

　つい今しがたまで、槍は誠一の胸に刺さっていたのだ。

　それがなくなったという事は、誰かがこの場から持ち去った以外には考えられなかった。

　カラスは誠一の死体から視線を転じ、周囲にいる人間達を確認する。しかし周囲にいるアンデレやディエゴ、怒り狂って我を忘れている雪名が、槍を持っている様よう子すは見受けられない。

　槍は……どこに消えた？

「…………ちょっと、冗談でしょ……？」

　その場に腰こしを落としていたアンデレが、青ざめた表情で呟つぶやいた。

　カラスが気が付いた時には、アンデレの視線と同様に、ディエゴや雪名の視線も１点に集まっていた。

　その１点とは────誠一の死体があった場所だ。

　カラスはゆっくりと振り向き、状況を確認した。

　────冴さえ上がみ誠一が立っていた。

[image: ]

「誠せい一いち……君…………？」

「……冴さえ上がみは致命傷だったはずだ。あり得ない……！」

　雪せつ名なとディエゴも、遅れて呆ぼう然ぜんと呟つぶやく。

　誠一は俯うつむいたまま、フラフラと身体からだを左右に揺ゆらしてその場に立ち上がっていた。

　さすがにその状況には、カラスまで驚いていた。

　……どう考えても、誠一は即死だったはずなのだ。

　仮にかろうじて命を取り留とめる事が出来ていたとしても、立ち上がれる程ほどに浅い傷ではなかったのだ。それなのに誠一は事実、起き上がっているのだ。

　よく見れば、誠一の胸に開いた傷口は完全に塞ふさがっていた。

　傷が……治った？

「……どういう事だ」

　カラスは肉にく厚あつのダガーナイフを取り出し、身構える。

　俯いたまま一ひと言ことも発しない誠一の雰ふん囲い気きは異様だった。全く状況は理解しがたい事になってきている。しかしカラスの研とぎ澄まされた直感は、全力で警けい鐘ほうを鳴らしていたのである。

　カラスの胸中を埋うめ尽つくそうとしたのは、ただ１つの予感である。




　────殺される？




　焦あせったカラスの頭上に、赤い天使の輪が現れる。

「即死半径デツドリー・サークル！」

　カラスの頭上に浮かんだ円は即座に周囲へ展開し、誠せい一いちをその円の中へと内包する。

　その円の中は、カラスにとって必殺の間合い。カラスの意思１つで、その円の中に存在するあらゆる数値ステータスは零ゼロへと変わるのだ。

「心拍数零ゼロ」

　カラスの台詞せりふと同時に、誠一の胸の前に、赤いスカラーで描かれた数字の零ゼロが浮かび上がる。ディエゴとの戦いの時同様、カラスは誠一の心臓の鼓こ動どうを強制停止させ、瞬しゆん殺さつしようとしたのである。

「……？」

　誠一の胸の前に現れた零ゼロの数字は、見る見る内に霧む散さんして掻かき消えてしまう。

　赤かった数値は徐々に青白く変色し────やがて完全に消え去った。

「……効きかない……!?」

　無言のまま、ただ立っているだけの誠一に、カラスは戦せん慄りつする。

　カラスは自みずからの異能を乱発し、次々と誠一に即死の攻こう撃げきを仕し掛かける。

「体温零ゼロ！」

　カラスの周辺気温ごと、誠一の体温を零ゼロにしようとする。

　周辺気温が途と端たんに冷え、大地には霜しもが現れ始める。誠一の体温も零ゼロになり、誠一は文字通り血を凍こおらせて絶命するはずだった。だが誠一は平然と立っている。

「酸素零ゼロ！」

　円内の酸素濃度を零ゼロにした。カラスの周囲以外は、まともな呼吸さえ叶かなわないはずである。しかしそれでも誠一には効果がなく、いつまでも無言で佇たたずんでいる。

「原子結合力零ゼロ！」

　雪せつ名なが数秘術アルケニツクで扱あつかう原子レベルでの物質分解同様に、カラスは円内に存在するあらゆる物体をバラバラに弾はじき飛ばした。草木や床岩、円内のあらゆる物質が粉末状に爆はぜ、風に抱かれて跡あと形かたも無く舞い散る。残ったのはクレーター状に抉えぐれた地面と……無傷の誠一だった。

「何な故ぜだ！」

　露骨に狼ろう狽ばいし、初めてカラスは声を荒げた。

　そんなカラスとは裏うら腹はらに、ディエゴが冷たい汗と共に囁ささやいた。

「……覚かく醒せいだ」

　ディエゴは焦あせりを顕あらわにした表情で続けた。

「この世界の森しん羅ら万ばん象しようを支配しているのは数の法則。すなわち数リのテ支ラ配ルだ。そんな数リのテ支ラ配ルに屈くつせず、抗あらがい、戦う者達がいる。我々は時にそうした勇者を讃たたえ、数の支配に抗い打ち破る者として、アンチリテラルの名で呼ぶ事があるだろう。だが……本来のアンチリテラルとは、もっと違う存在の事を指す言葉だ」

「……違う存在」

「文字通りだ。数リのテ支ラ配ルに縛しばられず、数リのテ支ラ配ルから解放された奇き蹟せきの存在。あらゆる数の法則を無視する事が出来て、この世界において〝完全なる自由〟を行使出来る神同然の力だ」

　ディエゴは固い唾つばを飲み込み、死の円の中に佇たたずむ誠せい一いちを凝ぎよう視しし続けた。

「……これが……伝説の〝法則無視アンチリテラル〟なのか……！」

　それまで黙っていた誠一に、変化が現れる。

　誠一の垂れた右手の平に、青白いスカラーの輝きが収しゆう束そくしていく。

　その光はやがて１つの形を成し、剣の形状に整っていく。

　中世の騎き士しが扱あつかうような剣である。誠一が虚こ空くうから取り出したその剣の刀身は、ロムルスの槍やりそのものであった。しかし刀身は美しい空色をしており、薄く発光しているようだった。

　誠一はその無名の剣を構え────消失した。

「！」

　咄とつ嗟さにナイフを構えたカラスは、誠一が放はなった一いち撃げきを寸前で受け止めていた。

　誠一はいつの間にかカラスの背後に立っており、カラスに向かって刃を振り下ろしてきていたのだ。頭上で受け止めた刃を愕がく然ぜんと見上げながら、カラスは慌あわてて誠一から距離を取ろうとする。するとカラスを追いかけるように、誠一は音もなく駆け出して来た。

　ディエゴ程ほどではないが、誠一の剣けん戟げきはカラスと互ご角かく程てい度どに早かった。

　青白い粒子のような残像を虚空に刻きざみながら、次々ときわどい一撃をカラスに浴びせ続けてくる誠一に、カラスは舌を巻く。その動きは素人しろうとと同然ではあったのだが、打ち込んでくる刃を受け止めるカラスの腕は、その重みに痺しびれ始めてしまう。

「何が……どうなっている……！」

　誠一が上段から打ち込んできた刃を弾はじき、カラスは空あいた脇わき腹ばらに誠一の隙すきを発見した。すかさずそこへ必殺の突つきを放はなつ。

　カラスの刃は、誠一の脇腹を深々と刺した。

　だが……カラスは一いつ切さいの手て応ごたえを感じなかった。

　カラスは気が付いた。誠一の身体からだはまるで霧きりの塊かたまりであるかのように、青いスカラーの粒子によって形作られているのだという事に。何な故ぜならカラスがナイフを突き立てた誠一の脇腹は、光の粒子が乱れるように揺ゆらぐだけで、そこに実体が存在していなかった。

「実体がないだとっ……！」

　カラスは慌あわてて誠一から距離を置いた。

　そこで誠一は、再び上段に剣を構えて、一呼吸分停止する。

　僅わずかな溜ための後に、誠一は渾こん身しんの力で刃を振り下ろした。

　虚こ空くうを切り裂さいた誠せい一いちの剣からは、巨大な光の衝しよう撃げき波はが発せられる。その衝撃波を、カラスは何とか、身を捩ひねる事で回避する。

　光の衝撃波はカラスを切り裂さく事は出来なかったが────遥はるか地平線の辺あたりまで一直線に大地を切り裂き、遠いどこかに衝突して爆はぜる音が聞こえた。

「…………信じられない……！」

　そう呟つぶやいたカラスの目前に、いつの間にか誠一が接近して来ていた。

　誠一が横よこ薙なぎの一いつ閃せんを繰り出してくる。

　その刃は────油断したカラスの左の肘ひじから下を斬きり落とした。

　カラスが初めて苦く悶もんの悲鳴を上げる。

　腕を斬り落とされたカラスは切断面から大量の血を散らしながら蹌踉よろける。

　慌てて誠一から後退し、間を開けた。

　────ヘリのローター音が近付いてきていた。

　対たい峙じするカラスと誠一の間に水を差すその音は、徐々に間近にまで迫り、上空に姿を現す。

　ヘリのプロペラから発せられる強風が、地面に吹き付けてくる。その強風の中、その場の全員が現れたヘリを見上げてしまう。

　上空に現れたヘリは扉を開けると、そこから１本のロープを虚こ空くうへ放ほうり出してくる。

　そのロープはカラスの近くへと垂らされる。

「お疲れ様ですぅ。お迎えに上がりましたよぉ」

　ヘリからロープを放り投げてきたのは、青い着物姿の幼い少女だった。

　雪せつ名なはその人物に見覚えがあり、名を呼ぶ。

「……稲いな瀬せ果か穂ほさん」

「クリフォトの増ぞう援えんか」

　全員の注目がヘリに向かっている隙すきを逃のがさず、カラスは目前に垂らされたロープに掴つかまる。

「カラス！」

　そのまま撤てつ退たいしようとしているカラスに向かって、アンデレが渾こん身しんの声を上げた。

「本当なの……あなたが教会のみんなの家族を殺したって話……！」

「……事実だ。誰も彼も全て、俺が殺した」

　カラスがロープに掴まると、ロープはヘリの中へと引っ張り上げられていく。

「今まで通り、俺を憎み続けろ。それが────俺がお前にしてやれる唯一の事だ」

　アンデレの頬ほおを涙が伝う。

　教会が燃えたあの日。家族がいなくなった少女は、大切にしていたもの全てを失った。

　少女が生きていくためには、絶望に打ち勝つための原動力が必要だった。それは兄に対する憎しみであり、それだけに縋すがって、少女は今日までを生き延びてきた。

　だからこそようやく────少女は不器用な兄の優しさに気付かされた。

　アンデレに言い放はなったカラスは、すぐさまヘリの中へと撤てつ退たいして行く。

　誠せい一いちは剣を下段に溜ため込むと、一気に斬きり上げ、ヘリに向かって強力無比な衝しよう撃げき波はを放つ。

　衝撃波によって両断されれば、ヘリはひとたまりもなく撃げき墜ついされるだろう。

　しかしカラスが囁ささやいた。

「────衝撃零ゼロ」

　カラスが展開した赤い円がヘリの周囲を囲み、そこに達した誠一の衝撃波を霧む散さんさせる。

　誠一の攻撃をかわし、ヘリはそのまま上空へと飛び去って行った。

　遠ざかり、撤退していくヘリと誠一を交互に見比べ、しばらくその場の誰もが唖あ然ぜんとして立ち尽つくしているだけだった。やがてヘリの音が聞こえなくなった頃だった。

　……緊張が解けた誠一は、その場で倒れ伏ふしてしまう。

　手にしていた剣は虚こ空くうに霧散して消え、残ったのは眠るように気絶している誠一だけだった。

　倒れた誠一に、急いで雪せつ名なが駆け寄った。

「誠一君！　しっかりして！　大丈夫なの！」

　意識のない誠一の身体からだを起こし、抱き締しめながら、雪名は縋すがるように泣き続けた。




　　　　■■■




　ヘリに乗ったカラスは、応急処置の救急箱を取り出す。

　そうしてシートに座り、肘ひじから先がなくなった左腕の手当を始めた。

「なんだか冴さえ上がみさんの様よう子すがおかしかったですけどぉ、博士の望み通りぃ、ちゃんと覚かく醒せい出来たって事で良いんですかねぇ」

「……そのようだ」

　言葉短く稲いな瀬せを肯定し、カラスは黙々と応急処置を続ける。

　稲瀬はカラスの報告に満足し、薄うす気き味み悪く微笑ほほえんで見せる。

　そうして続けた。

「それにしてもぉ、槍やりの回収は出来なかったこの場合ってぇ、任務失敗って事なんですかねぇ」

「そうでもない」

「えぇ？　どういう事なんですかぁ？」

　稲瀬の指摘を否定したカラスは、淡々と続けた。

「博士から言われていたのは槍の回収か、もしくは奴の覚醒か。どちらかの結果を用意しろというだけの指示だった。この場合は後者だ」

「なるほどぉ、そうだったんですかぁ。安心しましたよぉ。だって椚くぬ木ぎさんはお亡くなりになっちゃったご様子じゃないですかぁ。この体ていたらくでお仕事まで失敗って話だったならぁ、だらしなさすぎですものぉ。私が切れちゃうところですよぉ」

「……」

「それにしてもぉ。カラス君がそこまで手痛くやられるのってぇ、私初めて見ましたぁ。ちょっと感動ですぅ」

「俺も誰かにここまでやられたのは、生まれて初めてだ」

　稲いな瀬せは奇き妙みような違和感に気が付いた。

　いつも通り、無ぶ愛あい想そうなカラスは多くを語らずにいるだけである。

　しかしいつものカラスの様よう子すとは、決定的に違う点がある。

　稲瀬は、その違和感についてカラスに尋たずねた。

「……どうして笑ってらっしゃるんですかぁ？」

　カラスは左腕を失ったというのに、苦く悶もんの表情を浮かべるどころか、喜び微笑ほほえんでいた。

　ヘリのローター音に掻かき消される程てい度どの小声で、カラスは静かにその名を囁ささやいた。

「…………冴さえ上がみ誠せい一いち……か……」

　その名を口にし、カラスの瞳ひとみの奥には不気味な淀よどみが生まれていく。

「……ようやく見つけた。俺を零ゼロに導く最強の敵……！」

　歓かん喜きの言葉は短かった。

　だがカラスがその存在を待ち焦こがれていたのは、随ずい分ぶんと長い間の事だった。
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　重たい瞼まぶたを開ける。

　目の前には、いつか見た記憶のある木目の天井があった。

「…………ここは？」

　未いまだに微睡まどろむ眼まな差ざしのまま、ボンヤリと呟つぶやいた。

　畳たたみの部屋に敷しかれた布団ふとん。俺はその上で仰あお向むけに寝ていた。

　すぐ傍そばには石油ヒーターがあり、そこからそよぐ温かい風が、広い和室を暖めてくれている。

　室内に電灯は灯っていなかったが、それでも暗いとは感じなかった。

　縁えん側がわに面した障しよう子じ窓まどの向こうから、淡い橙だいだい色の夕陽が射し込んできていたからだ。

　俺はその場で上体だけを起こし、改めて部屋の様子をよく観察してみる事にする。

　残念ながら我が家には、これ程ほどまでに立派な和室などあるはずがない。だからまず、この場が自宅でない事だけはすぐに理解出来た。自宅ではないが、俺はこの場所を確かに知っていた。

　何な故ぜなら以前にも────俺はこうして、この場所で目覚めた事があったのだから。

「……雪せつ名な」

　起き上がった俺は、その少女の姿を見付けて苦笑してしまう。

　雪名は俺の膝ひざの上に頭を乗せ、静かに寝息を立てているようだった。

　泣き腫はらした後なのだろうか。雪名の目の周囲は赤く変色しており、頬ほおの下では、布団がまだ僅わずかに濡ぬれている。

　ここは雪名の自宅だ。

　間違いないだろう。

　かつて災厄の数アルヘトスと戦った時、傷付いた俺はこうして、雪名の家に運ばれて手当を受けた事があるのだ。あの時と同じように、きっと俺はまた、雪名に助けられたのだろうと思った。

　意識を失っている間の記憶はほとんどないが……。

　俺は寝ている雪名の小さな頭を撫なでて、囁ささやいた。

「また俺は、お前に助けられたんだな。……ありがとう」

「────感謝しなさいよ。その子はアンタをここまで運んで、寝ずに看病してたのよ」

「……！」

　最初は眠っている雪名が答えたのかと錯さつ覚かくしたが、そうではなかった。

　俺が目覚めた和室には、あの時とは違い、もう１人の少女の姿があった。

　部屋の隅すみの柱に背中を預けて佇たたずむ少女がいた。

　彼女、アンデレは腕を組んだまま、いつもの吊つり目で俺を冷ややかに見つめていた。

「……いたのか、アンデレ」

「何よ、悪いわけ？　私だって運ぶの手伝ったのよ。感謝して欲しいくらいなんだけどね」

「へいへい。……ありがとうな」

「……べ、別に良いわよ。礼なんて」

　アンデレは照れくさそうにそっぽを向いて、俺から視線を外はずした。

　そのままアンデレは、状況が気になっている俺の胸中を察さつしてくれたのか。俺が意識を失っていた間に起きた事を淡々と話してくれた。

　この場にいないディエゴも命を取り留とめている事。

　クリフォトの増ぞう援えんが現れ、カラスが撤てつ退たいして行った事。

　細こま々ごました経けい緯いではなく、だいたいの概がい要ようでしかない説明だったが、俺はただアンデレが説明してくれる事後状況について聞いているしかなかった。

　アンデレの話を一ひと通とおり聞いた俺は、雪せつ名なの頭を撫なでながら、尋たずねた。

「……結局、ロムルスの槍やりはカラスに持ち去られたのか？」

「……アンタ、本当に何も覚えてないわけ？」

　逆に怪け訝げんな顔で俺に問いかけてくるアンデレを、俺は肯定する。

　本当に何も覚えていないのだ。

　カラスに心臓を一突つきにされて、俺は死んだのだとばかり思っていた。どういう理屈でこうして無傷のまま生き返っているのかもよくわかっていない。だが１つだけ間違いないだろうと考えている事はあったのだ。

「……俺達は負けたんだろう、クリフォトに」

「どうなのかしらね。それすらよくわからない」

　アンデレは肩を竦すくめて答えた。

「ロムルスの槍は〝消失〟したわ」

「え？　それってどういう事なんだ。カラスが槍を持ち去ったんだろ？」

「違うわ。私にだってどういう事なのかわからないけど……カラスがあんたを槍で刺した後、そのままアンタの胸の傷ごと、槍は姿を消してしまったのよ」

「それって、どういう事なんだ……？」

「だから、わからないって言ってるでしょう？　タデウスやマティア、ディエゴとかに聞けば何か知っているのかもしれないけど……そもそも私は今回、任務を外されていた部外者扱あつかいだし。何聞いても、ディエゴもダンマリだったの。私から説明出来る事なんて何もないわ」

　……槍が、俺の傷と一緒に消えた？

　つまり槍が、俺の命を救ってくれたという事なのか。

　何か知っていそうな教団関係者が何も知らないというのでは、それ以上は何も知る事など出来ないのだろうが……俺は腑ふに落ちない気持ちのまま、悶もん々もんとするしかなかった。

「少なくとも教団は今回、クリフォトの手にロムルスの槍が渡る事は阻そ止し出来た。とりあえず勝ったと思っていて良いと、私は思うけれどね」

「意外だな……敗北の可能性は考えていたけど、勝利する可能性は考えてなかった。俺達は、すこぶる運に恵まれているのかもしれないな」

　そういって苦にが笑わらう俺の顔を憮ぶ然ぜんと見ながら、アンデレは何な故ぜだか頬ほおを赤くしていた。

　アンデレは小さく咳せき払ばらいをしてから、恭うやうやしく言い始めた。

「そ、それと。アンタには……お礼を言っておかなきゃいけないのよ」

「え？」

「つ、付き合って貰もらったでしょ！　新しん宿じゆくクレーターの地下まで！」

「ああ。そういえば君に誘われて行く事になったんだったな。君はカラスを倒す確率を上げるために俺を呼び付けたみたいだったけど……どうやら役には立てなかったみたいだし、別にお礼を言われる程ほどの事は出来てないよ」

「そ、そんな事ない……！」

　拳こぶしを握り、身を乗り出して否定するアンデレ。

　一生懸けん命めいに俺の言葉を否定するアンデレを、俺は少し奇き妙みように思った。

　アンデレは照れくさそうに俺から視線を逸そらし、自分の前髪のお下げをいじり始めた。

「えっと…………だから、今回は、色々とありがとう」

　アンデレは前髪をいじりながら、唇くちびるを尖とがらせていた。

「その……助けに来てくれた時は、ちょっと格かつ好こ良かったって言うか……」

　アンデレは何かを思い出して、途と端たんに真っ赤になって狼ろう狽ばいし始めた。

「だ、だからって誤解しないでよ！　嬉うれしかったってだけで、すす、好きとかそういうんじゃないから！　ただお礼を言ってるだけなんだからね！」

「……君って、ツンデレだったのか？」

「は？　私はアンデレだけど？」

「い、いや。まあ、そうなんだけどさ」

　俺の言っている言葉の意味を理解していないアンデレは、キョトンとした顔で俺を見つめ返した。何だか、アンデレの態度は、いつもよりも友好的になっていように思えた。

　俺はアンデレの言葉で思いだし、手の平を１つ打った。

「ああ。そういえば」

「？」

「一緒に新宿クレーターに行ったら、何でも１つ言う事を聞くって言ってたよな」

「え、ええ！　あ、あれはその……何て言うか！」

　アンデレは唇を震ふるわせながら、真っ赤になってしどろもどろになってしまう。

　そんなアンデレをからかうように笑い、俺は言った。

「なら１つだけ頼むよ」

「だ、駄目よ、そんな……エッチな事は……！」

「いい加か減げんに俺の事、もうアンタって言わずに名前で呼んでくれないか」

「……へ？」

　俺の提案に呆ほうけたアンデレは、そのまましばらく思考停止する。

　しばらく赤い顔のままだったアンデレは、やがて観念して俯うつむいた。

　拗すねたような態度で、アンデレはふて腐くされながら答えた。

「……わかったわよ、その……冴さえ上がみ……くん……」

　恥ずかしそうに、慣れない口調で言うアンデレの様よう子すは新鮮だった。

　俺は自分の膝ひざの上で眠っている雪せつ名なを見下ろした。

　雪名はうわごとで、俺の名を囁ささやいた。

「……誠一君…………もうどこにも行かないで……」

　眠っている雪名の寝言を聞き、俺はもう一度だけ雪名の小さな頭を撫なでた。

「……どこにも行かないよ」

　誓うように、俺は固い意志を込めて呟つぶやいていた。




　　　　■■■




　寒風の吹く、冬の海辺だった。

　冷たい砂浜には、２つの人影以外には誰もいなかった。

　夕ゆう闇やみが訪れようとしている水平線は赤黒く濁にごりはじめ、冷たい海に沈み行く夕陽に照らされた喪も服ふくの少女は、砂浜の上で車くるま椅い子すを押していた。

「……寒くなってきたね、マティア。とは言っても、君が人並みに暑いとか寒いとか、感じているのかなんて知らないんだけどさ」

　車椅子に座った少女に語りかけ、少女────タデウスは苦笑した。

　砂浜の上に車椅子の車輪の線と、タデウスの小さな足跡だけが刻きざまれていく。

　押し寄せる波音の中を進みながら、タデウスは無言のマティアに話しかけ続けていた。

「良かったね。冴上クン達は君の思おも惑わく通りにダイソン環かんへ向かい、無事に生還して来たようだよ。ディエゴからさっき報告を受けたばかりでね。とうとう彼は、境地へ辿たどり着いたらしい」

　一方的に話しかけるタデウス。

　しかしやはりマティアは、何も答えようとはしなかった。

　幾き何か学がく模も様ようの描き込まれた包帯で覆おおわれた両目は何を見ているのか。タデウスにはわからない。しかしタデウスにとってマティアとは、常に興味深い不ふ思し議ぎな人物だ。

　マティアの興味を惹ひきたい思いがあったのか、タデウスはさらに語りかける。

「本当。君は何者なんだろうね。ボクよりも長く生きていて、ボクよりも多くの事を知っているんだろう？　そういう人って、あまりお目にかからないからさ。許されるなら、君の意識を殺して、今すぐにでも記憶を乗っ取ってしまいたいんだけどなあ、ハハハ。どうかな、今のボクの冗談は？」

　タデウスは、相変わらず笑えない冗談をマティアに投げかける。

　しかしマティアは微笑ほほえみもせずに、いつまで経たっても無言のままだった。

　タデウスはマティアの車椅い子すの先を、水平線の方角へと向けた。そうして車椅子を砂浜の中腹に置くと、タデウスは自身もその隣となりに腰こしを下ろした。

　しばらく２人で、夕焼けが、凍こごえた群ぐん青じようの海に溶けていく様さまを見守った。

「────聞け。人の子等らよ」

　突とつ如じよとして、それまで沈黙を守っていたマティアが口を開いた。

　久しぶりに開いたマティアの口振りは饒じよう舌ぜつで、淀よどみもない。

　その言葉を聞きながら、タデウスは面めん倒どうそうに欠伸あくびをしていた。

　マティアは淡々とした口調で続けた。

「白き髪の乙女達が守りし救ぐ世ぜの聖せい槍そう。長らくの時を経へて、彼の刃は今１度のアンチリテラルを得た。ついに〝槍は起動した〟のだ」

　唇くちびる以外を動かす事はせず、マティアは重々しく警けい告こくした。

「人の子等よ。彼の槍を持て。戦が始まる」

「……戦？」

「終しゆう焉えんの魔ま物ものを討うたねば、人の世に明日はない」

　それだけを言い終わると、再びマティアは唇を固く閉ざして沈黙を始める。

　マティアの話す言葉は、いつもながらにまるで予言のように聞こえた。

　────しかしマティアの予言が外はずれた事は、この２００年間において１度もない。

　どこからそんな電波を受信しているのか。

　タデウスはいつも不ふ思し議ぎに思いながら、マティアの言う事を気け怠だるそうに記憶するだけだった。

「やれやれ、マティア。君は相変わらず、一方的に言いたい事を口にするだけだ。ちょっと仕事熱心すぎるんじゃないのかな。たまには楽しく、ボクとお茶でもしてくれないかい？」

　茶ちや化かしながら、タデウスは再びマティアの車椅子を押し始めた。

　どこへ向かうのか。

　何が始まるのか。

　あるいはマティアには、すでに全てが見えているのではないだろうか。

　タデウスはただ、つまらなさそうに嘆たん息そくを漏もらすだけだった。






　　　　あとがき







　時々、昔の友人を思い出します。

　小学校。中学校。高校。大学。私にも、それぞれの学生時代がありました。

　仲が良かった人々は、時代によって顔ぶれが異なっています。

　今でも交友関係が続いている人というのは希まれで、みんな大人おとなになるにつれて次第に会えなくなり、今では何をしているのかわからない人達が大半です。

　ふと考えてしまうのは、今では何をしているのかわからない友人達の事です。

　仕事に追われながら日々を過ごしていると、ふと予期せぬタイミングで、予期せぬところから、そんな友人達の話を耳にする事があります。

　例えば結婚して親になった奴やつや、起業して頑がん張ばってる奴の話。

　職が無くて貧困に喘あえいでいる奴や、刑務所にいる奴の話。

　時には自殺したとか、殺されたとか。物ぶつ騒そうな話を聞いたりもします。

　そういった友人達の今を聞きながら、内心で思ってしまう事があります。

　話題の人物は……どんな顔だっただろうかと。




　昔は毎日遊ぶ程ほどに仲が良かったのに、顔さえよく覚えていない人がいます。

　何年も一いつ緒しよのクラスで過ごしていたのに、名前すら忘れてしまった人もいます。

　友人を忘れる事なんてないと思っていましたが、私は実際に、そうした記憶喪そう失しつを経験してしまいました。




　────私には〝忘れてしまった友人〟が数多くいます。




　おいおい。忘れてしまうような薄情な関係なのに、それでも友人と呼べるのかい？　そう思われる方も多いと思います。確かにそう言われれば、私にもわからなくなってしまうのです。彼等らが本当に、かつて自分の友人であったのかどうかが。

　友って何なんでしょうね。

　仲が良くても忘れてしまった。

　同じ場所で、数年間という長い期間を一緒に過ごしたのに忘れてしまった。

　だとしたら、仲が良いだけの関係は友ではないのか。

　だとしたら、一緒に長くいただけの人物は友ではないのか。

　答えは是ぜでもあり、非でもあるように思います。

　今この時に仲が良い友人の事でさえ、私はいつか忘れてしまうのでしょうか。

　もしもこの記憶喪そう失しつが私だけの話ではなくて、誰しもの話であるのなら。

　私達は友と呼べるものを持っておらず、本当は誰もが独ひとりぼっちなのかもしれません。




　……とまあ、ね。

　脳内で考えた事をそのまま垂れ流せば、あとがきの体ていを成すかと期待しましたが、全然そんなでもないですね。どうしたら良いの、この話のオチ！

　そんなグズグズぶりですが、私が本作の著ちよ者しやの兎う月づき山や羊ぎです。

　最近はようやく、筆名で呼ばれたり、筆名で名乗ったりするのに慣れてきました。あまりにも慣れすぎた弊へい害がいなのか、会社の電話に出た時に「はい、兎月です！」とか言いそうになったり、書類のサインに「兎月」と書こうとするようになってしまいました。

　慣れて気が緩ゆるんでいるようですが、これをやったら色々と恥ずかしいので気を付けねばです。本名と違う名前を名乗って、「やだ、この人ったら中２病なのかしら」と思われたら大変です。そんな危機的状況を乗り切るには、「おっと私とした事が〝禁じ名〟を名乗ってしまったか。今のは忘れてくれ。ククク」と言って退のけるくらいの気き概がいがなければなりませんから。




　さて、このあとがきに目を通していただいている読者の皆様、ありがとうございます。

　ご存じの通り大した事は書いてありませんが、本巻の箸はし休めにでもなれば幸いです。

　物語の本ほん筋すじに大きな動きが起こっている本巻ですが、いかがでしたでしょうか。参考情報ですが、本巻を書いている時にずっと著者が思っていた事は、「りんごジュース飲みたい」です。

　こんなどうでも良い話の末筆となってしまって申し訳ありませんが、謝しや辞じを。

　これまで同様に、本書の出版にご協力いただいた全ての方々に感謝して止みません。

　編集さんや校閲さん、営業さんなど、お礼申し上げたい方は数多くいらっしゃいます。そして本巻にも素敵なイラストを描いてくださった笹ささ森もり先生にも、ありがとうを述べさせていただきたいです。

　さらには本巻まで付いてきてくださっている読者の皆さん。

　作家が言うのも変な話ですが、言葉だけでは伝えきれない感謝の気持ちでいっぱいです。

　本作が刊行されるのが12月ですから、きっとクリスマスや忘年会、冬コミなどのイベントが盛りだくさんで、楽しい季節になっている事でしょう。

　皆さんにとって楽しい季節の一いつ端たんを、もしも本作が担になえたのなら幸いです。

　次も楽しんでいただける作品が書けるように、精せい一いつ杯ぱいに頑がん張ばります。
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兎う月づき山や羊ぎ

昼はサラリーマン。夜は物書き。起きて会社で働き、帰って来て朝まで原稿をやる生活中です。時々、疲れすぎて叫びたくなるような夜もあるけれど、今この瞬間を生きている確かな実感があります。まだまだ、私は戦える。精進していきます！
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笹ささ森もりトモエ

雛木さんのバストサイズを書き換えるπの災厄の数アルヘトスが今後登場する可能性について、兎月先生との打ち合わせの場を早急に設けていただきたいです。宜しくお願い致します。









[image: ]電撃文庫





アンチリテラルの数秘術師アルケニスト4








兎う月づき山や羊ぎ





発　行　　　　2014年1月30日





発行者　　　　塚田正晃

発行所　　　　株式会社KADOKAWA

　　　　　　　〒102-8177　東京都千代田区富士見2-13-3

　　　　　　　03-3238-8745（営業）

　　　　　　　http://www.kadokawa.co.jp/


プロデュース　アスキー・メディアワークス

　　　　　　　〒102-8584　東京都千代田区富士見1-8-19

　　　　　　　03-5216-8399（編集）

　　　　　　　http://dengekibunko.dengeki.com/





本書（電子版）に掲載されているコンテンツ（ソフトウェア／プログラム／データ／情報を含む）の著作権およびその他の権利は、すべて株式会社KADOKAWAおよび正当な権利を有する第三者に帰属しています。

法律の定めがある場合または権利者の明示的な承諾がある場合を除き、これらのコンテンツを複製・転載、改変・編集、翻案・翻訳、放送・出版、公衆送信（送信可能化を含む）・再配信、販売・頒布、貸与等に使用することはできません。





(C)2011 YAGI UZUKI





※この電子書籍は2011年12月10日発行の電撃文庫『アンチリテラルの数秘術師4』初版に基づき制作











[image: ]




item/image/p083.jpg





item/image/p042.jpg





item/image/p283.jpg





item/image/cover.jpg





item/image/bookwalker.png
AT

BOOKYWALKER





item/image/hyou4.jpg





item/image/p073.jpg





item/image/p226.jpg





item/image/p147.jpg





item/image/logo-dengeki.png





item/navigation-documents.xhtml




Navigation





		表紙



		目次



		プロローグ



		Phase1：零の来訪



		Phase2：停止したままの少女



		Phase3：埋葬されしダイソン環



		Phase4：零の絆



		Phase5：アンチリテラル



		エピローグ



		あとがき



		奥付











item/image/p181.jpg





item/image/k002.jpg
_n:A g ﬂﬂ@ﬁmﬂ&%‘xévf_\

_

R LREAOR LN Lol i PR e

LED
w x LEL
B—E NP
o3 QHmy
| RgQ
—_— ~ o 0 ki ”N & H@
— (e REBOSE NI s £5a%
AL VELEOHO R HOLL SERENYY

P — T





item/image/k001.jpg
JE R ¥

v PR
AFAM R MET .
NV






item/image/k004.jpg
DO SR EX

A\ AR ° 743 (e b,
N N ER,

Ky

) IN S AR

ER

rﬂ Rag

S sesen

Qe

S8R

>

RNKSEHUIHNREASES Hiows-08 K"
S UVSIES Ravyusbiar
RNXSEEAVELREDL°

[ RN 1) § 46505
NS SEOLSS TR
BRABIER S H DB

NI b S eSS T ~

AIE DB E LD AN
RO RO p B LA >

&ofvvao@;y?vémﬂx,wa‘wkg%um%m%aé@%) N

HRURASRBS DR EED o v






item/image/k003.jpg
[ERIEEANS” 1) A IS DB S0 & S EP s 17502 §0 D +6°
BB O e AN DAIOE L OB S vnee s |





item/image/k006.jpg
*p.10

Jau—7-

*p.16

Phasel:% DX -

Phase2:A5 IEL7:EE D & -+-p.78

Phase3: 828N L 54 ¥ 5i+-p.138

— B LStk

Phase4: % Dik-++p.200

Phase5:7 v FY T 7V -+p.252

*p.294

IR —7

RICHF L BRI IQEERUERWPN
VROHRITRSLHOBE~OEEISIL
S RERVIII RSB U D TN A0°

designed by BEE-PEE





item/image/k005.jpg
ﬁ%ﬁ_ b#ifnk.ﬂ_vxﬁiof: y°
w9x0$®¢:%%tmévxoﬁi\
gl SJa N

EERRIER

Hov DAL & R AR L 0o QIR L KE T A 4

EMOTQ A L SR R IR A ) 4L°
SHERRAORG IR DO DO i g td”
M QTS R4S FE MR s =0 |0 D i

|

oL
o
i
3

oz

AR

Y5y

s,

LI K1

77

B0






item/image/photo.jpg





item/image/t009.jpg
O (%] [zero]

KAz D9 2 2F R IR AR Y o)
H2% | & EKL,LB0THEN,
4 HTEEF1,2,3,4,5,6,7,8 9L
MRCEFOMChBh TS,
[/ INBEs 2520R) (FEITHiAR) &KW

@\'\1%‘\‘_\\‘\3

@L
R
I3 gﬁ
4

DI E

AR

AFALEHMET





item/image/p206.jpg





